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総合研究報告書 

 

農林水産業における災害の発生状況の特性に適合した労働災害防止対策の策定のための研究 

 

研究代表者 横山 和仁  順天堂大学医学部衛生学講座 客員教授 

 

研究要旨 

2018 年度からの第 13 次労働災害防止計画は、労働災害を減らし安心して健康に働ける職場の実現を

掲げている。林業では、死亡災害を 2022 年までに 15%以上減少させると目標があるが、農業および水産

業については定められていない。林業労働災害は減少傾向にあるが、伐木作業、高齢化、小規模事業林、

非熟練労働者がリスクとなっている。水産業は、労働人口減少と高齢化と共に、非適切な生活・労働空間、

船員法不順守、船体動揺や海中転落、機械への巻き込まれなどが指摘されている。農業では、特殊車両（ト

ラクター等）、農薬、高作業負荷、高齢化等が問題となっている。 

研究代表者（横山）らは、農業では、農業経営体が増加し、総農業就業人口の減少に反し、農業労働者

が 2016 年には 35 万人超と増加傾向にあり、事業所規模に応じた適切な安全衛生管理体制の整備とリス

クアセスメントの推進が必要と指摘した（労働の科学、2017）。研究分担者の垰田は、農業事故の対面調

査によりリスク要因を調査してきた（日本農村医学会、2016）。同じく久宗は、水産業について ILO の

WISE（中小企業自主改善活動）をもとに船内向け自主改善活動（WIB）を提唱し（創成社、2009）、こ

れは水産庁・国土交通省で普及啓発が行われている。山田は、林業事業体の労働安全衛生管理体制を調査

し、災害リスクとその対策を提案した（森林科学、2016）。以上を踏まえ、現在の農林水産業の特性に応

じた労働安全衛生行政の展開が必要と着想した。 

今回は、農林水産業について、(1) 法令にもとづく各種事業体の労働安全衛生体制（労働安全衛生法、

船員法等）、(2) 職業保健としての特性（自営を含む）、(3) 行政組織間・産官学・地域連携の視点から、労

災・健康障害の要因と対策を明らかにすることを目的とする。 

初年度は、各種事業体および農協等の団体や官公庁報告の事例の収集、第 2 年度は、グッド＆バッドプ

ラクティスの分析と対策の施行を行い、第 3 年度は、行政組織間・産官学連携を含む労災・健康障害予防

策とモデル事業を提言するための検討を進めた。本研究の成果物は 32～126 ページに掲載している。 

 

研究 1（農業法人） 

初年度は、農作業事故事態の現状とそれに対する対処法を明確化するため、群馬県内の農業関連事業所

を対象とし主に労働安全等を確保するための取り組みや問題点についてヒアリングを行った。従来型の農

業関連事業所、すなわち農協に加入し、農協関連の銀行から融資を受け機材を購入するビジネスモデルに

おいては、利子や中間マージンが発生するが、その一方で農協とメーカーが協催する農作業安全基礎研修

会や農協からの支援が期待できる。 現に、小中規模農家では、農協へ加入しているケースが多い。一方

で、農業法人においては、農協に加入する従来型の農業ではなく、限定した農作物を出荷して、売り先が

固定されている業態が多くなっている。そのため農協が蓄積してきた労働安全に関するノウハウが生かし

きれていない可能性が考えられた。この辺りの仕組みや制度の有り様で新規農業法人においても、機材に

よる農作業事故の減少が期待できると考えた。 

また、農業法人などは、次世代の担い手を確保することが喫緊の課題ではあるが、その資質の問題も上 
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ってきている。例えば採用時等に何らかの適性検査を行い、その人物にあった指導法や作業分担を与えら

れれば、ケガや事故は減少する可能性が考えられた。 さらに、次世代の農業の担い手である若い世代は

農家出身者が減り、農作業で使用する基本的な道具の知識や未熟な使用によるケガが顕著である。 包丁、

スコップ、なた、鎌や鍬などの使用を熟練させることや手入れなど、ごく基本的な指導によりケガの減少

は見込まれる。 農業経験者からのきめ細かい指導と経験の継承が農作業事故を防ぐ上で重要であると考

えた。 

第 2 年度は、農業関連事業所を対象とし主に労働安全等を確保するための取り組みや問題点について

ヒアリングを行ない、労働安全衛生事業につながるグッドプラクティス、バッドプラクティスの抽出を試

み、労働安全衛生事業の可能性を検討した。その結果、中小規模事業体を対象とした従来型の労働安全衛

生教育について、農作業の合間に読むには難しい内容のマニュアルや仕様書などは導入が困難であること

や、作業チェックリストの導入についても農作業の時間やマンパワーの足りない現場では実行が困難であ

り、現況においては、現場の就労者の「気づき」を促すような、より単純化された仕組み作りが必要と考

えられた。ある程度経常的に利益を上げなければならない農業法人の構造上の問題により労働安全衛生事

業の取組が困難であることが指摘された。一方で、情報技術の導入などによるヒト作業の低減化や、AI を

用いた作業の効率化についていくつかの知見を得た。いずれの事例でも中長期的な費用対効果を勘案する

ことで、ヒトの作業を減らし、それが結果的に労働災害の減少につながる可能性が示唆された。 

第 3 年度は、農業の現場で実施可能な労働安全衛生教育の在り方を検討するため、これまでのグッドプ

ラクティスバッドプラクティスの検討で得られた知見をもとに、モデル事業を提案し、埼玉県の農業法人

にて実際に試行することで、農作業従事者による自主改善活動の可能性について検討を行った。また、全

国の労働安全衛生コンサルタントのうち農作業安全アドバイザーに対しインタビューを行い、農作業場に

おける労働安全対策の実情や問題点に関するヒアリングを行った。その結果、本モデル事業のような労働

安全衛生の自主改善活動は、農作業従事者の啓発に有用であり、継続化、システム化することで、現状に

適した労働安全衛生教育として展開でき得る可能性が示唆された。 

 

研究 2（小規模農家） 

日本農村医学会農機具災害部会は、農作業事故対面調査を通じて、従来のヒューマンエラーに重点を置

いた農作業安全対策から、環境と農機具に焦点を当てた、安全衛生マネージメント手法に基づく対策の必

要性を指摘し、今後の農作業事故防止のため課題として、農業が展開されている地域の地理的多様性や､

栽培作物や農業形態の多様性に対応した事故事例情報の集積と、その情報を予防対策に活用できる指導者

の養成をあげている。こうした背景を踏まえて、本研究では、農業における災害の発生状況の特性に適合

した労働災害防止対策の策定に資することを目的に、山間傾斜地での茶栽培農家の労働負担調査及び災害

事例に関しての対面調査と、農民への安全教育方法の開発と評価に関して研究した。特に後者について

は、① 農作業安全に関する指導者研修に使用するテキストの内容と研修手法の検討、② 汎用性の高い、

農業安全に関する「基礎教材」及びその｢基礎教材解説書｣の開発、③ 農業安全に関する「基礎教材」及

び｢基礎教材解説書｣の試用評価、に取り組んだ。 

茶栽培農家の摘採機を用いた茶刈り作業時の身体負担は大きく、狭い畝間を横歩きするために膝への負

荷が大きくなっていた。急斜地での管理作業では転落事故も発生しており、急傾斜地での茶栽培では、傾

斜度や作業内容に適した畝間隔の確保が、事故予防策として重要と考えられた。農作業安全指導者研修

は、農業改良普及員、県農業経営支援課職員、県 JA 中央会職員等を対象に、グループワークによる「事 
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例検討」、農作業安全のすすめ方に関する講義形式の「座学」、農薬保管庫、管理機保管庫等研修会場の特

性を活かした「実地研修」、「ヒヤリハット事例や事故体験報告会」をプログラムとして実施し、参加者か

ら好評価を得た。農作業事故対面調査結果は参加型の指導者研修で教材として有効に活用できた。 

日本農村医学会農機具災害部会が 2019 年度に「外国人労働者安全衛生教育教材作成事業」の委託を受

けたことから､共同して、農業安全に関する「基礎教材」を開発した。農業安全に関する「基礎」事項は

農作業事故対面調査結果より選定し、テキストの内容は各地の農業従事者や外国人研修生へのヒアリング

を踏まえてブラッシュアップし、｢基礎教材｣（｢安全に農作業をするために｣）および、｢基礎教材解説書｣

（外国人労働者を雇用される方のためのパンフレット解説 農作業事故防止ここがポイント」）を完成さ

せた。完成した両教材について、専業農家 5 名（稲作 2、ハウス野菜栽培 2、肥育牛 1）と農業大学校教

員 1 名、農福連携作業所指導員 1 名の試用想定評価を求め、良好な結果を得た。評価者は一様に「農業安

全についてのテキストを初めて見る」旨の感想を述べており、農業安全を進める上で活用が期待できると

判断できた。専業農家従事者からは、農業機械に関連した注意事項を含むより詳細な解説書の希望がださ

れ、基礎教材を発展させた「農業安全教本」（仮称）を構想した。 

 

研究 3（漁業） 

船員向け自主改善活動（以下 WIB）は、現在は水産庁水産基本計画、国土交通省第 11 次船員災害防止

計画に取り入れられ、積極的に実施をされている。 

水産庁補助事業「安全な漁業労働環境確保事業」講習会では、漁業の労働環境のカイゼンや海難の未然

防止等の知識を持った「安全推進員」を養成している。その中心に、参加型自主改善活動（POAT）をベ

ースにした、WIB として、良い改善事例の紹介と選択、アクション型チェックリストと改善の使い方シ

ートの講習、可能な時は船の点検を行った。5 年間で毎年 500 人計 2,500 人を養成する予定だったが、平

2013～2017 年度に北は北海道稚内市から、南は沖縄県那覇市まで全国約 137 箇所で講習会を行い、約

4,758 人が安全推進員となった。船員の労働災害防止のために国土交通省、水産庁の支援により、全国で

講習会を開催した。 

漁船では、2013～2017 年に漁業安全確保事業において、全国約 137 か所で約 4,758 人が受講した。講

習会を 2015 年以前に複数回実施した地区、一回だけ実施した地区、まったく実施しなかった地区に分類

して海運支局毎に労働災害数を時系列に分析した。国土交通省の統計は漁船漁業を対象としているため

に、遠洋、沖合漁業を対象にした講習会を分析した。また、地区は 7 年間で災害が 40 件以上発生した海

運支局を対象としました。対象地区は全体の 70%を占めている。以上の成果を本事業で報告書を作り、各

関係機関に配布して 2 月に船員政策課に 600 部寄付して、全国に配り監理官の勉強テキストと使用する

ように依頼をした。 

国土交通省では「船員の健康確保に関する検討会」を開催し、内航船員の健康確保対策に関する具体的

な制度設計について議論し、2020 年 10 月にとりまとめた。2020 年 10 月 19 日に「船員の健康確保に向

けて」を公表し、陸上並みの安全衛生体制を目指す。その実用化のために神戸マリナーズ厚生会病院と神

奈川大学、船会社と社会実験を開始して、遠隔によるストレスチェック、産業医の長時間労働者に対する

指導、遠隔に安全衛生委員会の実施を行っている。船社 5 社と実験を行い、ストレスチェックは合計で 57

名の船員がストレスチェックを行い、3 社で集団分析をした。2 社で安全衛生委員会を行い、2 隻で遠隔

による船の巡視をおこない、映像と音声とも問題なく、船社と産業医両社とも高い評価を得た。特殊な条

件下で推進が困難な船員労働安全衛生であるが、英知を集めて一歩ずつ向上している。 

on  
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研究 4（林業） 

初年度は、神奈川大学の久宗周二教授の協力を得て、船内向け自主改善活動 WIB（Work Improvement 

Board）を基に、林業向け自主改善活動 WIFD（Work Improvement on Forest Development）の原案を

作成した。その後、林業労働災害分析の結果と林業労働環境の特殊性を勘案したブラッシュアップを行

い、WIFD チェックリスト修正案 1 を作成した。林業労働環境の特殊性として、WIB の船内の労働環境

改善と異なり、森林内という自然環境に林業作業員が直接入り込んでの作業となるため、ハード面での労

働環境改善が実質上困難であるという点が上げられる。そのため労働安全のポイントというソフト面の対

策をいかに「見える化」できるかというところが WIFD の特徴となる。ブラッシュアップとして、林業

労働災害分析の結果に基づいた、林業労働環境の改善策について検討を行った。また、優良事業体に聞き

取り調査を行い、実施されている労働安全衛生対策の内で「見える化」できる対策の抽出を行った。林業

事業体での試行を繰り返しながら、WIFD 修正案 5 まで改善を行い、修正案 5 について、全国 11 の林業

事業体に郵送あるいは出向いての調査を行なった。その結果、新たに改善すべき項目を検討した。 

 第 2 年度は、初年度に開発した林業向け自主改善活動 WIFD（Work Improvement on Forest 

Development）の改良版を日本全国の 11 事業体で試行し、15 グループ 123 名からの回答を得て、その

結果を基に 25 項目の改善例に改良した。名称を WIFM（Work Improvement on Forest Management）

に変更した上で、3 箇所で試行した。さらに、2018 年度まで改良を進めてきた林業安全ゲームのチェー

ンソー伐木作業編をボードゲームに 50 セット印刷し、全国 40 箇所の林業事業体ならびに関係団体と関

係者に配布した。静岡県において事業体 A の 29 名と事業体 B の 6 名、ならびに和歌山県において事業

体 C の 48 名を対象に熟練者編を、愛媛県において事業体 D の 60 名を対象に初心者技術編をそれぞれ試

行した。さらに、ゲーム前後にプリコード形式による 10 問の理解度テストを行い、ゲームによる安全知

識の向上効果を調査するとともに、ゲームマスターにはチェックリストによる質問カードの記録を行わせ

た。試行の際に得られた感想や意見を基に、林業版安全ゲームのカード内容の修正を行った。 

 第 3 年度は、行で得られた結果を基に改善例の再検討を行い、さらに最新の安全技術や安全装備類を新

たに取り入れ、30 項目の改善例に改良した。しかしながら、コロナウィルスの影響により WIFM の改善

例の試行は行えなかった。林業安全ゲームについては、2019 年度に 50 セット印刷し、全国 40 箇所の林

業事業体ならびに関係団体と関係者に配布して試行を行い、ゲームマニュアルとゲームカードの修正を行

った。2020 年度は、この修正版の試行を愛媛県の「緑の雇用」フォレストワーカー研修の 1 年生（FW1）

25 名、2 年生（FW2）16 名、3 年生（FW3）14 名を対象に行なった。2019 年度の試行を通して、林業

安全ゲームにプレーヤー間のコミュニケーションを促進させる効果が期待されたので、2020 年度はゲー

ム中の会話をボイスレコーダーで記録し、会話の回数と内容について分析を行った。その結果、林業経験

年数によって会話数と会話の内容に変化が確認されるとともに、会話を促進し教育効果を高めるためには

ゲームマスターが重要であり、熟練度の異なるプレーヤーが一緒にプレイすることが職場内の縦のコミュ

ニケーションを高めるために効果的であることが明らかになった。 



- 5 - 

愛媛大学大学院農学研究科 教授 

 

＜研究協力者＞ 

北村 文彦 

順天堂大学医学部 

 

松川 岳久 

順天堂大学医学部 

 

角田 弘子 

日本ウェルネススポーツ大学 

 

辻村 裕次 

滋賀医科大学 

日本農村医学会農機具災害部会 

 

北原 照代 

滋賀医科大学 

 

岩倉 浩司 

滋賀医科大学 

 

山本遼平 

滋賀医科大学 

 

大浦 栄次 

富山県厚生連 

日本農村医学会農機具災害部会 

 

立身 政信 

岩手県予防医学協会 

日本農村医学会農機具災害部会 

 

浅沼 信 

日本農村医学研究所 

日本農村医学会農機具災害部会 

 

柳澤 和也 

日本農村医学研究所 

日本農村医学会農機具災害部会 

 

坂田 真一郎 

国土交通省 中国運輸局 

 

小木 和孝 

大原記念労働科学研究所 

 

石井 泰介 

神戸マリナーズ厚生会病院 

 

A. 研究の目的 

農林水産業について、(1) 法令にもとづく各種事業

体の労働安全衛生体制（労働安全衛生法、船員法等）、

(2) 職業保健としての特性（自営を含む）、(3) 行政組

織間・産官学・地域連携の視点から、労災・健康障害

の要因と対策を明らかにすることを目的とする。 

4 つ第一次産業の各分野別（農業法人、農業、漁業、

および林業）に、初年度は、各種事業体および農協等

の団体や官公庁報告の事例の収集、第 2 年度は、各

種事業体および農協等の団体や官公庁報告の事例の

収集例からグッド＆バッドプラクティスを抽出する

とともに、労働安全衛生を推進する事業としていく

つかのモデル事業を試み、第 3 年度は、行政組織間・

産官学連携を含む労災・健康障害予防策とモデル事

業を提言するための検討を進めた。 

 

 

研究 1（農業法人） 

1-A. 研究背景および目的 

近年、法人等に雇用され労働者として農業に従事

する者の数が増加している。事業主には、労働者に対

して業務に関する安全衛生教育を受けさせる義務が

あるが、農作業の年間死亡事故は、全産業を通して最

も多く問題となっている。農林水産省では、1971 年

以降農作業事故による死亡調査を行っている。農業

では、この 40 年間、毎年 400 人前後とほとんど減少

していない。これは、他の産業の労災では、事業主責

任が問われ、労働安全衛生法や同・衛生規則などで法

的に厳しき規制されてきた結果である。農作業事故

は基本的に個人責任とされ、法の規制がないことが
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一因と考察される。 

そこで本研究においては、農業労働災害の現状に

ついて農業関連事業所を対象とし主に労働安全等を

確保するための取り組みや問題点についてヒアリン

グを行い、農作業事故自体の現状とそれに対する対

処法を明確化する。また、その知見をもとにモデル事

業を確立し、その有効性を検討することで、今後の農

作業従事者に対する労働安全衛生教育の取り組みか

たを提案することを目的とした。 

 

1-B. 研究方法 

1. 農業労働災害の現状についてのヒアリング 

群馬県内の農業関連事業所を対象とし、主に労働

安全等を確保するための取り組みや問題点について

ヒアリングを行った。 

 

2. 農業法人におけるモデル事業プログラム 

労働安全の自主改善活動のモデル事業として、国

際労働機関（ILO）の作成した「農業における人間工

学的チェックポイント（日本語版）」をもとに、研究

分担者である久宗周二神奈川大教授の「WIB 船内自

主改善活動と船内労働安全衛生マネジメントシステ

ム」の手法を組み合わせることで、1 時間程度のモデ

ル事業プログラムを作成した。作成したプログラム

をもとに、埼玉県内の農業法人にて 7 名の農作業従

事者によるグループワーク及びアンケート調査を実

施し、有効性を検討した。 

 

3. 農作業安全アドバイザーへの半構造化インタビ

ュー 

モデル事業プログラムの実施主体として想定して

いる農作業安全アドバイザーに対しインタビューを

実施し、農作業場における労働安全対策の実情や問

題点に関する情報収集を行った。 

 

1-C. 結果 

1. 農業労働災害の現状についてのヒアリング 

群馬県内の農業関連事業所 11 か所にて、ヒアリ

ングを行った。多くの事業所で見受けられた機材（特

にトラクター）の事故に関しては、使用者だけの責任

ではなく、行政や企業の協力が必須である。メーカー

側で定期点検の期間や機能の見直し、売りっぱなし

ではないきめ細かい対応が求められる。使用者側に

立った機能や表示で事故が減少できる可能性が大き

い。行政としての対応策はメーカーへの講習会の要

請や表示に関する指導等を制度として実施すること

により使用者の安全を確保できるであろう。農家側

の改善点としては、確認作業の徹底、習慣の確立など

学習による効果が期待できる。訪問先の事業者から

は個人の資質（パーソナリティ）も関連することも多

く挙げられた。つまり、几帳面な性格や真面目な性格

の人物より、いい加減であり規則を守らないといっ

た人物がケガや事故を起こす可能性が高いといった

見解が寄せられた。農業法人などは、次世代の担い手

を確保することが喫緊の課題ではあるが、その資質

の問題も上がってきているため、なり手不足が深刻

であるため、むずかしいかもしれないが、例えば採用

時等に何らかの適性検査を行い、その人物にあった

指導法や作業分担を与えられれば、ケガや事故は減

少するかもしれない。さらに、担い手である若い世代

は農家出身者が減り、農作業で使用する基本的な道

具の知識や未熟な使用によるケガが顕著である。包

丁、スコップ、なた、鎌や鍬などの使用熟練度や手入

れによりケガの減少は見込まれる。農業経験者から

のきめ細かい指導と経験の継承が農作業事故を防ぐ

上で重要である。「どの時期にどこで、なんの作業を

している時に事故が起きやすいのか」をしっかり把

握すること、農作業安全基礎研修会への参加が必要

と考えられるが、時間面、費用面でも負担が大きいと

の声があった。 

 

2. 農業法人におけるモデル事業プログラム 

 上記のヒアリング結果から、農作業の繁忙期を避

けた時期に、短時間で労働安全への気づきを促すプ

ログラムとして、国際労働機関（ILO）の作成した「農

業における人間工学的チェックポイント（日本語版）」

と、研究分担者である久宗周二神奈川大教授の「WIB

船内自主改善活動と船内労働安全衛生マネジメント

システム」の手法を組み合わせることで、1 時間程度

のモデル事業プログラムを作成した。埼玉県内の農
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業法人にて、研究協力者である松川岳久順天堂大学

助教が事前に訪問し、農作業内容のヒアリングおよ

び作業環境の調査を行い、ILO の「農業における人

間工学的チェックポイント（日本語版）」の 100 項目

のチェックポイントから、自主改善活動のグループ

ワークにとりあげるべき 41 項目を抽出し、モデル事

業資料を作成した。グループワークは WIB 船内自主

改善活動のプログラムを参考に 3 段階に分け、ステ

ップ 1「良い事例を見る」、ステップ 2「チェックリ

ストを確認」、ステップ 3「改善すすめ方シートの記

入」の順番で行った。 

ステップ 1 では、船員向け自主改善活動における

良い改善事例 21 項目の内容を農業従事者の各自が

写真をみることで確認し、そのうち農業に応用可能

なもの、もしくは自身の作業環境で改善したいもの

という観点より 2 項目を選択し、全員の投票によっ

て順位付けを行った。その結果、当該事業所での必要

と思われる改善事例は投票数の高いほうから「使い

やすい道具置き（稼働式道具入れ）がある」（4 人）、

「工具の整理整頓（大きい順に整列して収納）」（3 人）、

「ボードを使って機能的に整理」（2 人）等であった。 

ステップ 2 では、ILO の人間工学チェックポイン

ト・アプリより参加者の作業内容に関連する項目と

して選出した 41 項目の内容を確認し、各項目に対し

「今のままで良い」もしくは「改善が必要」のいずれ

かを各自で判断した。「改善が必要」に該当した項目

のうち、特に優先的に改善が必要なものを 3 項目選

出した。 

ステップ 3 では農作業従事者が作業内容別のグル

ープに分かれ、ステップ 2 で各自選出した 3 項目の

中からグループごとに改善が必要な事例に優先順位

を付け 3 項目選出し、「改善すすめ方シート」に記入

した。 

グループワーク終了後のアンケートの質問項目及

び回答結果では、「今回のモデル事業は、どの程度普

段の仕事に役立ちそうか」という質問に対し、7 人全

員が「役に立つ」、「やや役に立つ」と回答した。「今

回のモデル事業の以下の点に関して、どの程度満足

したか」に対しては、①「テーマ」に関しては 7 人

全員が、②「内容」に関しては 6 人が「満足」と回

答した。③「時間配分」、④「スムーズさ」では、「ど

ちらでもない」が 1 人のみで、それ以外の 6 人は「満

足」もしくは「やや満足」であった。「またモデル事

業に参加したいと思うか」に対しては、「思う」（3 人）、

「やや思う」（4 人）であった。「ほかの農業法人にも

当モデル事業を薦めたいと思うか」に対しては、「思

う」（2 人）、「やや思う」（3 人）、「どちらでもない」

（2 人）であった。自由記入では、「現場の改善点が

話し合えてよいグループワークだった」との意見が

挙げられた。 

 自主改善活動のグループワークにより抽出された

問題点について、実際に改善を試みて作業の安全性

が向上するかを確認した。具体的な改善結果を写真

にて報告してもらい、実際の作業の改善状況を後日、

訪問して確認した。今回は、改善するための物品購入

費用を当方で負担したため、このような事例をもっ

て他の農業法人に訴求することで、見える形で労働

安全に対するコストとメリットを整理することがで

きると考えた。 

 

3. 農作業安全アドバイザーへの半構造化インタビ

ュー 

 モデル事業のプロトタイプが完成したことをうけ

て、本事業を委託する先としての候補に日本労働安

全衛生コンサルタント会に所属する農作業安全アド

バイザーを想定した。労働安全衛生について一定の

知識があること、全国的な組織であるため、地方にも

妥当な人材が存在することなどが理由である。日本

労働安全衛生コンサルタント会では、先行して林業

労働安全指導者に対してのコンサルタント会による

認定事業があったが、これをさらに第一次産業に拡

大した形として 2016 年から認定を始めたとのこと

である。 

本検討では、全国の農作業安全アドバイザーでメ

ールアドレスの判明している 209 名すべてに構造化

インタビューの依頼をし、申し出のあった 39 名の中

から 14 名を抽出し、インタビューを試みた。なお、

2019 年からの新型コロナウィルス感染症拡大の影

響をうけ、インタビューは対面ではなく Zoom ソフ

トウェアもしくは電話にて実施した。 
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 多くの農作業安全アドバイザー（以下アドバイザ

ー）の中で共通している認識として、農家が労働安全

衛生法の順守をする必要がないこともあり、現状の

ところアドバイザーは実質的に十分に機能していな

い傾向にあるとのことであった。また、アドバイザー

業をする前から第二種兼業農家をふくむ農業に従事

している方は少数であった。そのため、農家の方に安

全衛生指導をおこなう場合にも、工場等での労働安

全体制の改善活動が必ずしも受け入れらない傾向に

あるとのことであった。いわゆる、江戸時代から言わ

れている「怪我と弁当は自分持ち」という農業者に根

付いている考え方の抜本的な改善が必要と思われる

とのことであった。日本労働安全衛生コンサルタン

ト会の同様の試みに林業（林業労働安全指導者）での

取り組みがあるが、そちらは基本的に他人の土地で

作業をしているが、農業は自分の土地（庭のような存

在）で行っているため、介入しにくいとのことであっ

た。 

一方である一定規模の農業法人であれば（六次化

農業等）コンサルタントの実例もあるとのことであ

った。これは法人である場合に労働安全衛生法の順

守をする必要があるためである。その際にも担当し

たコンサルタントは通常の労働安全衛生の指導とは

ことなり、農作業者の視点に立つ理解しやすい講習

を目指すようにしているとのことであった。 

本研究により提示した「農業法人におけるモデル

事業」をツールとしてアドバイザーが使用する可能

性については、多くのアドバイザーから“ツールの一

つ”として有効ではないかとの同意を得た。ただし、

ツールが存在しても実施するチャネルがないと厳し

いとの意見もあった。 

法人化された大規模農業法人であれば、労働局か

らコンサルタントを活用するよう指導が出ることも

あるので、対応可能であるが、小規模の農業法人（い

わゆる寄合のようなもの）や農家であると指導が難

しいとの意見が多くあった。また農業協同組合（JA）

の営農指導員の協力を得る必要もあるのではとの意

見もあった。 

ただ、改善が必要と考えても、小規模の田んぼのた

めに、農道の整備をするのは難しいなど、その地域で

できる範囲の活動をしていかなければならない。ま

た農業に限った話ではないが、高齢化で心身の衰え

を感じていても、今まで大丈夫だったからこれから

も大丈夫と思っている人が大多数いるので、注意喚

起のみならず、具体的な改善案も含めて提示しなく

てはいけないと思う。ラジオ体操などを毎日やるだ

けでも基礎体力がつくため、そのような身近な施策

からでも農作業を安全にできる可能性があるといっ

た示唆もあった。 

 

1-D. まとめと課題 

2019（令和元）年の農作業事故死亡者数は 281 人

で前年より 7 人増加した。事故区分別では農業機械

作業によるものが 184 人（65.5%）、農業用施設作業

によるものが 17 人（6.0%）、機械・施設以外の作業

によるものが 80 人（28.5%）であり、年齢階層別で

は 65 歳以上の高齢者による事故が 248 人と死亡事

故全体の 88.3%を占めた。また、同年の 10 万人あた

りの死亡事故発生者数は農業が 16.7 人であり、建設

業の約 3 倍であった。 

我が国の農業は個人経営が多く、経営者自身やそ

の家族が農作業従事者であるケースが多いため、法

人の多い他業種と比べると、自身も含めた農作業従

事者に対する安全意識が低い傾向にある。また、「農

作業中の事故は自己責任」と見なされる傾向があり、

事故やヒヤリハットが発生しても、同業者同士で情

報共有されにくく、原因究明や改善防止の取り組み

につながりにくい。本研究の結果でも、中小規模事業

体を対象とした従来型の労働安全衛生教育は、時間

やマンパワーの足りない現場での導入が困難な状況

であることが明らかになっている。したがって現況

においては、まずは現場の就労者の「気づき」を促す

ような単純化された仕組み作りが必要であると考え

られる。このことから、モデル事業として農作業従事

者による自主改善活動のグループワーク及びアンケ

ート調査を実施し、その有効性を検討した。参加者の

大半が、道具の置き方や分類、整理整頓を自身の作業

現場にて優先的に改善したいと考えていることが確

認された。本質的には農業法人にむけた労働安全改

善活動は有効であると考えられるものの、実施する
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ための時間、人、および費用が従前でないと進まない

であろうことが想定できた。 

 一定の規模の農業法人であれば、労働安全衛生

活動のツールとして本研究にて開発した「農業法人

におけるモデル事業」が有効であることが示唆され

た。ただし、大多数を占める小規模農業法人や農家な

どについては、現在のところ安全衛生施策を底上げ

するためのチャネルがない。今後、鍵となるのは厚生

労働省によるフリーランス支援の充実や、労働安全

コンサルタントを JA に利用してもらうなど、これ

までと異なる角度からのアプローチになると考えら

れる。 

今後は、定年退職後に家業を継ぐ形で農業を始め

る人がますます多くなってくると考えられる。農業

に関する知識が少ないことから、高齢化する農業者

とともに労働安全衛生上の新しいリスク年齢層とな

っていくと考えられる。そのためにも、農業も他の産

業と同様に自営業（フリーランスの職業）としてとら

えることで、法律で労働者を保護できるようにして

いかなくてはならないと考える。 

 一方、これまでのいわゆる「農家」について、アド

バイザーからも意見があったが、JA に営農指導者と

いう職員がいるので、この方々に協力してもらい農

業の労働安全を強化する方向も考えられる。アドバ

イザーが営農指導者に対して「農業法人におけるモ

デル事業」のようなツールを紹介し、営農指導の一部

で自主改善活動の実施を行っていくような事業も想

定される。 

 いずれにしても、モデル事業を継続的に実施する

ためには厚生労働省と農林水産省の関係者の連絡、

農業協同組合の協力、安全衛生の向上が生産性の向

上につながるという継続的な啓発をある程度人的資

源、経営資源、物資の面から支援する必要があると考

えられる。 

 

 

研究 2（小規模農家） 

2-A. 研究背景および目的 

我が国では、特定地域の農業組合構成員や病院受

診者や全国共済農業協同組合連合会の生命共済保

険・傷害共済保険加入者を対象に、農作業事故防止に

関わる研究が 1970 年頃より行われてきた。こうした

研究は、質問紙法や保険にかかわる被災者の申告情

報や医療機関からの受診者情報を記述疫学的に解析

し農作業事故の発生特性を統計的に示した。 

 富山県では、1970 年より、毎年、県下 900 カ所の

医療機関を受診した農作業事故被災者の情報と保険

請求情報を用いた検討が行われている。北海道では

1975 年より、行政、JA と農業機械メーカーなどが

「北海道農作業安全運動推進本部」を組織し、保険請

求情報に加えて市町村からも農作業事故の報告を受

け、発生状況の分析と安全啓発活動を行っている。北

海道の調査では、北海道だけで利用されている作業

機を含む 85 種類の作業機が調査対象とされている。

日本農村医学研究所は、こうした農業経営形態や栽

培作物の多様性に注目し、全共連生命共済保険・傷害

共済保険請求情報を用いて、9 道府県で 2000 年に発

生した農作業事故 10,636 件の分析を行っている。こ

の調査では、農業経営形態や栽培作物の違いに関わ

らず、各地方の事故発生に関与している農業機械と

して、トラクタ、草刈り機、コンバインが指摘された。

また、農業機械が関与しない事故についても対策の

必要性を指摘した。 

こうした疫学的研究は、農作業災害の発生状況を

統計的に把握し検討する点で優れているもの、具体

的な予防対策への寄与には限界があった。 

 この限界を補うべく、農村医学会（学会農機具災害

部会）は、農水省の補助を受けて、2011 年から 2015

年にかけて北海道や沖縄を含む 26 道府県で、630 件

の農作業事故事例について、事故発生に至るプロセ

スを事故対面調査により検討した。この調査の特徴

は、現地を訪問し、事故が起きた環境、事故に関与し

た農機具、被害状況などを調査し、事故発生に至るプ

ロセスを解析した点である。その結果、①農作業事故

の発生リスクが、農業経営形態や栽培作物の要因、地

形や天候など環境の要因、作業内容や作業方法など

の要因、使用される農機具に由来する要因、農作業者

の要因によって構成されること、②事故発生リスク

低減のためには、各要因についてのリスク評価に基

づく低減策の実施が必須となるが、農作業事故にお
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いては、特に、環境の要因と農機具に由来する要因の

アセスメントを優先すべきであること、③農民の高

齢化に伴うリスクの高まりが不可避であることを前

提に、リスク低減策を検討する必要があること、④多

様な環境下で、高齢な男女の農民が、多様な農機具を

使って、多様な作業を行う農業の特性を踏まえて、他

産業の安全衛生対策を取り入れる必要があること、

⑤農作業事故防止に安全衛生マネジメント手法の導

入が必要なこと、⑥農作業事故防止のためには、事故

事例分析に基づく情報の集積と、その情報を予防対

策に活用できる指導者の養成が課題となることを指

摘した。この対面調査を経て、耕種別に農作業事故に

結びつく具体的な要因に対する対策の提示が可能と

なった。 

本研究は、こうした研究背景を踏まえて、1. 過去

の対面調査で把握されていない、茶栽培農家の労働

負担及び災害事例の把握と検討、2. 農民への安全教

育方法の開発と評価、を目的に実施した。 

 

2-B. 研究方法 

1. 茶栽培農家の労働負担及び災害事例調査 

滋賀県甲賀市信楽町朝宮地区の、ある茶農家主へ

聴き取り（2018 年 4 月、調査①）、茶摘みイベント

での地元茶農家（10 人）から聴き取り（2018 年 5 月、

調査②）を実施した。調査①および②の質問項目は、

作業工程、作業環境、安全配慮、事故経験、身体症状

とした。また、可搬式摘採機（エンジン式）を用いた

茶刈り作業に従事するとともに（2018 年 6 月中旬、

調査③）、周りの作業者に対する観察を行った。摘採

機からの騒音と排気ガスへの曝露負担感は修正

Borg スケール、疼痛は VAS スケール（両者とも 0～

10）を用いて、作業に従事した調査者が自覚的に評

価した。同茶農家の可搬式摘採機を用いた秋番茶の

収穫作業時の個人曝露騒音、心拍数、活動強度を測定

した（2018 年 10 月実施、調査④）。対象者は 68 歳

男性で、個人曝露騒音計（Type 4448, B & K）を左

肩に装着し、1 分間の A 特性等価騒音レベルを 1 分

毎に記録した。左手首に心拍計（A360, Polar Electro 

Oy）を装着し、1 秒毎に心拍数を記録した。腰ベル

ト左側に加速度計測型活動量計（ HJA-750C, 

OMRON Corp.）を装着し、10 秒毎の活動強度を記

録した。解析では、作業時間を、収穫袋取り換えを含

む複数の畝の刈り取り作業（一連続作業）と、収穫袋

運搬を含む休憩に区分し、その作業中における各値

（騒音：等価騒音レベル、心拍数：平均値と最高値、

活動強度：中央値と 95%ile 値）を算出した。 

また、同茶農家から、過去の農作業事故について対

面調査を実施した。 

 

2. 農民への安全教育方法の開発と評価 

本研究では、以下の 3 課題を設定した。 

(1) 農作業安全に関する指導者研修に使用するテキ

ストの内容と研修手法の検討 

(2) 汎用性の高い、農業安全に関する「基礎教材」及

びその｢基礎教材解説書｣の開発 

(3) 農業安全に関する「基礎教材」及び｢基礎教材解

説書｣の試用評価 

 

(1) 農作業安全に関する指導者研修に使用するテキ

ストの内容と研修手法の検討 

 宮崎県農業大学校より「農作業安全指導者研修」の

依頼を受け、10 月 30 日に宮崎県農業総合試験場を

会場とした研修を企画実施し、評価した。対象者は、

農業改良普及員、県農業経営支援課職員、県 JA 中央

会職員、県 JA 共済連職員、県農業総合試験場ならび

に県農業大学校関係者、30 人。以下のプログラムで

実施した。 

①  9:00～10:30  事例検討（対面調査事例を用いた

事例を用いて、発生の原因と対策を、グループワ

ークで検討し、発表議論した。 

② 10:30～11:30 講義（農作業における「リスクア

セスメントの手順」を講義。 

③ 12:45～14:00 実地研修（小グループに分かれて、

農業総合試験場内「現場」を巡視し、チェックリスト

を用いたリスク評価やハザードマップに基づく対策

案を検討し、全体会で発表議論する。） 

④ 14:00～14:45 自らの体験の発表（参加者にあら

かじめ用意してもらった、ヒヤリハット事例や事故

体験を発表し、原因や対策について議論する） 

講義内容（教材を含む）、時間配分、参加者の反応
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などの視点から、共同研究者（日本農村医学会農機具

災害部会員 3 名）が相互に評価した。また、参加者

からの感想レポート（全課程受講参加者 17 名）に基

づいて評価した。 

 

(2) 汎用性の高い、農業安全に関する「基礎的事項」

解説テキストの開発 

 研究分担者ならびに研究協力者の所属する日本農

村医学会農機具災害部会は、2019 年度に「外国人労

働者安全衛生教育教材作成事業」の委託を受けてお

り、外国人農業労働者の安全衛生研修で使用するテ

キストが備えるべき水準は、農業安全における「基礎

的事項」研修で使用するテキストの到達レベルと同

一であるべきと考え、共同して開発に取り組んだ。 

1) 日本農村医学会農機具災害部会が実施した 630

例の対面調査結果を踏まえて、既に公開している「農

作業安全の手順 1、2、3」より「重要事項」と考えら

れる事項を抽出し、テキストの原案を作成した。 

2) 北海道大規模農家、滋賀県稲作専業農家、滋賀県

お茶栽培農家、沖縄パイナップル栽培農家、長野県畑

作農家、長野県果樹栽培農家などより、農作業安全に

関して聞き取り調査を行い、外国人農業労働者向け

安全衛生教育用テキストであることを前提に、内容

のブラッシュアップを重ねた。 

3) テキストの最終案をもとに、外国人農業労働者を

雇用している事業主及び幾つかの農場の外国人労働

者に評価を求め、最終案に修正を加え、「外国人労働

者安全衛生教育教材」最終版（日本語版を添付、日本

語版以外に 10 カ国語）｢安全に農作業をするために｣

を確定した（成果物 1）。 

4) この基礎テキストを使用して外国人研修生を指

導する雇用主向けの解説書「外国人労働者を雇用さ

れる方のためのパンフレット解説 農作業事故防止 

ここがポイント」（成果物 2：全 28 頁）を開発した。 

 

(3) 農業安全に関する「基礎教材」及び｢基礎教材解

説書｣の試用評価 

滋賀県内の稲作専業農家 2 名、ハウス野菜農家 2

名、畜産（肥育牛）農家 1 名、農業大学校教員 1 名、

農福連携実施作業所指導員 1 名の、計 7 名を評価者

とした。農家 5 名は、いずれのパート等補助作業者

の雇用経験があった。 

 各評価者に、農作業に伴う事故や健康障害を防ぐ

ための基本を学ぶ教材として、テキスト｢安全に農作

業をするために｣およびその解説書である、「外国人

労働者を雇用される方のためのパンフレット解説 

農作業事故防止 ここがポイント」を通読してもら

い、評価を依頼した。農業大学校教員には、自身が通

読するだけでなく、テキスト｢安全に農作業をするた

めに｣を授業に使用し、学生の反応と学生からの評価

を聞くことを依頼した。 

農家に求めた評価視点は、「自分自身の学習教材と

して、項目について、分量について」｢パート等従業

員に教育する際の教材として、項目について、分量に

ついて、「生産組合などでの学習教材として、項目に

ついて、分量について」である。 

農業大学校教員に求めた評価視点は、「自分自身の

学習教材として、項目について、分量について」｢学

生の教材として、項目について、分量について｣であ

る。 

農福連携作業所指導員に求めた評価視点は、「自分

自身の学習教材として、項目について、分量につい

て」｢従事する障害者に教育する際の教材として、項

目について、分量について」である。 

評価は、不適正、やや不適正、ほぼ適正、適正の 4

段階で、1 点から 4 点を配点した。また、評価理由や

意見については聞き取った。 

 

表 1 評価者の属性 

 

 

2-C. 研究結果 

1. 茶栽培農家の労働負担及び災害事例調査 

調査①：年間の主な作業は、一番茶（5 月上旬）、

二番茶（6 月中旬）、秋番茶（10 月中旬）の茶刈り、
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夏場 1 ヵ月半に 1 回の草刈り、肥料撒き 6 回と消毒

6 回であった。4.1ha の栽培面積を 3 人で（夫、妻、

娘婿）で管理していた。収穫期の作業時間は、朝から

16 時頃まで収穫し、工場内で加工業務を夜半まで行

う。茶刈りの作業日数は各々約 14 日間で、収穫期の

睡眠時間は、3 時間程度であった。 

 調査②：（図 1）茶作業従事者の症状として、膝関

節痛・腰部痛の訴えが多かった。狭い畝間を、摘採機

での刈り取り高さを均一に保ちつつ、両上肢で機械

を把持して横歩きで移動して刈り取り作業する。そ

の際、二人組で作業するので高さ調節が困難で、肘関

節屈曲位での拘束姿勢となり上肢の負担が大きく、

狭い空間を横歩きするので足腰の負担が大きかった。

その他、10 kg にもなる茶葉収穫袋を傾斜地で運搬す

る際の身体負担が課題として挙がった。作業環境の

問題として、畝列横の坂道の足場が悪い、畝間が狭

い、イノシシが掘った穴に足がとられ転倒・転落しそ

うになること、が指摘された。 

 

 
図 1 摘採機を用いた茶刈作業 

 

 調査③：可搬式摘採機を用いた作業時の負担評価

は、騒音（Borg: 9）、排気ガス（Borg: 9）、左上腕二

頭筋の疼痛 （VAS: 9）、左僧帽筋上部の疼痛（VAS: 

7）であった。 

 調査④：当日の収穫作業時間は 4 時間 20 分で、4

～5 畝を刈り取る一連続作業が 7 回行われた。休憩

を除いた実刈り取り作業時間は合計 3 時間 20 分、一

連続作業時間は 21 分 33 秒～32 分 34 秒であった。

一連続作業中の等価騒音レベルは 92.6～93.3dB で、

8 時間曝露に換算すると最小でも 88.9dB となり、許

容基準 85dB を超えた（図 2）。一連続作業中の心拍

数平均値は 107～116bpm、最高値は 128bpm であり

（図 2）、同活動強度中央値は 1.8～1.9METs、95%ile

値は 4.1～4.5METs であった。 

 

 

 

図 2 摘採機を用いた茶刈作業中の心拍数、暴露騒

音レベル 

 

 （図 3、4）2016 年 10 月 1 日 15 時頃、当時 59 歳

の妻が、農薬散布後の管理機を用いた畝間の耕運作

業中に、畝（畝の勾配 9°）の周りで方向転換する際

に跳ね飛ばされ（キックバック）、縁石上の苔で足を

滑らせて 2m下に転落し腰椎圧迫骨折（全治 6週間）

事故を起こしていた。当日の天候は曇りで、作業終了

後翌日の敬老会準備があったため、気が急いでいた。

転落後は、近くで作業していた夫を呼んで引き上げ

てもらった。10 月 1 日から 11 月 8 日まで、労災保

険の給付を受けた。事故後、茶木を切り縮め、方向転

換するスペースを 90cm から 110cm に拡大した。ま

た、縁石上の苔を取り除くようにした。 

 

 
図 3 事故体験 1 
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図 4 事故体験 2 

 

2. 農民への安全教育方法の開発と評価 

(1) 農作業安全に関する指導者研修に使用するテキ

ストの内容と研修手法の検討 

1) 事例検討 

 事例検討の教材は、630 例の対面調査の中から、

「事例 1 自宅倉庫からの転落事故」、「事例 2 コン

バインでの指巻き込まれ事故」、「事例 3 水路転落

事故」、「事例 4 トラクタによる水路転落事故」、「事

例 5 トラクタからの転落事故」、「事例 6 草刈機に

よる事故」、「事例 7 田植機に給油中の転落事故」、

「事例 8 自走式草刈機による転落事故」を教材と

して用意し、研修受講者で構成する小グループ毎に

2 事例の検討を求めた。 

 各事例には、発生場所や発生に関与した器具、被害

の状況を写真で示した。研修開始プログラムとして

実施したので、リアリティーを持って受け止められ、

研修への導入効果も認められた。地域や農業経営形

態や栽培作物に応じた検討事例を選択すれば、より

有効になると考えられた。リスクアセスメントの考

え方を提示する前に事例検討を求めた点は、教育効

果の視点から検討の余地があった。参加者の評価は、

好評だった。 

 

2) 講義 

 使用した教材は、630 例の対面調査結果を踏まえ

て、既に公開している「農作業安全の手順 1、2、3」

より抽出した 57 枚のスライドである。内容の構成は、

農作業事故に関する統計と概要、環境と物（農機具）

を重視したリスクアセスメントの考え方、高齢化に

伴いリスクを高める人の要因についての考え方、日

本農村医学会農機具災害部会が開発を進める、人の

認知・判断・操作能力を測定評価するための「モグラ

叩きゲーム」の紹介と利用方法、事故発生頻度の高い

器具（トラクタ、刈払い機、コンバイン、耕運機）の

リスク解説、脚立、高所作業、照度・騒音、緊急時の

対処方法とした。 

 あらかじめ予想された参加者が、農業改良普及員、

県農業経営支援課職員、県 JA 中央会職員、県 JA 共

済連職員、他農業総合試験場ならびに農業大学校関

係者という、農業の指導者であったため、リスクアセ

スメントの考え方に止まらない網羅的な内容の教材

とした。高密度でレベルの高い講義内容だったが、参

加者は熱心に聞いていた。ただし、講義時間に対して

講義内容が多すぎたため、後半 1/3 は「駆け足」講義

になっていた。受講者の感想では、リスクアセスメン

トのアプローチが、従来の「不注意対策」ではなく、

環境や物の要因に注目するアプローチであることを

理解したことを記した参加者が多くいたことから、

一定の教育目標は達成できたと考えられた。 

 研修対象者の特性（現場生産者か農業の指導者か）

や、地域や農業経営形態や栽培作物に対応した教材

編集と、講義時間の長さに合わせた教材の編集が課

題と考えられた。 

 

3) 実地研修 

 事前に、農業総合試験場を見学し、作業準備室、農

薬保管庫、花卉出荷室、管理機保管庫を実地研修会場

とした。作業準備室は研修生全員で巡視し、はしご

（角度、手すりの設置、ずれない工夫）、2 階の安全

柵、救急体制（水・救急用具整備状況、救急連絡網掲

示）の確認、照度と気温は、実際に測定器で計測し問

題点を検討した。他の実地研修個所も全員で巡視し

た後に、1 箇所につき 2 グループを配置し、事故を

引き起こす可能性のある事象（ハザード）の抽出およ

び安全対策案をグループ内で検討し「まとめ」を全体

会で発表討議した。 
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 農業総合試験場内には、各種の試験農園があり

様々な実地研修会場の設定が可能だったが、今回は、

農器具が関わらない事故を想定して、実地研修会場

を設定した。はじめに、参加者全員で、作業準備室に

ついてハザードの抽出や安全策の検討をおこない、

好対策の発見や施設管理者の対策意図などを聞くこ

とができたので、その後のグループごとの検討がス

ムーズに行えた。また、参加者の中に、一般製造業事

業所での安全対策経験者がおり、その経験に基づく

発言が全体討論の内容を高めた。 

 実地研修は、参加者からも評価が高かったことか

ら、研修方法として有効と判断できた。今後は、チェ

ックリストの活用を実践的に学べる場としても、実

地研修を準備することが課題と考えられた。 

 

4) 自らの体験の発表 

 事前に各自に書いてきてもらった事例を、休憩時

間にパワーポイントにして、1 例ずつ、事例の概要と、

自身が考えた事故原因と安全対策を報告してもらい、

全体での討論の後、事例毎に、講師がコメントした。 

 全体の時間が押して、十分な発表討議ができなか

った部分があるが、参加者の農作業安全に関する意

識の高さや発表能力によって、効果が変動する可能

性が考えられた。 

 

(2) 汎用性の高い、農業安全に関する「基礎教材」及

び｢基礎教材解説書｣の開発 

農業安全に関する「基礎教材」として、作業始める

前の重要 5 項目、作業中に注意すべき 10 項目、困っ

たときの対応 2 項目について、適切例、不適切例を

図示したテキスト｢安全に農作業をするために｣（全

12 頁）を開発した。また、この基礎テキストを使用

する指導者向け解説書「外国人労働者を雇用される

方のためのパンフレット解説 農作業事故防止 こ

こがポイント」（全 28 頁）を開発した。 

 

(3) 農業安全に関する「基礎教材」及び｢基礎教材解

説書｣の試用評価 

｢安全に農作業をするために｣および「外国人労働

者を雇用される方のためのパンフレット解説 農作

業事故防止 ここがポイント」は、教材として高い評

価を得た。「農作業安全についてのテキストを初めて

見た」との声や、「外国人研修生向けとのテキストと

は言うものの、殆どの内容は日本の農家にとって共

通しており、絵で表示されている点や、解説書がある

のでよくわかった。」｢パートさんや、うちの年寄り

も、わかりやすいと言っていた。｣などの声が聞かれ

た。農業大学校の教員からは｢絵があるので学生が危

険状況をイメージしやすい｣｢例年に比べて、学生の、

農作業安全に関する討論が活発だった｣との声が聞

かれた。農福連携作業所指導員からは「指導員とし

て、作業者の安全確保のために注意すべき事項が理

解できた」との評価を得た。 

要望および改善すべき事項としては、専業農家か

らは「農業機械に関する注意事項を追加してほしい」

｢出荷調整作業に関する注意事項を追加してほしい｣

｢肥育牛管理作業についての注意事項を追加してほ

しい｣との要望が出され、基礎事項とは別に、もう少

し詳しい内容の農作業安全テキストを希望する声が

あった。 

 

2-D. 考察 

1. 茶栽培農家の労働負担及び災害事例調査 

対象とした農家は、4.1ha の栽培面積を 3 人で（夫、

妻、娘婿）で管理していた。年間の主な作業は、一番

茶（5 月上旬）、二番茶（6 月中旬）、秋番茶（10 月中

旬）の茶刈りがあり、収穫期の作業時間は、朝から 16

時頃まで収穫し、工場内で加工業務を夜半まで行う、

過重な業務となっていた。しかも、茶刈りの作業日数

は、各々約 14 日間続くため、疲労の蓄積が生じやす

く、この時期に、ヒヤリハット経験も頻発するとのこ

とだった。また、夏場は 1 ヵ月半に 1 回の草刈りと、

肥料撒き 6 回、消毒作業が 6 回あり、いずれも、重

量物を背負い、足場の不安定な傾斜地で作業するた

め身体負担が大きいだけでなく、被災リスクも高く

なると考えられる。摘採機を用いた茶刈り作業では、

上肢の拘束姿勢が上腕二頭筋・僧帽筋（特に左）に疼

痛を誘発する負荷があり、狭く足場が不安定な畝間

を不安定な足場を膝軽度屈曲位で横歩きするため、

上肢系への負荷に加えて、膝関節周囲の軟部組織に
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負荷が加わると考えられた。この膝関節にかかる負

荷は、信楽地域の茶栽培農家の高齢者の膝痛や変形

性膝関節症発症と関連している可能性がある。また、

刈り取った茶葉を入れる袋が 10kg 以上あり、袋を抱

えて斜面の昇降や軽四貨物に袋を積載する作業では

腰部、膝関節への過大な負荷が認められた。摘採機を

用いた茶刈り作業時では、最高心拍数が 60 代の作業

者としては「ややきつい」（厚労省、2013）に相当す

る値まで上昇していた。また、摘採機のエンジン排気

口が作業者の顔近傍にあるため、排気ガスの暴露と

許容基準を超える騒音暴露が認められた。確認でき

た農作業事故としては、管理機の使用には不適切な

畝間の狭さと斜面の滑りやすい作業環境に起因して

2m の転落による腰椎骨折事故が発生していた。事故

後、被災農家は茶樹を一部伐採し畝間の拡張を行っ

ていた。急傾斜地での茶栽培では、傾斜度や作業内容

に適した畝間隔の確保が、事故予防に対策として重

要と考えられた。 

 

2. 農民への安全教育方法の開発と評価 

農作業災害を防止するためには、農民の行動変容

を促す安全教育が不可欠である。多様な自然環境下

で多様な耕種を扱う日本の農業は、作業方法や作業

環境も多様であるため、農作業災害の発生リスクに

対応した教育プログラムの編成が課題となっていた。

また、他産業では例のない高年齢従事者が農業では

一般化しているため、他産業で用いられている安全

教育手法や教材を農業に転用することには疑問があ

った。一方、農村医学会（学会農機具災害部会）が実

施した事故対面調査では、地域環境や作業内容や耕

種や被災者の性別や年齢情報に加えて、被災前の心

理状態や疲労･健康状態まで踏まえた被災リスクの

分析が実施されたことから、従来には無かった具体

的な安全対策が提示された。本研究では、事故対面調

査が提示した予防対策に基づいて開発した教育プロ

グラムや教材が、農作業災害の予防指導者の養成研

修や、農業安全に関する「基礎教材」として活用可能

か否かを検証した。 

農作業災害の予防指導者の養成研修に関する検証

は、宮崎県農業大学校が実施した「農作業安全指導者

研修会」を通じて実施した。研修対象者は、農業改良

普及員、県農業経営支援課職員、県 JA 中央会職員、

県 JA 共済連職員、県農業総合試験場ならびに県農

業大学校関係者で、農作業安全に関して基礎的知識

を有し、現場の農作業者に対する指導経験を有して

いた。指導者研修では、最新の農作業災害の実態や予

防対策に関する情報を伝えるとともに、参加型の研

修プログラムを体感し安全教育への活用を促すこと

を目的とした。準備したプログラムは、対面調査事例

を用いたグループワークによる「事例検討」、農作業

安全のすすめ方に関する講義形式の座学、作業準備

室、農薬保管庫、管理機保管庫等、研修会場の特性を

活かしたグループワークによる「実地研修」、参加者

にあらかじめ用意してもらった、ヒヤリハット事例

や事故体験を発表し、原因や対策について議論する

「自らの体験発表」であった。プログラムに対する参

加者の評価は、いずれも好評だった。事故対面調査で

集めた、事故が発生した現場や事故の原因となった

機械器具の写真を提示したことで、参加者が臨場感

を持って研修に参加することにつながった。また、グ

ループワークで事例検討や実地研修を実施したこと

が、ハザード発見体験の共有化と対策立案の広がり

に繋がった。プログラムの最後に配した、ヒヤリハッ

ト事例や事故体験について発表討論する「自らの体

験発表」は、研修を通じて獲得した安全衛生マネージ

メントアプローチを試行する機会になったと考えら

れた。 

今後の課題としては、各プログラムの内容の豊富

さに対して、設定された時間が短かった点がある。プ

ログラムの種類を減らしても、十分な時間をかけて

参加者が意見交換することで、学習をより深めるこ

とができるかもしれないと考えられた。また、参加者

の農作業経験の違いや農作業安全に関する意識レベ

ルの違いによって、学習効果が変動する可能性が考

えられることから、今後も研修教材やプログラムの

あり方については検討を重ねるべきと考えられた。 

農業安全に関する「基礎教材」の開発に当たって、

発生頻度の高い農作業災害、女性や高齢者のように

エキスパートではない農業従事者での被災事例、耕

種にかかわらず共通して発生している農作業災害に
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注目して、農業安全に関する「基礎」事項を選定した。

選定には、過去の疫学研究や日本農村医学会農機具

災害部会が対面調査結果を踏まえて、既に公開して

いる「農作業安全の手順 1、2、3」を参考にした。ま

た、本研究で開発した農業安全に関する「基礎教材」

は、外国人農業研修生向けの安全衛生教育で使用す

ることが想定されていたため、外国人研修生の日本

での生活上の注意事項も取り上げた。教材作成に当

たって、各地の農民の研修等にかけ得る時間の実態

より、テキストは 45 分以内で通読できる分量とした。

また、文字による解説は最小限とすることとし、絵に

よって「適切例」｢不適切例｣を示すことを原則とし

た。当初、農業安全な関する「基礎」事項として選定

した段階では最終案に比べて選定事項数が多くなっ

ていたが、現場農民や外国人農業研修生に対する聞

き取り調査により、項目数を再選考することができ

た。現場調査を行った地域には、大きく自然環境や農

業の形態が異なる沖縄や北海道が含まれ、地域や耕

種も異なる農家の意見を基に「基礎」事項を最終確定

できた。意見を聴取できたのは、男性のエキスパート

的農民だけでなく、女性や高齢農民、パート従事者、

外国人農業研修生からで、本テキストを利用するこ

とが想定されている方々からの意見を踏まえて、テ

キストを完成させることができた意義は大きい。完

成した農業安全に関する「基礎教材」（｢安全に農作業

をするために｣）に合わせて、教材を用いて研修を実

施する指導者（外国人農業研修生の場合は、雇用主）

の利用を想定した｢基礎教材解説書｣（外国人労働者

を雇用される方のためのパンフレット解説 農作業

事故防止ここがポイント」）を開発した。 

「基礎教材」（｢安全に農作業をするために｣）およ

び、｢基礎教材解説書｣（外国人労働者を雇用される方

のためのパンフレット解説 農作業事故防止ここが

ポイント」）の試用評価は、農業従事者 5 名、大学教

員 1 名、農福連携作業所指導員 1 名から得た。当初

の計画では、研修会などでの試用評価だったが、コロ

ナ禍の影響で計画の変更を余儀なくされた。ただ、評

価者は稲作専業農家、ハウス野菜専業農家、肥育牛農

家で、いずれもパート等の補助作業者の雇用経験が

あり、女性の評価も得た。また、農業大学校では、実

際の農業安全に関する授業での試用評価を得た。当

初の計画では想定していなかった、農福連携作業所

の指導員の評価を得たことも、貴重な情報となった。

評価者に共通していたのは「農作業安全に関するテ

キストを初めて見た」に代表される意見だった。この

意見は、農作業の危険性を関係者は共通して認識し

ているものの、適切な教材が無いという現状を反影

したものと受け取れた。教材の良い点として、「危険

性が明示されており対策も簡潔に示されているので

判りやすい」との評価を得た。外国人研修生に必要な

情報を伝える教材は、日本人農業従事者に対しても

情報伝達教材になり得ると判断できた。大学教員か

らは「教材は現場や災害をイメージしやすかったの

で、学生のグループワークが活発にできた」との評価

を得た。農業安全教育が教科書的知識の伝達で止ま

っていては、災害予防の実効性が低くなる。その点

で、開発した基礎教材が、学生のグループワークの活

性化に繋がると評価された意義は大きい。農業従事

者からは、自分が関わる農作業について｢農業機械に

関する項目｣と「より深めた内容」も要望された。基

礎教材を開発するに当たり設けた制約からみると、

エキスパート的農民に該当する評価者から出された

意見は、想定範囲の意見として受け止めることがで

きる。こうした要望に応えるためには、エキスパート

的農民や農業安全指導者向けのテキスト（仮称｢農業

安全教本｣）の開発が必要となろう。農福連携指導者

からは「基礎教材」を通じて農作業安全に関して初め

て学べたとの声とともに、「障害特性に合った注意事

項を教えてほしい」と要請された。高齢者とともに

「災害弱者」位置づけられる障害者の農作業安全に

ついては、さらなる研究が求められる。 

 

2-E. 結論 

山間傾斜地での茶栽培農家では、摘採機を用いた

茶刈り作業時の身体負担は大きく、狭い畝間を横歩

きするために膝への負荷が大きくなっていた。急斜

地での管理作業では転落事故も発生しており、急傾

斜地での茶栽培では、傾斜度や作業内容に適した畝

間隔の確保が、事故予防策として重要と考えられた。 

農作業事故対面調査結果より作成した教材を用い、
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グループワークによる「事例検討」、農作業安全のす

すめ方に関する講義形式の「座学」、農薬保管庫、管

理機保管庫等研修会場の特性を活かした「実地研修」、

「ヒヤリハット事例や事故体験報告会」をプログラ

ムとして実施した農作業安全指導者研修は、参加者

から好評価を得た。農作業事故対面調査結果は参加

型の指導者研修で、教材として有効に活用できた。 

日本農村医学会農機具災害部会と共同して、外国

人農業研修生及び日本人農業従事者向けに、農業安

全に関する「基礎教材」（｢安全に農作業をするため

に｣）とその解説書（「外国人労働者を雇用される方の

ためのパンフレット解説 農作業事故防止 ここが

ポイント」）を開発した。これら両教材は、5 名の専

業農家、1 名の農業大学校教員、1 名の農福連携作業

所指導員から良好な試用評価を得たことから、実践

的な利用が期待できる。 

農業安全に関する「基礎教材」の試用評価を通じ

て、専業農家や農業大学校教員からは農業機械に関

する注意事項など、より、詳細な農業安全委に関する

学習教材が求められた。農業安全指導者向けのテキ

スト（仮称｢農業安全教本｣）の開発が今後の課題と考

えられる。 

農福連携指導者からは、障害特性に合った農業安

全に関する注意事項の提示が要望された。高齢者と

ともに「農作業災害弱者」位置づけられる障害者の農

作業安全については、さらなる研究が求められる。 

 

 

研究 3（漁業） 

3-A. 目的 

船員は陸上からの支援を受けることが困難な生活

共同体であり、気象等の自然条件に左右され、かつ連

続乗船による長期間の労働、当直・出入港等での特殊

な交代勤務形態等にある。50 歳以上の船員は全体の

47%、このうち約半数が 60 歳以上となっており高齢

者の割合が高い。船員法 111 条報告では、漁業は陸

上に比べて労働災害が 8 倍多い。さらに、船員の疾

病 発生率は 0.81%であり、陸上 0.41%と比較して高

い。また、メタボリックシンドローム該当者の割合が 

27.3%と高く、生活習慣病による死亡の割合が高い。

脳・心臓疾患発生者のうち、海運業を含む運輸業・郵

便業は全事案の 3 分の 1 であり、漁業は全業種の中

で発生率が最も高く、雇用者 100 万人について 38.4 

件となっている。9 割以上が「長期間の過重業務」と

なっている。船員は職住が海上ということで揺れに

よって胃腸の活動が抑えられやすくヘルニア等によ

る腰痛も多くなる。さらに船内はスペースが限られ

ていることから運動不足になりやすくエネルギーの

消費も少ないため、肥満が多い。食事に関しては塩分

が多くなりがちで陸から離れているという特徴から

バランスの良い食事を摂ることも難しい環境である。

そのため一般の陸上労働者よりストレスが多いにも

関わらず、すぐに下船することや病院に行くのもま

まならず、さらに労働災害が多く命に関わるものも

少なくない。 

そこでストレス改善を促すこと等、職場の安全改

善を促進させる取組みが必要である。船員の健康確

保に向けて国土交通省では船員の働き方改革の取組

みの一環として、2019 年 9 月に、陸上の労働者の健

康管理や産業医学の専門家、 関係労使団体等を委員

とする「船員の健康確保に関する検討会」を開催し、

内航船員の健康確保対策に関する具体的な制度設計

について議論した。2020 年 10 月 19 日に「船員の

健康確保に向けて」を公表した。その概要としては、

① 船員の健康診断のあり方、② 船員の過重労働対

策、③ ストレスチェック等のメンタルヘルス対策、

④ 船員向け産業医の導入等である。陸上より隔離さ

れた環境にあり住職一体となっている船舶の特徴の

ため、健康管理に向けて、情報通信機器を活用した対

応が船内でもできるよう、国は実証実験等の知見を

通じて、情報通信機器を活用した面接指導等を実施

する医師、使用する情報通信機器や通信の状況、プラ

イバシーへの配慮等の留意事項についてのガイドラ

インを作成するとしている。また、船員向け産業医は

海上労働に関する制度や船内環境等の海上労働の特

殊性に関する情報が必要である。国は、DVD や e ラ

ーニング等を活用しつつ、産業医向けに船員の働き

方等について学ぶことのできる機会の確保をあげて

いる。  

以上の状況を踏まえて、1. 船員向け自主改善活動
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の研究、2. 遠隔での船員の労働安全衛生体制の構築

の 2 つのテーマで研究を進めていく。 

 

1. 船員向け自主改善活動の研究 

船員向け自主改善活動（以下 WIB）は、現在は水

産庁水産基本計画、国土交通省第 11 次船員災害防止

計画に取り入れられ、積極的に実施をされている。受

講者へのアンケート及び、労働災害の統計によりそ

の効果を考察する。 

 

2. 遠隔での船員の労働安全衛生体制の構築 

情報機器を活用した遠隔での船員の労働安全衛生

体制の構築その内容を実現するために産学による社

会実験を実施する。陸上労働者に関する制度・取組み

を参考にしつつも、陸上労働にはない海上労働の特

殊性（勤務場所等と管理事務所との位置関係、勤務形

態、保健医療へのアクセシビリティの制約等）を配慮

する必要がある。船員は陸上に比べて疾病率が高く、

その職場環境から医療機関を受診する機会を逸して

いる。その中で、陸上の制度を基にしながらも、職住

一体となった交代制勤務等の船員の労働環境の特殊

性を考慮しなければならない。また、コロナ禍の影響

もあり船社、医療機関の負担を低減させる必要があ

る。国土交通省のアドバイスを受けながら、効率化と

ICT 技術を活用してオンライン等の健康相談体制に

ついて社会実験を行い、その効果について考察する

ものである。 

 

3-B. 方法 

1. 船員向け自主改善活動の研究 

WIB は、現在は水産庁水産基本計画、国土交通省

第 11 次船員災害防止計画に取り入れられ、積極的に

実施をされている。受講者へのアンケート及び、労働

災害の統計によりその効果を考察する。 

 

2. 遠隔での船員の労働安全衛生体制の構築 

海上の船員に対して情報通信機器等を活用して産

業医活動が行うことができるか、海上の船員に対す

る産業医活動のために開発したシステムが適切に稼

働するかを確認するための社会実験とする。 

① 長時間労働者への面接指導について勤務時間管

理についての記録（船内記録簿）より、規定以上（80

時間）の長時間労働者に対して集計して、通知して医

師との面接を促す。船員がアプリ（または電話）で都

合の良い時間の予約をして、遠隔で面談する。  

② 労働者の健康と安全を守るため労働安全衛生法

の一部を改正する法律が 2014（平成 26）年 6 月 25

日に公布され、その改正項目の中にストレスチェッ

ク制度がある。この制度では事業所における労働者

の心理状態を把握するためにストレスチェックを行

うことを労働者数が 50 人以上の事業所で義務化し、

50 人未満の事業所では努力義務とする制度であり、

定期的（年に一度）なストレスチェックを義務付ける

ことで自分自身のストレスがどの程度であるかを自

覚してもらいメンタルヘルスの不調リスクを軽減さ

せ、各事業所における検査結果からストレスの要因

を評価することで職場環境の改善を進めることを意

図している。その実施に当たり、厚生労働省はストレ

スチェック実施プログラムを提供して、各事業所で

導入がスムーズにできるようにし、職業性ストレス

簡易調査票の 57 項目とそれを簡易的にした 23 項目

の 2 種類からストレスチェックを受けることができ

る。さらに、受験した集団に関しての集計や分析する

ことができる。（一財）海技振興センターでは、その

プログラムに船員独自のストレスに項目を追加した

プログラムと、さらに集団分析プログラムを作成し

た。ストレスチェックについて 船員がスマートフォ

ンアプリ（または紙）で船員が実施する。 高ストレ

スと判定された船員は、アプリ（または電話）で都合

の良い時間の予約をして、遠隔で面談する。ストレス

チェックアプリの作成には Google フォームを用い

た。Google フォームは Google によって無料で提供

されているサービスのひとつであり、結果を個人ご

とや質問ごとに集計することができ、メールや URL

で簡単に共有することができる。このフォームでは

個人へのメールや集団ごとの集計を行うことができ

ないが他のサービスである Google スプレッドシー

トや Google ドキュメントなど連携し、GAS（Google 

Apps Script）のプログラミングにより、これらの自

動化を実現することができる。 
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③ 衛生委員会について産業医は疾病、健診の結果報

告、職場の点検状況等を、船社の担当者が産業医を事

前に予約しオンライン（または来訪）で衛生委員会を

開催する。 

④ 産業医による職場巡視について 衛生担当者が巡

視した結果を、適切に、画像や動画付きで、産業医及

び陸上事務所に伝える。職場巡視の支援ツールとし

て WIB チェックリストを Web で提供する。 

運営体制として大学が企画とアプリの開発、病院

が産業医による面接を調整する。産業医は船を見学

するなど、職場環境の理解を深める。中部地方、近畿

地方、中国地方（離島）の内航船社の協力により、ス

トレスチェック、長時間労働者に対する健康相談、産

業医による職場の指導等を実施する。期間としては、

2020 年 10 月中旬から 2022 年 3 月を予定し、衛生

委員会、職場巡視の記録、産業医との面接内容、船員

へのアンケート調査等で評価する。社会実験の成果

を船員の健康管理体制のモデルにしたいと考える。 

 

3-C. 結果 

1. 船員向け自主改善活動の研究 

(1) WIB 船内自主改善活動の効果 

 水産庁補助事業「安全な漁業労働環境確保事業」講

習会では、漁業の労働環境のカイゼンや海難の未然

防止等の知識を持った「安全推進員」を養成した。そ

の中心に、参加型自主改善活動（POAT）をベースに

した、WIB として、良い改善事例の紹介と選択、ア

クション型チェックリストと改善の使い方シートの

講習、可能な時は船の点検を行った。5 年間で毎年

500 人、計 2,500 人を養成する予定だったが、2013

（平成 25）～2017（平成 29）年度に北は北海道稚内

市から、南は沖縄県那覇市まで全国約 137 箇所で講

習会を行い、約 4,758 人が安全推進員となった。 

また、170 隻が職場点検のワークショプに参加し

て、228 件の改善が提案された。重点的に進んだ地域

があり、島根約 200 人、岩手約 400 人が受講した。

特に、岩手県は 5 回の開催すべてで所管の労働基準

監督署長が挨拶をして、WIB の活動を後押した。さ

らに、地域によっては労働基準監督官が WIB をベー

スに改善計画を進めており、改善の促進とともに、作

業手順の作成を行った。さらに岩手県庁が 2～3 年の

計画で別途予算をつけて良い事例のモデル化をして

ほしいということで、WIB と並行して改善モデルの

形成と啓発、水産物の付加価値向上を目指した。 

 

表 2 実施結果 

 

 

漁業カイゼン講習会について、参加者に講習会後

に無記名によるアンケート調査を行った。2012（平

成 24）～2013（平成 25）年度の参加者のアンケート

調査では、講習会が「わかりやすさ」では、「わかり

やすい」が 83.4%、「わかりにくい」は 2.5%、「どち

らでもない」は 14.1%であった。「役に立った（有効

性）」は 87.6%、「役に立たない」1.5%、「どちらでも

ない」は 10.9%であった。自主改善活動については

（n=951）、「わかりやすい」「役に立った（有効性）」

は 87.6%、「役に立たない」1.5%、「どちらでもない」

は 10.9%であった。自主改善活動については、「わか

りやすい」が 83.5%、「わかりにくい」は 2.5%、「ど

ちらでもない」は 14.0%であった。「役に立った（有

効性）」は 85.7%、「役に立たない」0.9%、「どちらで

もない」は 13.4%であった。安全推進員の講習、自主

改善活動のいずれにおいても「わかりやすさ」、「有効

性」は高い値を示し、否定的な意見は少数であった。 

講習会の後、参加者に実際に漁船の点検をして改

善案を出すプログラムを 2014 年 8～10 月に 10 ケ所

で行った。110 隻が参加して、228 件（平均して一隻

あたり約 2.1 件）の改善案が提案された。 

提案された改善案を、「作業方法改善」、「設備改善」、

「教育」、「安全確認の徹底」、「注意喚起」の 5 種類

の対策に分類した結果（図 5）、「作業方法改善」10.6%、

「設備改善」75.2%、「教育」3.1%、「安全確認の徹底」
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10.2%、「注意喚起」0.9%となり、設備改善等の実用

的な改善が多数を占めた。改善内容から改善に必要

な費用の概算を「費用がかからない」、「費用が 1 万

円未満」、「費用が 1 万円以上」の 3 つに分類したと

ころ、「費用がかからない」は 31.1%、「費用が 1 万

円未満」は 29.7%、「費用が 1 万円以上」は 39.2%

となった。 

 

 

図 5 改善案（事故対策案）の分析 

 

講習会の後も各地で自主的な改善が進められた。

特に加者数の多い岩手県では、岩手県漁連、岩手県労

働局、岩手県定置網協会の協力の下もと各地で改善

活動が行われ、着実に効果がでている。図 6 は青森

県陸奥湾のホタテ漁船の改善例である。船上の照明

を LED に変えることによって、足元が明るく作業し

やすくなったとともに、燃費も良くなりコスト削減

につながった。 

 

 

図 6 青森での具体的改善例 

 

(2) WIB 自主改善活動の効果 

船員の労働災害防止のために国土交通省、水産庁

の支援により、全国で講習会を開催した。2011 年～

2017 年に国土交通省に報告された「船員災害疾病状

況報告書（船員法 111 条報告）」を分析し、その効果

を考える。 

 2011 年～2017 年に国土交通省に 4,564 件報告さ

れ、漁船が 2,437 件、商船その他が 2,127 件であっ

た。 

 漁船では、2013～2017 年に漁業安全確保事業にお

いて、全国約 137 か所で約 4,758 人が受講した。講

習会を 2015 年以前に複数回実施した地区、一回だけ

実施した地区、まったく実施しなかった地区に分類

して海運支局毎に労働災害数を時系列に分析した。

国土交通省の統計は漁船漁業を対象としているため

に、遠洋、沖合漁業を対象にした講習会を分析した。

また、地区は 7 年間で災害が 40 件以上発生した海運

支局を対象とした。対象地区は全体の 70%を占めて

いた。 

1) 水産庁事業及び全日本海員組合の協力により、講

習会を複数回実施した地区として、島根、鳥取、鳥羽、

石巻、八戸、釧路の 6 地区であった。災害件数は 728

件であり全体の 29.9%であった。平均を見ると減少

の傾向がみられた。実施前の 2011 年～2014 年の災

害数の平均と、講習会実施後の安全意識が向上した

2015 年～2017 年の数値を t 検定した結果、危険率

5%で有意差がみられた。 

 

 
図 7 複数回実施した地区の労働災害発生数

（n=728） 
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図 8 1 回実施した地区の労働災害発生数

（n=357） 

 

2) 水産庁事業及び全日本海員組合の協力により、講

習会を 1 回実施した地区として、長崎、鹿児島、佐

世保、福井の 4 地区でした。災害件数は 357 件であ

り全体の 14.6%であった。平均を見ると減少の傾向

があまりみられなかった。 

3) 講習会を沿岸、沖合漁業向けに一度も行っていな

い地区として、高知、熊本、神戸本局、福島、根室で

した。災害件数は 615 件であり全体の 25.2%であっ

た。平均を見ると減少の傾向がみられた。 

 

 
図 9 実施していない地区の労働災害発生数

（n=615） 

 

2. 遠隔での船員の労働安全衛生体制の構築 

本実験での結果を示す。社会実験は 2020 年 11 月

～2022 年 3 月の予定であるが、2021 年 3 月現在は

以下の 5 社の協力で社会実験を実施している。実験

の途中であるが、有益な知見を得られたので報告す

る。 

A 社 中国地方の離島にある従業員約 20 名の旅客・

観光船の会社 

B 社 中国地方の離島にある従業員約 40 名の土砂

運搬船の会社 

C 社 中国地方にある従業員約 140 名の内航貨物船

の会社 

D 社 近畿地方にある従業員約 20 名の内航貨物船

の会社 

E 社 中部地方にある従業員約 70 名の内航貨物船

の会社 

 

それぞれの状況を以下の様にまとめた。 

① ストレスチェックの状況 

C 社、D 社を除く 3 社が参加して実施した。A 社

では 14 名がストレスチェックを行い（その中で Web

アプリ利用は 6 名）高ストレス者は 2 名であり、B

社では 15 名がストレスチェックを行い（その中で

Webアプリ利用は7名）高ストレス者は2名であり、

E 社では 28 名がストレスチェックを行い（全員が

Web アプリ利用）高ストレス者は 7 名であった。Web

版ストレスチェックを受験した高ストレス者に対し

ては、結果の数値ともに、産業医との面談を促す文章

と連絡先の Web による予約案内、電話番号を案内す

るメールにて返信した。産業医との面談を希望する

船員はいなかった。ストレスチェックを利用者に使

い勝手を聞いたところ、数人メールアドレスの入力

ミスがあったとのことだが、特段問題なかった。 

② 長時間労働者への面接指導について 

各社に依頼したが、回答のあった A 社と B 社は長

時間労働の該当者がなかった。今後は他の会社の協

力を得て、対象者を抽出して、産業医との面談を促す

予定である。また、船舶と病院を遠隔で通信した際

に、船員の居室や倉庫からも通信できたことを勘案

すると、船員が居室から直接医師に相談した場合で

も、十分に対応できると考えている。 

③ 産業医について 

A 社、B 社で遠隔で安全衛生委員会を模した、ミ

ーティングを開催した。 

A 社での詳細を示す。 
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2020 年 11 月 16 日 13 時 30 分～50 分 

A 社 社長 支配人、（中国地方の離島） 

神戸マリナーズ病院 産業医 （神戸市） 

Zoom を用いて、遠隔で通信した。 

 

A 社 巡視 2020 年 11 月 16 日 14 時 15 分～25

分 

フェリー（198t） 船長 支配人  

神戸マリナーズ病院 産業医（神戸） 

 

C 社 船内巡視 記録 

日時 2020 年 12 月 14 日 14 時～14 時 40 分 

メンバー C 社 内航貨物船（699t）船長 乗組員 

船社社員 （四国地方） 

神戸マリナーズ病院 産業医（神戸市） 

神奈川大学 （横浜市） 

 Zoom を用いて、遠隔で通信した。船専用の Wi-fi

設備はあるが、甲板等を巡視する際は港湾にある既

設の設備でインターネットにアクセスした。 

 初めに、船長に船の概要、運航スケージュールを確

認し、次に船内の労働災害、疾病状況を聞いたとこ

ろ、特に問題はなかった。船員はみんな腰痛になって

おり、荷役の後少し休憩して運航につくという対策

をしてストレスをためないようにしている。同じメ

ンバーで乗船をしているために、コミュニケーショ

ンは取れている。 

 次に、ブリッジ→居室→風呂→食堂→厨房→甲板

→機関室と遠隔で巡視をした。 

産業医からのアドバイスとして「新船でもあり、凹

凸には警戒塗装がされる等、よく整備されている。ま

た、小さいことでも問題があれば、改善を挙げてほし

い。腰痛については船内でもできる腰痛体操がある

ので、参考にしていただきたい。実験実施後にもイン

タビューをしたところ、映像も音声も明瞭で、気軽な

雰囲気で会話ができたと好評であった。 

 

3-D. 考察 

1. 船員向け自主改善活動の研究 

 講習会を実施した地区、しなかった地区で比較す

ると実施した地区は労働災害の減少傾向であった。

もちろん各地区では、自主改善活動以外の安全活動

を行っているかもしれないが、ある程度の効果があ

ったと考えられる。自主改善活動は低コスト、短時間

で効果が上がる方法であり、今後も未実施地区でも

実施することにより、労働災害の減少に役立つと考

えられる。 

以上の成果を本事業で報告書(船員版 参加型職場

環境改善の手引き：成果物３)を作り、各関係機関に

配布して 2 月に船員政策課を通じて 600 部を全国に

配り監理官の勉強テキストと使用するように依頼を

している。 

 

2. 遠隔での船員の労働安全衛生体制の構築 

社会実験を実施した結果、以下の事が明らかにな

った。 

① ストレスチェックについて 

・ストレスチェックのチェックシートを船内で情報

通信機器等を活用して、適切に記載することができ

た。 

・記載した内容について、船員から医療機関に適切

に伝えることができた。 

・ストレスチェックの結果の集団分析を行うことが

できた。 

② 長時間労働者への面接指導 

・長時間労働者への面接指導については、今回は対

象者がいなかったためにできなかった。今後実験を

行う予定であるが、停泊中の船室や倉庫等からも映

像や音声が明確に通信できた。 

③ 産業医について 

・産業医と相談して巡視する事項について、衛生担

当者が巡視した結果を、適切に、画像や動画付きで、

産業医及び陸上事務所に伝えることができた。 

④ 産業医面談に関わる予約システム等について 

・産業医面談向けに開発した予約システムが適切に

稼働する。ストレスチェックの集団分析用に作成し

た集計システムが適切に稼働できた。 

 

3-E. まとめ 

WIB が国土交通省第 11 次船員災害防止計画に取

り入れられ実績をあげている。 
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遠隔での船員の労働安全衛生体制の構築では、遠

隔通信機器について、映像や音声は利用者が満足の

いくものであったが、照明の工夫やイヤホンの活用

により、より質の向上が図られる。ストレスチェック

等のスマートフォンアプリケーションの活用や、パ

スワード付きファイルの活用等でセキュリティも保

持できると考えられる。 

船員向け自主改善活動の導入を促し働きやすい職

場の実現を目指すために今後も研究を継続する。 

 

 

研究 4（林業） 

4-A. 研究背景および目的 

 日本の林業労働災害は、1972 年の労働安全衛生法

施行後、他産業と同様に 1980 年をピークに劇的に減

少した。しかし、1990 年からはその減少傾向が鈍り、

死傷年千人率で 30‰前後を推移している。2016 年

の林業の死傷年千人率は 31.2‰に止まり、全産業平

均 2.2‰の 14.2 倍に相当する。また、死亡災害発生

件数も毎年 40 人前後を変動しており、一向に減少す

る兆しが見られない。これらの数値は、林業が日本で

最も危険な産業のひとつであることを示しており、

厚生労働省は 2008 年からの第 11 次労働災害防止計

画、ならびに 2018 年からの第 13 次労働災害防止計

画においても林業を労働災害多発業種に指定し、リ

スクアセスメントの徹底など林業労働災害の減少に

向けた対策に国を挙げて取り組んでいるところであ

る。一方、林業労働者の給与と処遇は低く、しかもき

つく危険な作業では、林業は魅力の乏しい職業と言

わざるを得ない。新規就業者を確保・定着させるため

には、まず労働災害を撲滅して、彼らが安心して働け

る労働環境を確保することが大前提になると考える。 

 林業・木材製造業労働災害防止協会のホームペー

ジから、2001～2017年の17年間に発生した合計753

件の死亡災害のデータを収集して作業別に集計した。

その結果、伐倒作業が全体の 57.9%を占めており、

最近 4 年間の平均では 65.3%に増加していることが

明らかになった。日本の森林は急傾斜地に広く分布

しており、伐倒作業の多くをチェーンソーに頼らざ

るを得ず、林業機械化による労働環境の改善が進ま

ない状況にあり、林業労働災害を撲滅するためには

チェーンソーによる伐倒作業が最重要課題である。 

 チェーンソーによる傾斜地での伐倒作業など危険

な作業を避けることのできない林業において、林業

労働災害の撲滅を目指すためには、労働安全衛生管

理体制を整え、考えられる労働安全衛生対策をしっ

かり行うことが求められる。そこで、本研究では、林

業労働における死亡災害を分析し、「見える化」でき

る安全対策によって林業現場の労働環境の改善を進

める取り組みを開発するとともに、職場のコミュニ

ケーションを促進し安全に関する職場風土を醸成す

るツールの開発を行うことを目的とする。 

 

4-B. 研究方法 

1) 林業労働災害の分析 

 林業・木材製造業労働災害防止協会のホームペー

ジで公表されている林業死亡災害速報一覧を閲覧し、

2001（平成 13）年から 2017（平成 29）年の林業死

亡災害全 784 件のデータを集め、原因別ならびに状

況別に分類し、林業労働災害を減少させるための労

働環境改善策として、14 の「見える化」できる対策

を考察した。 

 

2) 林業版 WISE（WIFM）の開発 

 神奈川大学の久宗周二教授の協力を得て、船内向

け自主改善活動 WIB（Work Improvement on Board）

を基に、林業向け自主改善活動 WIFM（Work 

Improvement on Forest Management）の原案を作

成した。さらに、林業労働の死亡災害分析結果から得

られた 14 の対策、ならびに 3 つの優良林業事業体と

静岡県「緑の雇用」研修で行われている具体的な安全

対策に関する聞き取り調査から得られた独自の安全

対策から、「見える化」できる 35 の労働環境の改善

例のリストアップを行なった。その後、全国の 41 林

業事業体に配布し、11 事業体 15 グループからの回

答と 3 箇所での試行結果からフィードバックを行う

とともに、最新の安全器具類を取り入れて、チェック

リストのブラッシュアップを繰り返した。 

 

3) 林業安全ゲームの開発 
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 林業安全ゲームのチェーンソー伐木作業編は、ボ

ゴール農業大学の Efi Yuliati Yovi 博士が、安全教育

を受けないまま林業に従事しているインドネシアの

労働者のために開発したものであり、低コストでゲ

ームを楽しみながら安全知識を学ぶことができるボ

ードゲームである。愛媛大学では、2016 年度から 3

年間の JSPS 二国間交流事業の助成を受けて、ボゴ

ール農業大学と国際共同研究を行い、日本語版の林

業安全ゲームの開発研究を進めてきた。その後、林業

事業体等での試行を繰り返し、林業安全ゲームのゲ

ームボードとカード、ならびにルールの改良を進め

てきた。林業安全ゲーム・チェーンソー伐木作業編を

50 セット印刷し、日本全国の 34 の林業事業体等に

配布し、静岡県の森林組合他 4 事業体から試行した

感想や意見を収集した。また、静岡県と愛媛県の 4 林

業事業体、ならびに静岡県と愛媛県の「緑の雇用」研

修で試行を行った。これらの得られた意見や不具合

を参考に、主にカード内容の修正によるブラッシュ

アップを行い、林業安全ゲーム・チェーンソー伐木作

業編第 2 版を 50 セット印刷した。 

 

4-C. 研究結果 

1) 林業労働災害の分析 

 林業死亡災害の分析を行い、林業労働災害を減少

させるための労働環境改善策として、以下の 14 の

「見える化」できる対策を考察した。 

① 目撃者のいない自発災害 

 単独作業もしくは班員と離れた場所での作業中に

発生し目撃者のいない死亡災害は、年間 13.9 件のペ

ースで発生している。発見が遅れやすいこのような

災害の対策として、自動警報装置の使用が考えられ

る。 

② かかり木処理中の災害 

 かかり木による死亡災害は、年間 8.1 件のペース

で発生している。やむなくかかり木のそばを離れる

場合は、テープ等で危険箇所を表示することが対策

として考えられる。 

③ 近接作業による他発災害 

 うっかり立入禁止範囲に侵入し、他の作業員の作

業に巻き込まれる死亡災害は、年間 5.9 件のペース

で発生している。作業員同士が近づき過ぎているこ

とに気づかず発生する災害には、近接警報装置の使

用が効果的である。 

④ 伐倒方向の変化による災害 

 予定していた伐倒方向と異なる方向に木が倒れる

ことによる死亡災害は、年間 4.3 件のペースで発生

している。伐倒方向を確認するために、受け口の方向

をチェーンソーのガンマーカー等でしっかり確認し

てから、伐倒作業を行う必要がある。 

⑤ 伐倒作業中の落下物による災害 

 伐倒作業中に枯れ枝等が飛来落下してくることに

よる死亡災害は、年間 3.5 件のペースで発生してい

る。なお、落下物としては、かかり木処理中のかかり

木の落下が最も多くなっている。伐倒木の上方をし

っかりと確認する必要がある。 

⑥ 伐倒作業中の退避ミスによる災害 

 伐倒作業中に、退避の時期や方向を誤ったために

発生した死亡災害は、年間 2.6 件のペースで発生し

ている。対策としては、退避路を伐倒前に確保し、障

害物等を除去しておく必要がある。 

⑦ 走行中の機械の転落災害 

 フォワーダ等の車両系機械が道路から転落するこ

とによる死亡災害は、年間 2.1 件のペースで発生し

ている。対策としては、集材路等の見えづらい箇所や

危険箇所にポールやテープ等による表示を行い、オ

ペレーターに注意を喚起する必要がある。 

⑧ 機械作業中の他発災害 

 機械作業中の巻き込まれによる死亡災害は、年間

2.1 件のペースで発生している。対策としてはいつで

も会話ができるハンズフリーの双方向無線機の使用

が考えられる。また、近接警報装置の使用も効果的で

ある。 

⑨ 伐倒作業中の幹裂けによる災害 

伐倒中の立木の幹が裂けたことによる死亡災害は、

年間 1.8 件のペースで発生している。伐倒作業中の

幹裂けを避ける方法として、胴巻き、三段伐り、追い

弦切りといった方法が挙げられる。 

⑩ 伐倒作業中の隣接木への接触による災害 

 伐倒木が隣接木に接触して跳ね返ることによる死

亡災害は、年間 1.1 件のペースで発生している。伐倒



- 25 - 

方向の障害物が除去されているか、しっかり確認す

る必要がある。 

⑪ 機械作業中の車外放出による災害 

 機械作業中にオペレーターが車外に投げ出される

ことによる死亡災害は、年間 0.9 件のペースで発生

している。対策としては、シートベルトの着用義務化

あるいは密閉式キャブの使用が考えられる。 

⑫ 蜂刺されによる災害 

 蜂刺されによる死亡災害は年間 0.9 件のペースで

発生している。ポイズンリムーバーやアナフィラキ

シー補助剤（エピペン等）を常備しておく必要があ

る。 

⑬ 機械の横転による災害 

 作業中に機械が横転することによる死亡災害は、

年間 0.7 件のペースで発生している。機械の横転の

原因のひとつ過積載によるものが考えられる。過積

載を防ぐための対策として、安全積載量の目安とな

る目印等付けることが考えられる。 

⑭ 熱中症による災害 

 熱中症による死亡災害は年間 0.5 件のペースで発

生している。熱中症等の気象による災害を防ぐ対策

として、休憩小屋の設置が考えられる。 

 

2) 林業版 WISE（WIFM）の開発 

 林業労働災害分析の結果を基に 45 の改善例にま

とめたチェックリスト 1 を作成した。その後、3 つ

の優良林業事業体と静岡県「緑の雇用」研修で行われ

ている具体的な安全対策に関する聞き取り調査を行

い、以下の「見える化」された安全対策を抽出した。

これらの結果を基に、林業により適した 37 の改善例

のチェックリスト 2 に改良した。 

・緊急時の避難場所、連絡先を立て看板で現場に設

置する 

・災害時に救急車と落ち合う、ランデブーポイント

を提示する 

・各自の改善目標を提示する 

・朝夕にツールボックスミーティングを実施し、危

険箇所や合図、体調等を確認し合う 

・作業ごとの正しい服装を示し、お互いに確認し合

う 

・機械作業等で作業者同士のタイミングを合わせる

ため、ハンズフリーの双方向無線機を使用する 

・ヘルメットの裏側に使用期限を書いたシールを張

り付ける 

・緊急時に応急処置ができるように、救急セットを

携帯する 

・正しく目立てされたチェーンソーを使うため、ソ

ーチェーンの目立ての基準を、切りクズの大きさで

判断する 

・一定の角度で鋭く研磨する為に、作業がしやすい

位置に万力などで固定して行う 

・チェーンソーの機械の不調による事故を防ぐため、

日点検、週点検、月点検を行う 

・自分自身の技能レベルを把握するために、定期的

に伐倒作業の技能評価を行う 

 しかし、「気をつける」「心がける」「注意する」な

ど、感覚や経験に頼る部分が多く、「見える化」がで

きていない項目がいくつか見受けられたので、11 事

業体 15 グループの 123 名の試行を通して、労働安

全衛生対策の「見える化」に重点を置いた修正を加え

ながらチェックリストの改良を続け、より簡易に

WIFD を実施できるように改善例を 35 に減らした

チェックリスト 5 とマニュアル（WIFM（林業向け

自主改善活動）マニュアル 2019 年版：成果物 4）

を作成した。 

 さらに、三重県、愛媛県、高知県の 3 県における

研修や講義での試行を通して、安全のポイントを示

すだけで十分に「見える化」ができていない項目や安

全規則に載っている遵守項目を除外する観点で再検

討を行い、チェックリスト 6 では 25 項目に削減し

た。 

 改善例の中には、労働環境の改善ではなく安全意

識の改善に関するものもまだあり、林業安全器具の

開発も進んでいるため、改善例の見直しを行うとと

もに、改善例の差し替えと追加を行ない、最終的に以

下の 30 の改善例にまとめたチェックリスト 7 を完

成した（成果物 5）。 

1. チェックリストを使って、始業前のツールボック

スミーティングの確認を行う。 

2. スマホによる作業日報管理システムを使って、日
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報の記録と管理の自動化を行う。 

3. 作業者の服装が適切かどうか(ヘルメット、防振手

袋、防護ズボン、イヤーマフ、保護網、あご紐、靴等)、

ドレスコードを作って作業者同士で確認し合う。 

4. 緊急連絡網などを表示し、事故が起きた際の対応

を全員がよく理解するようにする。 

5. 現場ごとに救急車とのランデブーポイントを消

防署と決めておく。 

6. ヒヤリハットがあればその日の作業後に報告し、

危険予知（KY)を全員で共有する。 

7. 各自が作業に関する改善目標を毎週立てて、全員

に見える化する。 

8. 携帯式救急セットを各自携行するとともに、車に

は救急箱を用意する。蜂や毒虫対策にポイズンリム

ーバーを携行し、蜂アレルギー者にはエピペンを携

行する。 

9. ヘルメットの使用期限を確認して、ヘルメットに

明示する。 

10. 作業員間と機械オペレーターとの連絡は、ハン

ズフリー双方向無線機で行う。 

11. 労働災害の発見遅れをなくすために、異常を周

りに知らせる自動警報装置を使う。 

12. 他発による巻き込まれ事故を防ぐために、また

危険箇所の認知のために、近接警報装置を使う。 

13. 携帯が通じない不感地域の通信環境を改善する

ために、LPWA 通信網を利用したジオチャットを導

入し、安全性と生産性の向上を図る。 

14. 林業安全ゲームを使って、年代を超えた職場内

のコミュニケーションを改善する。 

15. 夏場の現場作業での熱中症を防ぐために空調服

を使う。 

16. パワーアシストウェアを使って重筋労働の負担

を軽減する。 

17. 作業に必要なノウハウや安全のポイントを表示

するインテリジェントヘルメット。 

18. チェーンソーの目立ての目安を決めて、いつも

適切に目立てされたチェーンソーを使う。 

19. 伐倒前の上方、周囲、退避路の確認のポイントを

身につけるために、危険作業体験 VR シミュレータ

ーを使って擬似体験させる。 

20. 受口がねらった伐倒方向に向いているか、レー

ザーポインター等を使って確認し、正しい方向にな

るように修正する。 

21. 伐倒の基礎技術を身につけるために、伐倒作業

シミュレーターによる練習を行う。 

22. 伐木作業の技能評価を定期的に行う。 

23. 滑落や転落の恐れがある場所や放置されている

かかり木の周囲等の危険箇所に、トラテープを張っ

て目立つようにする。 

24. 機械オペレーターの転落防止と労働環境改善の

ため、密閉式キャブのフォワーダを使う。 

25. フォワーダのクレーン操作席に材による激突防

止用のプロテクターを取り付ける。 

26. 車両系集材機械にドライブレコーダーを取り付

ける。 

27. 過積載すると動かなくなるフールプルーフの過

積載防止装置をフォワーダに装備する。 

28. フォワーダの転落防止のため、集材路の見づら

い箇所等にはポール等で目印をつける。 

29. スイングヤーダーが集材作業中に転倒しないよ

うに、転倒警報装置を取り付ける。 

30. 作業員の負担軽減と安全性向上のために、架線

集材に繊維ロープを利用する。 

 これらの改善例を A4 の光沢紙に写真印刷し、繰

り返し使用できるようにフィルムラミネートして、

チェックリストと改善活動すすめ方シートと合わせ

て 20 部のセットを作成した。 

 

3) 林業安全ゲームの開発 

 林業安全ゲーム・チェーンソー伐木作業編を 50 セ

ット印刷し、静岡県の森林組合他 4 事業体から試行

した感想や意見を収集し、静岡県と愛媛県の緑の雇

用研修で 16 グループ、高知県と和歌山県の研修会で

14 グループ、静岡県と愛媛県の 4 つの林業事業体で

試行を行った。 

 林業安全ゲームを試行してみての感想は、概ね肯

定的なものがほとんどであり、「今まで知らなかった

ことを楽しみながら知ることができて良い」や「そこ

に議論が加わったりするのでさらに知識が深められ

て良い」という意見が出された。試行を通して得られ
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た意見や感想から、林業安全ゲームの実用化に向け

た改良を行なった。特に、カードの内容に関する疑問

や意見が多く出されたので、カード内容の修正を行

った。また、ルールの一部改訂とルールブックの修正

を行った。 

 林業安全ゲームに学習効果を確認するため、ゲー

ムの試行前後にペーパーテストを行った。その結果、

全てのグループで林業安全ゲームのプレイ後にテス

トの点数が上昇し、教育効果が認められた。特に、林

業の経験年数が長くなるとより教育効果が高まるこ

とが明らかになった。また、質問カードの出現枚数が

多いほど教育効果が高くなる傾向が確認され、プレ

ーヤー数の影響を受けることから、1 グループ当た

りのプレーヤーは 5 人が、1 回のゲームで質問カー

ドが一巡しやすく、適切であると考えられた。ゲーム

前のテスト点数とゲーム後に改善したテスト点数の

関係をみると、ゲームをする前から点数が高かった

人は点数が上がりにくく、反対にゲームをする前の

点数が低いほど教育効果が高くなる傾向が確認され

た。 

 林業安全ゲームの改良版について、愛媛県の緑の

雇用研修の 11 グループで試行を行い、ボイスレコー

ダーを各グループのテーブル上に置いて、林業安全

ゲーム試行中のゲームマスターを入れたプレーヤー

間の全ての会話を録音し分析した。その結果、「緑の

雇用」研修では、熟練度が増すほど、1 カードあたり

の会話の頻度が有意に上昇することが明らかになっ

た。林業安全ゲームの種類の違いもあるが、現場の作

業経験が豊富になるほど、話題が増えていくと考え

られる。会話内容では、確認と点検の内容に関する会

話が多く、現場であまり実行されていない様子が窺

える。このような集合研修では、同じ熟練度の研修者

が集まるため、知識も経験もほぼ同じレベルになる。

そのため、プレーヤー間の会話だけでは内容が深ま

らず、また時として間違った方向に向かう場合もあ

る。そのゆえ、ゲームマスターが重要な役割を担うこ

とになるので、経験豊富な熟練者や班長、あるいは事

業体の安全衛生担当者を選ぶべきであると考えられ

る。 

 林業安全ゲームの試行を通して、林業安全ゲーム

の実用化に向けた改良を行なった。特に、カードの内

容に関する不具合を中心に、ルールとルールブック

の一部修正を行った。初心者向け安全編と技術編の

質問カードと知識カードについては、2018 年の労働

安全衛生規則の改訂にともなってリニューアル出版

された林業・木材製造業労働災害防止協会のテキス

ト「チェーンソー作業の安全ナビ 改訂第 2 版」を基

に修正を行なった。熟練者向けの質問カードと知識

カードについては、テキストとしている林業・木材製

造業労働災害防止協会のテキスト「上級チェーンソ

ー作業者の安全ナビ」の改訂版が出されていないた

め、そのままとした。これらの質問カードと知識カー

ドについては、地域による違いや違和感による疑問

や不平が数多く出されているが、安全に関する基本

は全国共通であるという理念の基に、地域に合わせ

たカード内容の修正は原則的に行わないこととした。

安全の基本を地域あるいは職場でどのように応用す

るのか、林業安全ゲームを通してディスカッション

することにより、各自の現場に即した検討ができ、安

全知識の定着につながると考えられる。カードにつ

いては、文章表現の修正、わかりやすい挿絵の挿入、

重複あるいは誤解を受ける内容のカードの削除を行

い、良い行動カードが 17 枚、不注意カードが 20 枚、

質問カードは初心者向け安全編が 16 枚、初心者向け

技術編が 17 枚、熟練者向けが 16 枚、知識カードは

初心者向け安全編が 18 枚、初心者向け技術編が 22

枚、熟練者向けが 19 枚の合計 145 枚となった（成果

物 7）。 

 これらの修正を加えた林業安全ゲームを第 2 版と

して印刷し、2019 年に第 1 版を試行してもらった関

係機関と関係者の中の 23 人社と全国の林業大学校

20 校に送付し再度の試行を依頼した。 

 

4-D. 考察 

 林業労働災害の死傷年千人率は30‰前後を推移し

ていたが、2018 年度から減少傾向となり、2019 年

度には 20.8‰に減少した。これは労働安全衛生規則

の改訂でチェーンソー防護ズボンの着用を義務化さ

れたことをはじめ、官民あげての労働安全衛生対策

の取り組みの効果が現れているものと考えたい。し
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かしながら、いまだに全産業平均の 9.45 倍を占めて

おり、死亡災害も 30 人から下回らず、林業労働災害

の撲滅は現在も変わらず喫緊の課題となっている。 

 林業労働の低減対策として、厚生労働省はリスク

アセスメントを林業にも推奨しているが、工場や事

務所とは異なり、林業は自然の中の野外作業であり、

その労働環境は地形や樹木によって現場毎に異なる

とともに、季節や時間によっても時事刻々と変化す

るため、労働環境の改善が根本的に行えない。そのた

め、林業においてリスクアセスメントは効果的であ

るとは言えず、林業現場では本来の目的から外れて

危険予知トレーニングの一環として捉えられがちで

ある。 

 このような林業の現場においては、リスクを全て

洗い出して、管理的あるいは工学的対策を取るとい

うリスクアセスメントではなく、優良事例に学んで、

できることを取り入れていく WISE の取り組みが効

果的であると考えられる。特に、「見える化」できる

成功事例を提示することにより、林業関係者はイメ

ージがしやすくなり、労働環境の改善に取り組みや

すくなる。確かに、これらは労働環境の根本的改善に

は結びつかないが、変化する労働環境の中で、安全意

識を高める、あるいは注意を高めるための物理的な

ツールあるいは補助具になると考えられる。以上の

ことから、林業版 WISE の WIFM は、林業の労働環

境改善のツールとして意義があると考えられる。ま

た、WIFM は事業主によるトップダウンで進められ

る取り組みではなく、林業労働者も含めた職員全員

が関わって、3 つずつ改善に取り組むため、実効性が

あると考えられる。さらに、林業の安全装置や器具類

の進歩は著しく、WIFM のチェックリストのリニュ

ーアルと改善例のアップデートは常に行い、最新の

状態で林業現場に提供できるように維持していく必

要がある。 

 一方、労働環境の根本的な改善が望めない林業に

おいて、労働安全衛生対策は林業労働者の不安全行

動をなくすための対策に重点が置かれていくことに

なる。ここでは、個人の安全意識の向上、作業技術の

向上、安全職場風土の醸成などがターゲットとなる

が、そのためには職場のコミュニケーションの促進

が重要な課題になると考えられる。林業安全ゲーム

は単純なボードゲームに過ぎず、カードの内容も全

国共通の基本的な内容となっている。しかも、小さな

カードの中の情報量が少ないという欠点もある。し

かしながら、むしろこのような欠点が、ゲーム中のプ

レーヤー間のコミュニケーションを促進し、自分達

の経験と作業現場を照らし合わせて、現場に即した

作業の注意すべきポイントをお互いに学ぶ機会を提

供している。また、ゲームの進行に合わせて順不同に

出現するカードの内容は、テキストの順番に一方的

に講義を受ける座学の研修会とは異なり、現場で遭

遇する判断を要する事象と同じく、常に新鮮な刺激

をプレーヤーに与え、プレーヤー間のコミュニケー

ションを促進するとともに、教育効果も高まると考

えられる。普段は口が重い年配の熟練者も、カードで

出現する内容に刺激されて、過去の経験や現場での

ノウハウなどを話し出す場面を何回も観察した。林

業安全ゲームによる安全意識の向上に関する効果は、

残念ながら明らかにすることはできなかった。今後

の課題として、通常の研修会での講義のみの場合と

林業安全ゲームを行なった場合の比較を、講習直後

と 3 ヶ月後に安全意識のチェックリストによる調査

する必要がある。 
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紹介します。
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ルールを
まも

守りましょうルールを
まも

守りましょう❶

 
せいり

整理・
せいとん

整頓をしましょう 
せいり

整理・
せいとん

整頓をしましょう❷

め

目を
はな

離さない
しょうかよう

消火用の
みず

水を
ようい

用意する

 どうぐ

道具がどこにあるかすぐにわかる

わからないことは
せっきょくてき

積極的に
しつもん

質問をする

ころ

転ばないように
かたづ

片付け、
せいり

整理をする

じこ

事故を
ふせ

防ぐために
せつめい

説明をしっかり
き

聞く

さぎょう

作業の
すす

進め
かた

方や
ちゅうい じこう 

注意事項を
りかい

理解する

お
たが

互いに
あんぜん

安全をチェックする

ひ

火をあつかうときのポイント
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ひごろ

日頃の
たいちょう   かんり 

体調管理のために  
ひごろ

日頃の
たいちょう   かんり 

体調管理のために❸

たいちょう

体調が
わる

悪いときには、
えんりょ

遠慮なく
そうだん

相談をしましょう
たいちょう

体調が
わる

悪いときには、
えんりょ

遠慮なく
そうだん

相談をしましょう❹

すいみん

睡眠

ふくそう

服装

た

食べもの

たいちょう

体調が
わる

悪いときは
えんりょ

遠慮せず
そうだん

相談をする
たいちょう

体調が
わる

悪いときは
むり

無理をしない

    こよう  ぬし 

雇用主に
そうだん

相談をする
ふくつう

腹痛を
お

起こす
かのうせい

可能性があるので、
のやま

野山のものを
かって

勝手に
た

食べない

さむ

寒さを
ふせ

防いだり、
ねっちゅうしょう

熱中症を
よぼう

予防するために、
きおん

気温に
あ

合わせて
ふく

服を
えら

選ぶ

しっかり
すいみん

睡眠をとる
 よあそ

夜遊び・
よ

夜ふかしをしない

む り

無理しちゃ
ダメだ

ふくつう

腹痛・
 げ り

下痢
はつねつ

発熱 せき
ひ ふ

皮膚の
いじょう

異常 だるさ

いっしょ

一緒に
びょういん

病院に行き
ましょう

ねつ

熱があります
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ただ

正しい
ふくそう

服装

た
垂れたひも

た
垂れたひも

とめていない
そで

ぐち

口

そうおん

騒音による
ちょうりょくていか

聴力低下

しんどう

振動による

ぼうじん

防塵メガネ

ヘルメット

みみせん

耳栓・イヤーマフ

てぶくろ

手袋

すね
あ

当て

とめていないそで
ぐち

口は
  きかい

機械に
  ま

巻き
  こ

込まれる

  た

垂れたひも、はみ
  だ

出したタオル、

 きけん

危険から
み

身を
まも

守るために
 ほ ご ぐ

保護具をつける

さぎょう

作業に
おう

応じた
 ほ ご ぐ

保護具
くさかりき

草刈機（
かりはらいき

刈払機）の
ばあい

場合

た
垂れたひも /

はみ
だ
出したタオル

ただ

正しい
ふくそう

服装と
ひつよう

必要な
ぼうご

防護をしましょう
ただ

正しい
ふくそう

服装と
ひつよう

必要な
ぼうご

防護をしましょう❺

てゆび

手指のしびれ
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ON
OFF

くさかりき

草刈機（
かりはらいき

刈払機）を
あんぜん

安全に
つか

使うために
くさかりき

草刈機（
かりはらいき

刈払機）を
あんぜん

安全に
つか

使うために❻
しゃめん

斜面の
くさか

草刈りを
おこな

行うとき

ふくすうにん

複数人で
さぎょう

作業するとき

くさ

草むらに
ひそ

潜む
きけん

危険

こだん

小段を
りよう

利用したり、
あしもと

足元を
ふ

踏み
かた

固めるなどして
しせい

姿勢を
あんてい

安定させる

こうぞうぶつ

構造物を
かくにん

確認する

さぎょうまえ

作業前に
しょうがいぶつ

障害物を
と

取り
のぞ

除き、

 ふたり  いじょう

２人以上での
さぎょう

作業はお
たが

互い
じゅうぶん

十分に
きょり

距離をとる

めんどう

面倒でも
かなら

必ずエンジンを
と

止める

は

刃に
くさ

草が
から

絡まったとき
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こう

耕うん
き

機を
あんぜん

安全に
つか

使うために
こう

耕うん
き

機を
あんぜん

安全に
つか

使うために❼

こうほう

後方の
あし

足もとをしっかりと
かくにん

確認し、
いぶつ

異物があれば
じょきょ

除去する
こうほう

後方を
かくにん

確認しないと、ちょっとしたものにもつまずく

ゆっくり
かいてん

回転させて
たがや

耕す
はや

早い
かいてん

回転で
たがや

耕すと
こう

耕うん
き

機が
きゅう

急に
うご

動く

ブリッジを
つか

使って
つ

積み
お

下ろしをする
かる

軽いと
おも

思って
 む り

無理をしない

こうたい

後退するとき

かた

固い
つち

土のとき

こう

耕うん
き

機を
はこ

運ぶとき
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たか

高いところでは
かなら

必ずヘルメットをかぶる

きゃたつ

脚立を
あんてい

安定させる

りょうあし

両足で
たいじゅう

体重をかけて
ふ

踏み
こ

込み、

かいきゃくぼうし

開脚防止チェーンをかける

きゃたつ

脚立から
み

身を
の

乗り
だ

出さない

かたて

片手で
おも

重いものを
も

持って
のぼ

昇り
お

降りしない

てんばん

天板に
の

乗らない

きゃたつさぎょう

脚立作業のときには
きゃたつさぎょう

脚立作業のときには❾

たか

高いところの
さぎょう

作業では
たか

高いところの
さぎょう

作業では❽
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ようつうよぼう

腰痛予防
ようつうよぼう

腰痛予防のために10
にもつ

荷物の
も

持ち
かた

方

さぎょう

作業のローテーション

おも

重いものを
はこ

運ぶときは

こし

腰に
いた

痛みを
かん

感じたときは

いくつかの
さぎょうしせい

作業姿勢を
く

組み
あ

合わせ、
あいま

合間にストレッチをする
おな

同じ
しせい

姿勢を
つづ

続けない

も

持ち
あ

上げる

こし

腰を
お

落とし、
にもつ

荷物を
からだ

体に
ひ

引きつけて
こし

腰に
ふたん

負担がかかる

せなか

背中を
ま

曲げて
も

持ち
あ

上げると

ふたり

２人で
はこ

運ぶ
 こ わ

小分けして
はこ

運ぶ
 む り

無理をして
はこ

運ばない

こようぬし

雇用主に
そうだん

相談し
そうき

早期に
じゅしん

受診する
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ねっちゅう しょう よぼう  

熱中症予防のために
ねっちゅう しょう よぼう  

熱中症予防のために11

  はたさく

畑作・
 えんげい さぎょう

園芸作業のときには
  はたさく

畑作・
 えんげい さぎょう

園芸作業のときには12
しせい

姿勢が
らく

楽になる
くふう

工夫をする

おおがたのう  き 

大型農機の
しゅうへん さぎょう

周辺作業

ひ

日かげを
つく

作る
くふう

工夫をする

すいぶん

水分のとり
かた

方

うんてんしゃ

運転者（オペレータ）から
み

見えない
い ち

位置に
ちか

近づかない
ちか

近づくときは
うんてんしゃ

運転者（オペレータ）に
あいず

合図をする

こまめに
みず

水・
しお

塩をとる

のど

喉が
かわ

乾かなくても

 いちど

一度に
おお

多く
みず

水を
 の

飲んでも
  よぼう

予防にならない
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できるだけ
きかい

機械の
ちから

力を
つか

使う

しゅうかくぶつ

収穫物の
うんぱん

運搬をするとき

こえ

声をかけながら
やさ

優しく
ちか

近づく
はいご

背後から
きゅう

急に
ちか

近づかない

うし

牛に
ちか

近づくとき

うご

動く
ぶた

豚から
じゅんばん

順番に
ゆうどう

誘導する
いや

嫌がる
ぶた

豚を
む り

無理に
お

押さない

ぶた

豚を
いどう

移動させるとき

きゅうけいじ

休憩時にストレッチをする
おな

同じ
しせい

姿勢を
つづ

続けない

ようけいじょう

養鶏場で

   かじゅ    さぎょう

果樹作業のときには
   かじゅ    さぎょう

果樹作業のときには13

 ちくさん  さぎょう

畜産作業のときには
 ちくさん  さぎょう

畜産作業のときには14
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ゴム
 て ぶくろ

手袋を
ちゃくよう

着用する
マスク/ゴーグル、

ながそで

長袖、 

ながぐつ

長靴の
そと

外に
だ

出す

ま

混ぜるときは、
どうぐ

道具を
つか

使う

だいじょうぶ

大丈夫と
かって

勝手に
はんだん

判断して
ほうち

放置しない

のうやく

農薬を
さんぷ

散布した
あと

後は

 のうやく

農薬を
さんぷ

散布する
ときの

ふくそう

服装

  て  あら

手洗い うがい
せんがん

洗顔
からだ

体を
あら

洗う
ふく

服を
あら

洗う

すぐに
 こ ようぬし

雇用主へ
ほうこく

報告をする

め

目をこすらない

すで

素手で
のうやく

農薬を
ま

混ぜない

よご

汚れた
て

手で
たべ

食べない

のうやく

農薬を
あんぜん

安全に
つか

使うために
のうやく

農薬を
あんぜん

安全に
つか

使うために15

ケガをしたときはケガをしたときは16

- 42 -



作業を始める前に ❶～❺

❶｠ルールを守りましょう
❷｠整理・整頓をしましょう
❸｠日頃の体調管理のために
❹｠体調が悪いときには、遠慮なく相談をしましょう
❺｠正しい服装と必要な防護をしましょう

作業で気をつけること ❻～15

❻｠草刈機（刈払機）を安全に使うために
❼｠耕うん機を安全に使うために
❽｠高いところの作業では
❾｠脚立作業のときには

10｠腰痛予防のために
11｠熱中症予防のために
12｠畑作・園芸作業のときには
13｠果樹作業のときには
14｠畜産作業のときには
15｠農薬を安全に使うために

困ったときは 16～17

16｠ケガをしたときは
17｠悩みごとは抱え込まず相談をしましょう

安全に農作業をするために（目次）

ひとり

一人で
なや

悩まない

な か ま

仲間との
かんけい

関係
お

かね

金の
なや

悩み
ことば

言葉の
なや

悩み
ホームシック

ひとり

一人で
かか

抱え
こ

込まずまわりの
ひと

人に
そうだん

相談をする

一般社団法人日本農村医学会受託　2020.3一般社団法人日本農村医学会受託　2020.3

みなさんの健康と安全が私たちの願いですみなさんの健康と安全が私たちの願いです
けけ んん ここ うう ああ んん ぜぜ んん わわ ししたた ねね がが

なや

悩みごとは
かか

抱え
こ

込まず
そうだん

相談をしましょう
なや

悩みごとは
かか

抱え
こ

込まず
そうだん

相談をしましょう17
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1 

 

は じ め に 

 

 この小冊子は、パンフレット「農作業を安全にするため

に」（厚生労働省委託事業）について、農作業事故の実態

に合わせて解説したものです。 

まだ日本では一般的になっていない「ヘルメットの着用」

や「傾斜地の小段の設置」などの提案をし、外国人労働者の安全を確保するだ

けでなく、みんなで日本の新しい農作業安全を考える内容となっています。 

雇用主だけでなく、新規就農者や事故の多い高齢者にも、ご活用いただけれ

ば幸いです。 

 

パンフレット解説「農作業事故防止 ここがポイント」  目 次 

Ⅰ．農作業事故の発生状況                   ……………………………… 2 

Ⅱ．農作業安全の進め方                      ……………………………… 3 

Ⅲ．パンフレットの解説                      ……………………………… 4 

   １．ルールを守りましょう              ……………………………… 4 

   ２．整理・整頓しましょう              ……………………………… 4 

   ３．日頃の体調管理のために            ……………………………… 6 

   ４．体調が悪いときには、遠慮せず相談しましょう ………………… 6 

   ５．正しい服装と必要な防護をしましょう………………………………  8 

   ６．草刈機（刈払機）を安全に使うために  …………………………… 10 

   ７．耕うん機を安全に使うために        ……………………………… 12 

   ８．高いところの作業では              ……………………………… 14 

   ９．脚立作業のときには                ……………………………… 14 

   10．腰痛予防のために                  ……………………………… 16 

   11．熱中症予防のために               ……………………………… 18 

   12．畑作・園芸作業のときには         ……………………………… 18 

   13．果樹作業のときには               ……………………………… 20 

   14．畜産作業のときには（酪農・養豚・養鶏） ……………………… 20 

   15．農薬を安全に使うために           ……………………………… 22 

   16．ケガをしたときには              ……………………………… 22 

   17．悩み事は抱え込まず相談しましょう ……………………………… 24 

      18．体調が悪いとき、どんな症状ですか ……………………………… 26 

 

パンレットのなかにある「困ったマーク」 は悪い例、「にこにこマーク」

は良い例を示しています。 

この表記方法は、韓国農村振興庁の農作業安全啓蒙資料から、振興庁のイ・キョンス

ク室長のご好意で使わせていただきました。 
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2 

 

農水省の統計によると、農作業事故による

死亡は、毎年 300～400 人で、ここ 50 年間ほ

とんど減っていません。この間、他産業の労

災では、建設業で 14％まで減少しています。 

これは他産業では、事業主の責任が問われ

労働安全衛生法などで法的に厳しく規制され

てきたからです。 

農業ではこれらの規制がないため、減少に

つながっていません。 

農業機械による死亡事故のトップはトラク

ター、次いで耕うん機・運搬車です。 

2000 年の全国１道８県の農作業事故調査

で、10,600 件の事故があり、農機具の事故で

は、右の図のように一番多いのは草刈機（刈払

機）、次いでトラクター、軽トラック、コンバイン、チ

ェーンソー、耕うん機と続き、上位６種で６割を占

めています。 

農具では、鎌、脚立、はしごの順で多く、この 3

種で 6 割を占めています。とくに、脚立やは

しごでは転落などで重大事故になっているこ

ともあります。 

また、農機具や農具を持っていないときにも事

故は起こっています。 

あぜ道を歩いていて、転倒した、転落した、

障害物にぶつかった、などで、これらは全体

の 3 割を占めています。 

3

過去１０年間の農業機械による機種
別死亡事故の割合(2008年～2017年)

トラクター
44.0

運搬車
13.7

耕耘機
13.7

その他
15.6

ｺﾝﾊﾞｲﾝ
 4.6

動力防除機
SS, 3.3

刈払機
3.1

産業別・死亡者の推移
（'71年を100として2017年まで）

201717.6%

他産業労災
交通事故

農作業事故

13.9%

83.5%

22.7%

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

1971 1986 2001 2011
年

％

建設業

304
人

Ⅰ．農作業事故の発生状況 
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3 

 

他産業では、「人はミスをすることを大前

提」に対策を立てています。 しかし、農作

業の現場では、事故が起こったとき、「注意

しなかった者が悪い」とされてしまいます

が、これでは事故は防げません。 

「注意しなくても事故が起こらないように

すること」が大切です。まず、危険な「環境」

「農機具」の安全対策を行い、次いで残っ

たリスクについて、手順を決めてリスクを

回避することが大切です。 

そのために、第１の「環境」では、作業現

場の危険箇所を明らかにし、 ハザードマッ

プを作成し、そのハザードマップをもとに、

環境改善（路肩・昇降路の急傾斜・急斜面

に小段を設ける、作業場に照明を設置する、

安全柵や安全標識を設置するなど）を行う

ことです。  

第２の「農機具」では、むき出しの回転部

分にカバーをする、面取りができていないところにはゴムカバーをする、バックミラ

ーを設置するなどです。 

第３の「人」については、年齢や作業への熟練度合などを考慮し、事故を防ぐための

改善が大切です。それでも防げない事故が起こる場合は、その作業そのものを止める、

他の方法に変えるなどの決断も重要です。外国人労働者の場合は、とくにこうした対

策が重要です。 

Ⅱ．農作業安全の進め方 
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ＯＫ ＮＧ

外国人労働者のなかには、「説明」

などを静かに聞くことの習慣がない

方もいます。また、日本語を十分に

理解できない方もいます。作業の手

順や安全のためのルールを守ること

は、事故防止の基本です。 

作業中、身振り、手振りの「サイン」

を交えることで意思の疎通（ルールの伝達）をするこ

ともあります。国によって手でのサインの意味が異な

ります。事前に「サイン」を決め、確認をしておきま

しょう。 

移動手段としての自転車による交通事故が懸念さ

れます。国によっては交通ルールが緩い国もあり、一

旦停止、信号遵守、横断の仕方などのルールの厳守が

大切です。 

他産業では、右の表のように、

３Ｓ（整理、整頓、清掃）活動が

作業安全の基礎として推進され

ています。 

例えば同じ物（鍬、鎌など）

が複数個ある場合はナンバー

(番号)をつけておくと、圃場に忘

れてきたりした場合でも、元の

位置になければ、直ぐに分かり

ます。 

 

また、整理・整頓をすることで、つまずきや転倒な

どの事故を防ぐことができます。 

さらに、清潔にする、ルールをきちんと守ることに

Ⅲ．パンフレットの解説 
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より、農作業事故防止につながります。 
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４．体調が悪いときは遠慮せずに相談しましょう 

１．しっかり睡眠をとる  

夜更かしなどせず、規則正しく適切な睡眠時間をとる

ことが大切です。また、起床して太陽の光を浴びること

で、睡眠のリズムが整います。そのために、清潔な寝具

などにも配慮し、質の良い睡眠をとるようにしましょう。 

２．季節にあった服装を着用する 

外国人労働者の出身国によっては、気象条件

が異なります。日本では四季や、また作業内容

に合った服装をするように気配りが大切です。 

 

３．食べ物に気をつける 

外国人労働者は、出身国の文化や宗教によっ

て、食べられる食品が制限されていたり、私た

ちの食べないものが食品になることがあります。

また、「野菜嫌い」の人もいますので、心配りが

必要です。とくに、田んぼのタニシや、川の魚

や野山の草などを食材として取ってきて食べる

こともあり、食中毒になった事例も報告されています。 

取ってきた物が食べることができるか、雇用主に相談するように伝えてください。 

元気な人でも、慣れない日常生活や気

候により体調不良になることがあります。 

来日した外国人の方のなかには、右の

ような症状を訴えた方が多く報告されて

います。いずれも症状は軽かったのです

が、これらの症状のなかには重篤な病気

が隠れている場合があります。 

外国人労働者の方に体調について聞くと、「迷惑がかかってはいけない」、「少しでも

稼ぎたい」という思いから、「大丈夫です」と答える方がいます。 

早期の手当や治療で重篤化や慢性化を防ぐことができます。体調不良や症状につい

て、遠慮なく相談できる人間関係が大切です。 

３．日頃の体調管理のために 
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乱れた服装は、機械

への巻き込まれや引

っかかりの原因とな

ります。 

首から垂れたヒモ

やタオル、長靴の垂れ

たヒモ、とめてない袖

口、上着の垂れたヒモ

などがないか、確認し

ましょう。 

 

 

  作業の内容や使う農機具などの危険性に応じて、適切な衣服や防護具を使用し、危

険から身を守ることが大切です。 

草刈機での作業：フェイスガード、脛当て、手袋、胸当て、耳栓、安全靴・スパイク靴など  

農薬の散布作業：カッパ（通気性のよいもの）、長靴、農薬散布用マスク、 ゴム手袋など 

 

ヘルメットは、農作業ではまだ一般的ではありませんが、事故や怪

我から「頭を守る」ことはとても重要なことです。個人個人の体格に

合わせ、マイヘルメットを用意しましょう。 

 

右図のような耳栓は、高い周波数の音

をカットしてくれます。騒音性難聴を予

防するだけでなく、低い音、例えば話し

声などはよく聞こえてきます。 

大きな音の出る機械を操作するときや、

その周辺での作業に有効です。   

この耳栓は、洗って繰り返し使うこと

ができます。いつもポケットに入れてお

き、必要に応じて装着してください。 

５．正しい服装と必要な防護をしましょう 

乱れた服装は、巻き込まれなどの重大な事故につながる 

高い周波数の音を遮断する、

イアウィスパー

騒音性難聴を引き起こす、高い周波数の音をカット
４個入り約３５０円

必要な防護を確実に 

- 54 -



10 

 

 

- 55 -



11 

 

６．草刈機（刈払機）を安全に使うために 

「森づくり安全技術・技能全国推進協議会」より

刈払機のキックバックを起こす位置

「森づくり安全技術・技能全国推進協議会」より

刈払機のキックバックを起こす位置

刃が地面に触れ、回転刃が足に向かってきて損傷

 

  

  草刈機の事故で最も多いのは、土手

や傾斜地などで「作業姿勢が不安定」で

滑ったり、転倒して骨折、刃で手足を切

るなどの事故です。次いで多いのは「刃

の回転により」回転刃がキックバックし

たり石やチップが飛んで体に当たる事故

です。さらに作業前に草むらの危険物な

どの「環境を確認せず」に起こった事故や「エンジンを止めずに」刃に詰まった草を

取ろうとして急に回転した刃で体を切るなどの事故です。その他「他人を捲き込んだ」

事故や「整備中」にも事故が起こっています。 

 

①最も多い斜面での事故とその対策 

 法面や斜面の草刈り時に、転倒しないよう斜面で姿

勢を保とうとして踏ん張ったとき、転倒したり用水に

転落する事故が多発しています。 

このような事故を防ぐため、斜面に事前に小段を設

けたり、靴にスパイクを装着などして、足が滑らない

工夫が大切です。 

 

②値段が高くても安全な回転刃を使用する 

回転刃に埋め込まれているチップが取れ、目に入ったり体に突き刺さる事故が多く

起こっています。特に値段の安い刃はチップが取れやすく、「安い刃で十分」、「切れな

くなったら刃を交換すればいい」では作業者の安全は守

れません。失明した眼や損傷した体を取り替えることは

出来ません。安全な刃の準備が大切です。 

 

③刃のｷｯｸﾊﾞｯｸｿﾞｰﾝは使わない 

 回転刃が地面に触れると回転刃がキックバックし足

を損傷します。草刈機の使用前には必ず、キックバック

ゾーンなどを使わないように、事前の研修が大切です。 
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第５例；豆トラクター事故

①バ
ック

②バックした所に、鉄
製杭があり、転倒

耕耘中バックしたところ、後ろに鉄製の杭があり、足
がひっかかり、転倒、回転する刃に両脚が巻き込ま
れた。大腿骨開放骨折、ドクターヘリで搬送。

男性・６０歳

７．耕うん機を安全に使うために 

  

 

①バック時に転倒、押しつけ 

 耕うん機作業では「後退・バック」が常

に必要です。これは他の農業機械にはない

特徴です。人間は後ろに目がなく、かつ足

が十分上がらず、ほんのちょっとした高さ

の物にでも躓き、転倒し、回転する刃に巻

き込まれます。また、後ろの立木や格納庫、

ハウスの壁に押しつけられ多くの死亡事故

も起きています。  

 作業時に耕うん機をバックする時には、

必ず後を確認する手順をしっかり身につけることが大切

です。  

   

   

     

 

②固い土で、ダッシング・キックバック 

 固い土を耕うんすると、ロータリーが土をおこさず、地面の表面をロータリーで走

る、いわゆるダッシングが起こります。また、固い土にぶつかり、突然後退するキッ

クバックが起こります。  

 固い土は、ゆっくりと耕すことが大切です。  

 

③耕うん機の積み降ろし 

 最近の耕うん機は小型であり、つい軽いとあなどり安易に抱えて

移動しようとして腰を痛めたり、ロータリーに巻き込まれる事故が

起こっています。重量物と同じ手順を守ることが大切です。（項目

10 参照）  
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③天板に乗らない

・適切な長さの脚立
を用意する

・樹高を低くする

④上り下りの際、重い物を
持たない工夫をする

⑤あと、もう一個だけ、
と身を乗り出さない

脚立を移動し、
直上直下で作業を

９．脚立作業のときには 

①脚立を設置する時、最初に一番下の
ステップに乗って、トントンと踏み込む

この時、がたつく様だったら、少し場所
を変えて、再度トントンを試みる 短い場合は、延長の紐・チェーンを掛ける

②開脚防止用チェーンを掛ける

他産業での高所作業への備え

・２ｍ以上の高所での作業では、
作業ができる面（床）を設け墜落
防止の処置をとる

・ヘルメットを着用する

・墜落が考えられる場所には安全
册を設置する

1.5m以上の高さの昇降には、手すりの設置が必要

労働安全衛生法・労働安全衛生規則

  他産業では、「２ｍ以上」での作業は高所作業

と定義し、さまざまな対策をとることを義務づけ

ています。（右図） 

 また、１ｍの高さでも命に関わるとして、すこ

しでも高い所の作業は、全て高所作業対策を行っ

ています。 

    

 ヘルメットを着用していれば助かった、あるい

は軽傷で済んだと思われる事故事例はたくさんあ

ります。軽トラの荷台から転落し意識不明になった事故も発生しています。雇用主が

率先してヘルメットを着用することが大切です。 

農地には、水平

面はほとんどあ

りません。 

脚立を安定に

保つため図の①

と②は必須の手

順です。 

また、作業中の

③④⑤は脚立が

不安定になる行

為であり避けてく 

ださい。 

脚立作業は、高所作

業です。ヘルメットを

必ず着用する。 

 

 

 

 

８．高いところの作業では 

- 60 -



16 

 

 

- 61 -



17 

 

１０．腰痛予防のために 

７０ｋｇ

５０ｋｇ

×

×

４０％

４０％×６０％

＝

＝

２８ｋｇ

１２ｋｇ

労働衛生の考え方による、
重量物の運搬基準

（例）男性

女性

男性体重７０ｋｇの場合、その体重の40%をかけた28kg、
女性体重５０ｋｇの場合、男性の係数の40%にさらに60%

をかけた12kgが重量物運搬の上限の重さとなる。

ひたすら同じ姿勢で、植えつけ作業を続ける

植えつけ
の穴開け 植えつけ ストレッチ苗を畝に運ぶ

作業を組み合わせ、作業姿勢を
変える、合間にストレッチをする

①重い物を運ぶときには 

国が定めた腰痛予防のガイドラインでは、男女

別に右図の基準が決められています。この基準を

超えない重さのコンテナや荷姿になるようにする

必要があります。 

重い時は、 

（１） 効率が下がっても、コンテナを小さくする。    

（２）小分けする 

（３）２人で運ぶ。 

（４）機械力を使う 

 

②腰に負担をかけないために 

①腰を下ろし、荷物を引きつけ、背筋を伸ばして持ち上げる。 

＊腰を伸ばして持ち上げる姿勢は、腰に何倍もの負荷がか 

  かります。また、いちいちしゃがむと効率が悪くなります 

  が持続的に作業を続けるには、こちらの方が効率的です。 

②同じ作業を続けず、いろい

ろな作業姿勢を組み合わせ、

ときどきストレッチをする。 

「同じ作業を終了し、次ぎ

の作業に移る」方が、一見効

率的に思えますが、長時間の

作業では、腰を痛め、かえっ

て非効率的です。 

いろいろな作業を組み合わ

せ、ときどきストレッチをし

て、腰に負担をかけない工夫

をしましょう。 

 

＊腰痛の訴え 

腰痛には、内蔵疾患由来の重篤な病気が隠れていることがあります。

また「もみほぐしていい、悪い」、「冷やすほうがいい」、「温めるほう

がいい」などいろいろな場合があり、一度は医療機関を受診してください。 
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１１．熱中症予防のために 

１台数千円

Ⅰ度（軽度） Ⅱ度（中度） Ⅲ度（重度）

手足のしびれ
めまい、たちくらみ
筋肉のこむら返り
気分が悪い、ボーッ

頭ががんがん
吐き気、吐く
だるい
意識もうろう

意識がない
体が引きつる
まっすぐ歩けない
体が熱い

医療機関に
連れて行く

緊急受診
救急車手配

涼しい場所に移動、体を冷やす、水分・塩分補給

様子を見る

程
度
と
症
状

対
処

熱中症の症状と対処方法

①熱中症の指標、「暑さ指数」を活用 

 

  

 

 熱中症の危険を示す指標として「暑さ指数」が用いられています。

気温だけでなく、湿度、輻射熱の効果も勘案した指標です。気温と同

じく、「度」で示されます。「暑さ指数が２８度」を超えると急激に熱中症患者が増

えることが報告されています。その「暑さ指数」を測定する器具が「熱中症計」です。

１台約数千円です。熱中症予防のため、１台常備されてもいいと思います。  

 出身国により、暑さに慣れていない人もいます。そのような人には、一般的な注意

喚起以上の具体的な指示が必要です。また、なかには「日焼け」を避けるために、厚

手の長袖を着る外国人労働者の方もいますので、熱中症の危険性を十分に伝えること

が大切です。  

 さらに、生活する宿舎や作業所内、ハウス、牛舎など室内でも熱中症が発生するこ

とを念頭に置いた対策が必要です。  

 熱中症は、暑い時季のみに発生するのではなく、特に日差しが強くなり気温が次第

に高くなる５月頃から発生

します。体が熱さに慣れて

いないことにより起こると

考えられており、早い時期

からの対策が大切です。 

 

②熱中症の症状と対処方法 

 熱中症は、単に「疲れからかな？」

と思うような症状から始まります。

例えば足の筋肉の「こむら返り」な

どです。 

 軽度の場合は、しばらく様子を見

る程度ですが、意識がもうろうとし

たり、意識がなくなった場合は、迷

わず救急車の手配が必要です。 

 

 

 

 

 

気温だけでなく「暑さ指数」を測定
熱中症発症の危険性を示す指標

- 64 -



20 

 

 

- 65 -



21 

 

熱中症患
者発生率
/日/100万人

日最高・「暑さ指数」

暑さ指数

ﾛｰﾗｰｺﾝﾍﾞｱで
重量物を移動

右上図の不安定な小さい一輪車から、幅広で安定な運搬
車に切り替えるため、ハウスの更新時に通路幅を広げた。

韓国農村：韓国
農村振興庁提案

１４．畜産作業のときには 

「おはよう」声かけ、優しく触って
合図してから作業を始める

12・13．畑作・園芸・果樹作業のときには

ははは 

ﾛｰﾗｰｺﾝﾍﾞｱで
重量物を移動

□ ① 暴れ牛について、作業者が分かっている

□ ② 発情や病気牛が分かっている

□ ③ 牛に近づく時、声かけとスキンシップをする

□ ④ 咄嗟の時の待避出来るよう位置を確保

□ ① 移動経路に段差がない

□ ② 移動経路が広く、障害物がない

□ ③ 牛が暴走や逆走した場合の待避場所を確保

□ ④ 日頃からスキンシップしている

□ ⑤ 牛を驚かさないため、牛の死角に入らない

Ⅰ．搾乳作業

Ⅱ．牛の移動

酪農作業におけるチェックリスト

 腰痛予防のために作業方法の工夫を 

 畑作や園芸、果樹作業時にとくに問題になるのは「腰痛」です。 

 腰痛発生の作業は、下記のとおりですが、人力でがむしゃらに作

業を行うのではなく、出来るだけ人力に頼らない工夫をまず行うこ

とが大切です。  

 ＊機械力：運搬車、フォークリト、リフト車など、さまざまな運搬用機器が開発さ

れているので、それらを使う。 

 しゃがみ姿勢での腰へ

の負担を解消するため、

さまざまなグッズが出

ています。  

  ＜酪  農＞ 

 牛の視力は極

めて弱いので、い

きなり近づかな

いようにします。 

 

＜養豚＞ 

 移動時には、動きやすい豚から

動かします。 

   

＜養鶏＞ 

 採卵時には同じ姿勢が続くの

で、ストレッチを取り入れます。 

①重い物を持たなくてもいい工夫

②機械力を最優先
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１６．ケガをしたときには 

長靴・防水ズボンを
長靴の外に

農薬散布用マスク 希釈基準を守り、
素手で攪拌しない

散布後、入浴
固形石けんで洗う

①農薬散布用の防護をする、手洗いを確実に 

 

 

 

 

 

 

 散布中の農薬は、鼻、口、皮膚から吸収されますが、特に鼻から吸入すると直接肺

に入り、毒性が強く現れます。そのため、漏れのない農薬散布用のマスクを使用し、

鼻からの吸入を徹底して防ぐことが大切です。農薬を散布した後は、農薬を中和させ

るため固形せっけんで手や身体を洗ったり、服を洗濯しましょう。  

 

②農薬による事故 

 農薬を散布した後、だるい、めまいなどの症状がでたときは、迷わず医療機関を受

診させて下さい。その際「農薬名」「希釈倍数」「何時間散布したか」「作業内容」

などの基本情報を医師に伝えることも大切です。 

皮膚に重篤な障害を起こす農薬もあります。図の左

はクロルピクリン、右は石灰硫黄剤による皮膚障害で

す。また、希釈する際に、比重の重い液剤を水の中に

入れたとき、農薬が跳ねて目に入り、角膜損傷を起こ

した事例もあります。                                         

 いずれにしても、取り扱い手順を守って、事故を防

ぎましょう。                    堀内信之著「皮膚障害と農業・農村」 
 

①一刻も早く雇用主に伝える 

 緊急事態が発生したときは、携帯電話で雇用主に連絡できるようにしておくことが

大切です。どんなに近い作業場でも携帯電話を携帯、マナーモードにはせず作業中で

も着信音が聞こえるようにしておきます。  

 ただし、農作業中、携帯電話を携帯しないことにしているところでは、どのように

緊急事態を伝えるかのルールを事前に決めておくことが大切です。  

１５．農薬を安全に使うために 
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１７．悩みごとは抱え込まず相談をしましょう 

②こんなときは 

 農作業中の蜂刺されは、約半数が草刈り中です。 

「過去に刺されても痛いだけだった、でも今回はだめの場

合」もあります。突然、アナフィラキシー（呼吸困難など）になる場合があります。

蜂に刺されたら、必ず雇用主に報告するようにしてください。  

 

頭を強く打って、脳外科などをすぐに受診して「大丈夫」と言わ

れても、硬膜下出血が起こっている場合、数か月後に症状がでる場合があり、事故後

の観察が大切です。特に、事故後頭痛、ふらつき、吐き気、嘔吐、意識障害が生じて

いないかの観察が大切です。  

 

「これくらいの傷くらい」と放置していて、

破傷風などになる場合もあります。少々の傷でも雇用主さんに報告するルールが必要

です。  

 日本の毒蛇の「ハブ」、「マムシ」、「ヤマカガシ」に咬

まれたときに、口で蛇毒を吸い出すのも有効ですが、口の中に

傷などがあると、大変危険です。まずは、医療機関に連絡、急行することが大切です。

また、咬まれた蛇を見た場合は、その特徴を医療機関に伝えることも大切です。 

 

  

遠く異国から

来日して、慣れな

い環境での生活

に悩むことも多

いと思います。 

 悩みごとがあるときには、気軽に相談できる人間関

係、信頼関係が最も大切です。 

 さまざまな場面で工夫をしてください。こまめな声掛

けも有効です。 
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 このページは、パンフレットのなかにはありませんが、体調が悪くなってしまったとき

の対応について、図で示したものです。 

病院を受診するときに、母国語で、あるいは絵を指さしながら症状を医師に伝えてくださ

い。 

 

上記は「22 カ国外国人来診小児科患者問診表」の使用許可を、編集責任者である向山秀樹先

生（向山小児科医院院長）よりいただき抜粋して掲載させていただいたものです。 
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船員版 

参加型職場環境改善の手引き 

 
安全でストレスを低減する 

職場環境改善のすすめ方 

(令和元年版 初版) 

 
 

平成 30年度 厚生労働科学研究費補助金（労働安全衛生総合研究事業） 

「農林水産業における災害の発生状況の特性に適合した労働災害防止対策の策定のため

の研究（３０１８０７０１）」 

（研究代表者 横山和仁）,(水産分野分担研究者 久宗周二) 

（研究協力者 吉川徹 小木和孝) 
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岩崎さん
タイプライターテキスト
（成果物3）

岩崎さん
タイプライターテキスト

岩崎さん
タイプライターテキスト



1.手引きの目的と使い方 

1.はじめに 

人は誰でも安全で健康に働きたいです。それはどの職種も、大きな会社でも、小さな会

社でも共通の願いです。安全が守られて、健全な会社が成り立ちます。 

しかし、中小企業や一次産業の職種では、資金がない、機会がない、時間がないなどの

理由でおろそかになってしまうこともあります。自分たちでできることから実施する、参

加型改善活動は ILOが進める安全活動の一つです。船内向け自主改善活動（WIB）は、それ

を船内向けに応用したもので、フェリーや貨物船、漁船で効果を上げており、国土交通省

は水産庁も進めています。 

 それに加えて、WIB 式労働安全衛生マネジメントシステムで、組織全体で安全な職場を

形成していきます。さらに、自主改善をもとに健康的な職場の促進も進めています。 

 その考え方は船に特化したものではなく、様々な産業に応用されつつあります。 

 この本をご覧いただければ、その自主改善の考え方が分かるようになっています。ぜひ、

実施して、安全で健康的な職場の構築をしてください。 

 

2.このマニュアルで効果が期待されること 

 

会社を経営する人はもちろんのこと、会社で働く人は誰でも、安全でストレスのな

い職場を求めています。しかし、それを実現しようとすると、どうやって良いかわか

らないし、実現は難しいと考えがちです。 

勉強の仕方がわからない、勉強する時間もない、自分だけ勉強しても周りがついて

こない、お金がないなど、ついできそうもないと感じてしまいます。本当にそうでし

ょうか? 陸上より労働災害の多い船舶で、簡単なツールをつかって、全員参加で継続

的に改善を実施して成果を上げている会社があります。それは船内向け自主改善活動

（WIB）を導入しました。 

広島県の土石運搬船会社（7隻を配乗）の会長は、WIB導入の成果を以下の様に述べ

ています。「以前は現場を回り細かいことまで注意していた。社員におそれられていた

が、それが社長の役割と考えていた。 

WIB を導入して、少しずつ現場で改善することが定着してきた。2 年目には全社で

70件の改善が出された。 

現在も船員が自主的な改善を進めている。従来は専門業者に任せていた作業も、自

分達でするようになった。私自身は息子に社長を譲り会長になったが、現場の船員た

ちに、今までの経験を認めてもらい、各船からアドバイスに来てくれと声をかけられ

ている。船員が自ら求めているので、いろいろな技術を伝承されている。大変ありが

たいことだと思っている」。とのコメントもいただいてます。 

簡単でわかりやすいツールを使うことで、全員が参加することにより、意思疎通も

できて、モチベーションが上がります。事業者も改善は実費だけ、チェックリストな

どの書類を導入するだけなので導入しやすいようです。安全と健康面での効果が期待

できます。 
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3.メンタルヘルス対策の側面 

 

労働災害を防止するとともに、「メンタルヘルス一次予防策としての職場環境改善」の具

体的なやり方についても効果を期待できます。 安全・健康で、働きやすい職場を目指して

職場環境を改善することは、従業員のこころの健康（メンタルヘルス）に役立つことがわ

かってきました。特に、自分たちの働く職場環境を管理者や同僚と一緒に見直して、皆で

働きやすい職場環境に改善する参加型アプローチを実施すると、職場のコミュニケーショ

ンや相互支援に良い影響があることも最近の研究でわかりました。さらに、生産性に直接

的・間接的に良い効果をもたらすこともわかってきました。 

この手引きに沿って幅広い視点で職場環境を振り返り、自分たちの職場の強み（役立つ

良い点）と自分たちの職場の働きにくさ（働きやすい職場づくりに向けて改善すべき点）

に気づき、従業員同士で意見交換する場面を作り、対策指向で職場環境改善を進めること

で以下の 3 点が達成できます。 

 1. 安全とこころの健康（メンタルヘルス）に役立つ、働きやすい職場が作られます。 

 2. コミュニケーションなどチームワークがより良くなります。 

 3. 仕事への意欲や生産性が向上します。  

 

4.ストレスチェック制度と職場環境改善  

 

ストレスチェックの目的と法的位置づけ 

 2015 年 12 月に施行された改正労働安全衛生法に基づく「ストレスチェック制度」で

は、常時 50 人以上の労働者を雇用する全事業場において、年 1 回以上のストレスチェ

ックの実施が事業者に義務づけられました。 

ストレスチェック制度の主な目的は一次予防です。働く人のストレスの程度を把握す

ることで、働く人個人のストレスの気づきを促し、さらに職場の環境改善につなげ、働

きやすい職場づくりを進めることで、メンタルヘルスが不調となることを未然に防止し

ます。  

ストレスチェック実施後の集団分析や、職場環境改善は努力義務とされていますが、ス

トレスチェック制度の目的はメンタルヘルスの一次予防です。働きやすい職場づくりを進

めるためには、職場の環境改善を進めることがとても重要になってきます。  

 

○上司、産業保健スタッフ等による相談対応、早期発見と適切な対応 

 ○職場復帰支援プログラムの策定、実施 

 ○主治医と連携 

（厚生労働省，労働者の心の健康の保持増進の

ための指針） 

 

＜メンタルヘルス対策の新具体的取組体制整備 

 

○衛生委員会等での調査審議 

○心の健康づくり計画の策定 
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（一次予防） 

メンタルヘルス不調の未然防止 

○労働者のストレスマネジメントの向上 

 ・教育研修、情報提供 

 ・セルフケア 

○職場環境等の把握と改善 

 ・過重労働による健康障害防止 

 ・職場でのパワハラ・セクハラ対策 

○ストレスチェック等による未然防止の取組を強化 

（二次予防） 

メンタルヘルス不調の早期発見と適切な対応 

（三次予防） 

 職場復帰支援 

 

5. 「参加型活動」船員が全員で活動する意義について 

 

船にはいろいろな船員が載っています。 

同じ国の人だって、生まれ育った地域性や、育った環境によって大いに異なってきま

す。同じ日本人でも、北は北海道から南は沖縄まで、いろいろな習慣があり、それぞ

れで考え方も異なってきます。それが、同じ仕事をするわけですから、当然考え方が

違ってきても仕方ありません。そのために、よく会話するなどのコミュニケーション

を図る必要があります。船は協調していかなければ上手く航海できません。 

 エンジンをよくみてください。ピストンが音を立てて激しく動いています。しかし、

ちゃんと順番通り、秩序良く動いています。みなさんがもしピストンだったら、いや

だとか、むかつくだとか、頭にくるとか言って、激しく動いたり、動かずに止まって

いたら船は動くでしょうか。エンジンが壊れてしまいますね。次に船全体を見まわし

てみましょう。主機も、発電機も、油圧もそれぞれが大切な役割を果たしています。

どれ一つ欠いても船は動きません。どれも欠かさない物です。 

それなのに、主機が「俺が一番偉いんだ。俺の言うことを聞け」、発電機が「主機は

ただでかいだけだ。俺が一番すごい。あいつの言うことなんて聞くな」なんて言った

ら、船は動くでしょうか。 

 船員は誰でも、船のパーツが一つでもなくなれば船が動かなくなることを知ってい

ます。だから、一つ一つの部品を大切にします。なのに、なぜ人を大切にしないので

しょうか。「あいつは若いからダメだ」、「あいつは考え方が古い」ひどい時には排除し

ようとします。主機や発電機と同様に、船の乗組員も誰も欠かすことができないもの

です。人は好き嫌いによって「いじめる」、「無視する」などをするのでしょうか。 

 人のことを認めても、自分が劣ってしまうことはありません。が辞めてしまえば、

それで船は動かなくなります。多少の好き嫌いがあってもみんなで話し合う機会を作

るべきです。昔から人によっては、我を張ったり、偉ぶったりします。 

 それで相手が嫌がれば今ではハラスメントになります。いろいろ言われて、能力を

発揮しなかったり、おかしくなったら大変です。 

 「昔はどうだった」と言わずに、新しいやり方を考えてみる必要があります。全員

でよく話し合って、船を進めましょう。また、ストレス低減するように職場環境を改

善していきましょう。   
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2．職場改善の進め方 参加型改善活動（ＷＩＢ）プログラム   

    

 

1.改善の進め方 

このチェックリストは、あなたが職場点検して改善する時の手助けになるように作られ

ています。チェックリストを使って、安全・衛生・作業条件の改善に役立つ提案ができま

す。   

      

ステップ１ 良い改善事例の写真を壁に貼ってください。 

参加人数分の赤と黄色のポストイットを用意してください。一番良いと思う事例に赤い

ポストイット、2番目に良いと思う事例に黄色いポストイットをつけて、選んでください。

（または、スライドの写真に◎、○の印をつけてチェックしてください） 

一番投票が多かったものが、みんなが必要と思う事例です。参考にしながら、改善案を

考えてみましょう。 

ステップ２ チェックリストの項目ごとに進めてください。 

「今のままでよい」、「改善が必要」にチェックしてください。働いているときに、どこ

に頭をぶつけたか、とこで足を滑らせたか、どこで挟まれそうになったか、忙しい時、

疲れている時、ふと気が緩んだ時でも・・・事故を起こす前に改善しておけば、ぶつか

ったり、つまずいたり、挟まれたりして怪我をしなくて済むかもしれません。 

自由記入欄には、どのように直してみれば良いかなどの、アイデアを書き留めてくださ

い。 

ステップ３  最後に全ての項目がチェックされているかどうか確かめてください。１

～２８項目のうち「改善が必要」の□に印がついている中から、優先順位が高いものを３

つ選んでください。 

ステップ４ それぞれの参加者が選んだ、優先順位が高い項目を３つずつ提案して、船

毎に話し合ってください。グループとして優先順位を決めて、初めに優先順位の高い３項

目から改善を始めましょう。     

ステップ５ ３つの改善が終わったら、次の３つの改善を始めてみましょう。 
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すぐに役立つ職場環境改善事例 (内容は変えていきます) 

 

 

 図 1必要な情報はみんなで共有する 

 

 図２.全員でミーテングを行う 

 

 図３.掲示板などを使って必要な情報を

全員に伝える。 

 

 

 

 

 図 4.改善作業をする 

 

 図 5.全員で安全点検を行う 

 

 図 6.安全で安らぐ休憩場所がある。 
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   ＜WIBオプション 職場見回りチェックリストチェックリスト＞ 

  このチェックリストはメンタルストレスを低減するためのチェックリスト

です。 

  現在、多く使われているメンタルヘルスチェックリストは、ストレスの度

合いを測るものですが、本チェックリストは、ストレスの低減を目指して、

生活を改善する対策志向型チェックリストです。併せてパワハラの改善にも

なります。ぜひ、職場で活用をしてみしください。ＷＩＢチェックリストと

合わせてご活用ください。 
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WIB チェックリスト オプション 職場見回りチェックリスト 

                           この提案を採用しますか？ 
1. 定期的にミーティングを行います。      □すでに実施 □提案します→□優先 
2. 仕事の進め方を、みんなで話し合って     □すでに実施□提案します→□優先 
 決めるようにします。 
3.作業の分担範囲を定期的に見直して、特定の  □すでに実施 □提案します→□優先 
個人に偏らないようにします。 
4. 休日や有休が確保できるように、前もって    □すでに実施 □提案します→□優先 
 作業を準備・調整します。 
5. 疲労した時などお互いに仕事のリカバー       □すでに実施 □提案します→□優先
するなど、相談・支援しやすい体制にします。 
6．仕事を進める際は、お互いに協力する         □すでに実施 □提案します→□優先 
  雰囲気を作ります。 
7．懇親やレクレーションの機会を増やします。   □すでに実施 □提案します→□優先 
8. 健康やストレス軽減に役立つ情報の提供と     □すでに実施 □提案します→□優先 
 研修をおこないます。 
9. 会社の事業計画や改善事例など掲示版を  □すでに実施 □提案します→□優先 
 利用して周知されるようにしています。 
10. 個人の健康や、職場内の問題について         □すでに実施 □提案します→□優先 
プライバシーを保ちながら、相談できる 
窓口を設置します。 
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Ｗ Ｉ Ｂ チ ェ ッ ク リ ス ト も 併 せ て ご 活 用 く だ さ い

 

実施日　　　　年　　　月　　　日　　　実施者

項　目
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します イラスト

整理・整頓

　１. 工具、漁具などのために、使いやすく
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

　　わかりやすい棚、場所を設けます。 □ □ □
　(メモ欄)

 ２. 人や資材が動けるように、通路を確保
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

  　し、はっきりとした表示をつけます。 □ □ □
　(メモ欄)

 ３. 通路は、障害物やつまずくものがない
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

　 よう整備します。 □ □ □
　(メモ欄)

　４.工具は使いやすいように 、適切な長
さ、厚さ、形のものを使います 。

今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

 　　(メモ欄) □ □ □
　　

 ５. 置かれているものは、航海中も転倒、
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

   落下がないように整備します。 □ □ □
　(メモ欄)

 ６. 定期の整備、点検、清掃は誰がやるか
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

  責任者とやり方を決めてます。 □ □ □
　(メモ欄)

転倒防止

 ７. 機関室や居室の床に、水、油がこぼれ
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

   た場合は直ちに拭きます。 □ □ □
　(メモ欄)
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項目
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します イラスト

 ８. 滑りやすい場所は、スリップの防止を
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

 　します。 □ □ □
　(メモ欄)

 ９. 階段等の転落する危険があるところに
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

   は、手すりや柵を設けます。 □ □ □
　(メモ欄)

 10．突起物は取り除くか、カバー、　警戒
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

　　塗装をします。 □ □ □
　(メモ欄)

危険の回避

 11. ライフジャケットや保護具を着用するよ
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

　うに声をかけたり、ポスターを貼ります。 □ □ □
　(メモ欄)

 12. 機械の動く部分や、危険な部分には、
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

　　ガードを取り付けます。 □ □ □
　(メモ欄)

13.　騒音が発生する機械を囲んだり、
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

　　カバー、耳栓などをします。
(メモ欄)

□ □ □

 14. 危険物や、有害なものは保管、隔離
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

換気などで、安全に使用します。 □ □ □

　(メモ欄)
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項目
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します イラスト

 15. 高温や、低温な物に触れないように
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

カバーや注意書きをします。 □ □ □

　(メモ欄)

 16.非常停止スイッチや、停止ボタンは
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

　　　はっきり表示します。 □ □ □

　(メモ欄)

照明

 17. 全体照明とともに、機械の影などで
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

 見えにくい部分には、局所照明をつけます。 □ □ □
　(メモ欄)

 18．照明器具は、まぶしさを感じさせない
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

 　  方法で、取り付けます。 □ □ □
　(メモ欄)

係船機器、漁労機器

 19. 引っかかったり、ぶつけたりする凹凸
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

 　　がないよう整備します。 □ □ □
　(メモ欄)

 20. 船具、漁具等に有害な変形や損傷、
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

　　　腐食がないように整備します。 □ □ □

　(メモ欄)

作業のしやすさ

 21 表示、スイッチ操作盤は、大きさ、形、
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

色で、簡単に見分けられるようにします。 □ □ □
　（メモ欄）

 22. 腰を曲げたり、ひねったりする仕事が
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

　　ないように工夫します。 □ □ □
　　(メモ欄)
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項目
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します イラスト

　23.重量物の運搬には、クレーン、台車、
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

　　ローラーなどを使います。 □ □ □
　(メモ欄)

 24 ヒジの高さで仕事ができるように
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

　高さを調整します。 □ □ □
　　(メモ欄)

情報伝達・衛生設備

  25. 始業前など、作業者が全員で参加
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

　　するミーティングを行います。 □ □ □
  　(メモ欄)

　

 26. 掲示板などを活用し必要な情報が
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

　全員に正しく伝わるようにします。 □ □ □
　(メモ欄)

　27. 安全で安らぐ休憩場所があり、

今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

　みんなでコミュニケーションを図ります。 □ □ □
　(メモ欄)

 28. トイレや、給水設備などの衛生設備が
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

　　あり、きれいに維持します。 □ □ □
　(メモ欄)

29.　直射日光を避けるための日除けや、
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

　　水分補給など熱中症対策をしています。 □ □ □
　(メモ欄)

（追加項目　1）

30
今のまま
で良い

改善が
必要

優先
します

　　 □ □ □
　(メモ欄)
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3．実施方法 

 

各自の調べた「改善すべき事項 3 項目」と「良好事例 3 つ」を発表して、改善すべき事

項を部署（甲板、機関、サービスなど）毎に話し合いをして 3 つに絞ります。まずは、そ

の 3つについて実際に改善していきます。部門ごとに話し合った改善案をまとめて、様式 3

「改善活動すすめ方シート」に改善すべき内容（Plan）、いつ、どのように実施するかを記

入します。会社と話し合って必要な資材や修繕を手配してください。 

実際に改善が終われば、「BEFORE（改善前）」、「AFTER（改善後）」の写真をとり「改善活

動すすめ方シート」を記入して、チェックリストとともに保管をしましょう。さらに船内

での改善事例を写真に撮り、良い事例として船内に掲示されれば乗組員の改善意識の向上

につながります。  

初めに挙げた 3 つの改善が終わったら、次の 3 つの改善項目を選んで継続的に実施しま

す。 

乗組員全員でチェックリストによる点検を定期的（年数回）に実施して、改善活動を継

続的に行います。 

改善が終われば、「BEFORE」「AFTER」の写真をとり、チェックリストとともに記録と

して残しましょう。これによって、改善活動の書類の保管とともに、船員の改善意識の

向上を目指します。 初めに挙げた３っの改善が終わったら、次の３つの改善する項目

を選んで取りかかります。その、３っの改善が終わったら次に取りかかり、このように

して継続的に実施します。さらに、乗組員全員でチェックリストによる点検を定期的（年

１回以上）に実施して、改善活動を継続的に行ってください。 

ワークシート、計画シート、報告シートを一体化した「進め方シート」の例 
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3. WIB 式 船内労働安全衛生マネジメントシステム 

WIB は船員向け自主改善活動（Work Improvement on Board）の略 

１．実施内容 

目標 

労働災害の防止と健康増進、さらにすすんで快適な職場環境を作り、職場の安全衛生水

準の向上を目的とした安全衛生管理の仕組みです。ＩＬＯ（国際労働機関）の労働安全衛

生マネジメントシステム（ＯＳＨＭＳ）を基に、国土交通省が船内労働安全衛生マネジメ

ントシステムガイドラインを作成しています。 

 方法 

事業者は労働者の協力のもとに「計画（Plan）－実施（Do）－評価（Check）－改善（Act）」

（「ＰＤＣＡサイクル」といわれます）で安全衛生管理を継続的、自主的に進めることです。 

 WIB式の特徴 

中小の事業者でもシステムができるように、合理的、かんたんに考えられたものです。 

WIB方式の導入のメリット 

・ 働く人の労働安全衛生の意識が高まり、労働災害の減少・疾病の減少が図れます。 

・ 労働安全衛生活動の記録を組織的に残し、会社の管理責任を明らかにできます。 

・ 社内外に対して取り組みをアピールすることができます。 

・ （サポートと、認証するシステムについて現在検討中） 

・ 中小の事業者でも無理なく、効率的にシステムが運用できます。 

会社の役割 

 表明・目標・組織・計画等洋式は A4版一枚にまとまっています。マニュアルを読めば経

営者と担当者で 1～2時間で記入できるようになっています。 

 年度末のふりかえり、次年度の計画も同様に、マニュアルを読めば、経営者と担当者で 1

～2時間で記入できます。方針、目標、計画の作成ができましたら、一定期間掲示して船員

さんの意見を聞き、必要に応じて修正をしてください。その他は、法令で定められた書類

の作成と保管、通常は打ち合わせの度に、簡単な記録（10 分程度で記入）を議事録に記入

するだけです。 

 船員の役割 

 年に一度以上、WIBチェックリストによる改善案の提案をする事と（30分程度）、提案し

た改善案の中で自分たちが直せるものは、時間が空いた時に船内を改善していきます。(必

要な資材は会社負担) 自分達では難しい、専門的で、大規模な修繕などは専門業者が実施

します。 

 その他、必要に応じて労働安全衛生の提案をして、健康診断や、病気の治療を積極的に

受けます。 
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２． 概要 早わかり解説 

マネジメントシステム構築の意義及びガイドラインの目的 

 

労働災害の防止をはかるとともに、船員の健康づくり及び快適な作業環境を作ります。

それには、船員が自主的に危険から身を守るように予防をします。 

船内の安全衛生水準を継続的に向上させるために、船員の協力の下で、ＰＤＣＡ

（Plan-Do-Check-Act）サイクルをベースとした船内の労働安全衛生マネジメント体制を構

築していきます。 

*書式１を A3版一枚にコピーして、記入例を参考にして記入をしてください。 

 a．方針の表明 

 会社としての、今後の長期にわたる方針を決めてください。「労働災害が起きにくく働き

やすい職場を作る」、「健康で衛生的な職場環境を作る」、「労働災害の削減」など、経営者

の思いを自由に、明瞭に書いてください。 

b．推進メンバー役割と責任 

安全推進体制を作るために、役割、責任および権限を明確にしていきます。 

社長など役職ごとに、責任と権限を明確にしてください。 

（例） 社長（総括安全衛生管理者）  ○○ ○○ （全体の統括） 

事務責任（総括安全担当者）□□□□ （事務局、システムの監査） 

船長  △△ △△ （船毎のリーダー） 

事務        （とりまとめ） 

c. 安全衛生目標 

「a. 方針の表明」で示した長期的な方針を実現するためには、中期的にできるより具体

的に目標を作ります。例えば「労働災害を減少させるための点検・改善の推進」、「衛生教

育を行い、働きやすい環境を作る」などです。 

こちらも実現が可能な事を、自由に記述してください。 

d. 活動計画 

目標を達成するために、具体的な計画を立てていきます。いくつかの必要な項目はあら

かじめ記載されています。 

 ミーティングは、船の担当者と陸上の担当者と連絡や、話し合いの場です。毎月１回以

上を目標にして、ミーティングを開き、議事録を残してください。（単独で会議を設定で

きない場合は、他の打ち合わせと併用していただいても結構です。） 

 議題としては下記のことなどありますが、必要に応じて話し合えば良いです。 

（ヒヤリ・ハット報告、船内点検結果、改善要望等の情報の整理、同種の船舶における

船員災害、海難発生状況等の報告、訪船指導、健康キャンペーンの実施、船員災害発生時

の監査等） 

・職場点検は、都合よい時に全員が参加で点検をしてください。船員向け自主改善活動の
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チェックリスト（ＷＩＢ）を使えば、１時間ほど点検で、改善案の提案までできます。全

員で安全点検を行うことにより、船員の意見が反映されます。個人毎に様式 1 の「チェッ

クリスト」（A3 裏表 1 枚にして人数分コピーしてください）、点検の後の改善進める時は様

式 2の「改善の進め方シート」（コピーしてください）を船ごとに作成してください。詳し

くは、国土交通省 HP「船員向け自主改善活動」をご覧ください。職場点検で提案された改

善案を、３つずつ優先順位をつけて選択して、改善を進めてください。同時に、安全や衛

生の講習会も可能ならば開催してください。（講師は地元の海上保安部、消防署、保健所、

労働基準監督署などの関係機関に協力をお願いしてください。） 

「災害発生時の原因調査及び改善手順」や法令で定められた書類は、現状のものをよく

点検してみてください。問題なければ、そのまま保存してください。（内容に不十分な点が

ありましたら補強してください。） 

・方針、目標、計画が作成できましたら、一定期間掲示して船員さんの意見を聞き、必要

に応じて修正をしてください。 

e，活動内容の確認 

 １年間の活動を振り返ってできたかどうか、自己点検をしてください。 

まず、全体を通じて評価して、システムとして問題なかったか自己点検をしてください。

次に、ミーティング、職場点検、改善の実施、講習会など項目ごとに確実にできたか、効

果はどうだったか、このままのやり方で良いか、振り返って自己評価してください。災害

発生した場合は、適切に原因調査及び改善できたかどうか検討をしてみてください。  

 f. 次の活動へ 

「e. 活動内容の確認」を踏まえて、次年度に向けて、計画自体を改善して行きます。それ

らを、来年度の計画に反映していきます。 

＊記入した様式 3は A3版 1枚に、その他「改善の進め方シート」などの書類はコピーを取

り、船内や事務所に掲示してください。（必要に応じて船員に配布してください） 

*様式 1～3の他、議事録（様式 4）等は活動の記録になりますので、ファイルなどで保管を

しておいてください。アクションチェックリストは個人毎にコピーを保存してください。

改善活動進め方シートは船毎に記録してください。 

＊ WIB マネジメントシステムは簡便版であり、可能ならばより高度な労働安全衛生マネジ

メントシステムへの移行が理想です。 
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 様式 3 労働安全衛生マネジメントシステム 

ＷIB 船内向け自主改善活動     

マネジメントシステム  

方針の表明 

(1) 船内労働安全衛生方針 

 
 
 
 

推進メンバー 

役割と責任 

(2) システム担当者の役割、

責任及び権限 

社長       （総括安全衛生管理者） 

監督       （総括安全担当者） 

（事務局、システムの監査） 

船長       （船毎のリーダー） 

 

安全衛生目標 

(3) 船内労働安全衛生目標 

 
 
 
 

活動計画 

（実施頻度、時期） 

*書類は議事録、アクションチェ

ックリスト、改善進め方シート

は別途保存の事 

*全員で安全点検を行うこと

により、船員の意見の反映が

促進されます。 

(4) 船内労働安全衛生計画 

(5) 船員の意見の反映手順 

(6) 災害発生時の原因調査 

・ミーティング 
   （  回 ／月・年                      ） 
・職場点検（チェックリストなど ） 
   （  回 ／月・年                    ） 
・改善の実施 
   （  回 ／月・年                     ） 
・講習会 
   （  回 ／月・年                      ） 
・災害発生時の原因調査及び改善手順、その他法令で定められ

た書類の作成と保管 

 
 

・方針、目標、計画が作成できましたら、一定期間掲示し

て船員さんの意見を聞き、必要に応じて修正をしてくださ

い。 
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活動内容の確認 

*記録は別紙 
同時保存 

 
良くできた・ややできた・ややできなかった・あまりできなか

った 

・ミーティング 
   （  回 ／月・年                      ） 
・職場点検（ＷＩＢなど ） 
   （  回 ／月・年                    ） 
・改善の実施 
   （  回 ／月・年                     ） 
・講習会 
   （  回 ／月・年                      ） 
・災害発生時の原因調査及び改善手順の制定 

 
 
 
 
（備考） 
 
 
 

次の活動へ 

  

（振り返り） 
 
 
 
 
 
 
（良くすべき点） 
 
 
 
 

＊ WIB マネジメントシステムは簡便版であり、可能ならば労働安全衛生マネジメント

システムへの移行が理想です。 
斜字・・・国土交通省労働安全衛生マネジメントシステムガイドラインに示されている 

記録すべき事項 
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記入例   WIB 式船内労働安全衛生マネジメントシステム 

方針の表明 
* 安全方針 

(1) 船内労働安全衛生方針 

・事故０ 
＊事故等の発生を撲滅することを目指し、お客様の信頼に答え

る。 
推進メンバー 
役割と責任 

 

代表取締役 ●● ●●   

取締役 ●● ●● （安全統括責任者） 

●● ●●（運航管理者） 

安全衛生目標 
 

・改善進め方シートを使い安全性の向上を図る。 
＊労働災害を減少させるために点検・改善の推進を図る。 

活動計画 
（実施頻度、時期） 
・書類は議事録、アクションチェッ

クリスト、改善進め方シートは別途

保存の事 

・ 

・ミーティング （ 1 回 ／月 ） 

・職場点検（チェックリストなど）（ ２回 ／年） 

・改善の実施 （ 随時 ） 

・講習会 （ ２回 ／ 年 ） 

・「災害発生時の連絡体制・原因調査及び改善手順」その他法令で定められ

た書類の作成と保管 

* ヒヤリ・ハットの収集・分析 

 「ヒヤリ・ハットは航海日報へ記入する」 

・改善進め方シートの作成及び点検  

* 外部の講習会を受ける 

活動内容の確認 
*記録は別紙 

同時保存 
 

*レビュー 

（全体の振り返り） 

 

良くできた・ややできた・ややできなかった・あまりできなかった 

・ミーティング  （ １回 ／月   ） 

各船担当者会、安全マネジメント会議 

・職場点検（WIB など ） （ 2 回 ／年  ） 

   ３月に改善進め方シートを使い点検及び改善を行う。 

・改善の実施 （ 随時行っている。 ） 

講習会 （ ２回 ／年 ） 

 WIB 安全講習、乗組員安全対策研修会 を受けた。 

・災害発生時の原因調査及び改善手順の制定 

  
次の活動へ 

 *アクト 

（今後の活動に向けて） 

 

（振り返り） 
 （良くすべき点）改善の時間と予算を増やす 

 改善活動の時間を増やす 

記入のポイント 
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ＷIB 船内向け自主改善活動 マネジメントシステム

83

方針の表明 

(1) 船内労働安全衛生方

針 

安全で安心して働ける職場環境の構築 

 
 
 

推進メンバー 

役割と責任 

(2) システム担当者の役

割、責任及び権限 

社長  ■■■■ （総括安全衛生管理者） 
責任者 ■■■■（事務局、システムの監査） 
船長  ■■■■ 
    ■■■■ 
    ■■■■ 
 

安全衛生目標 

(3) 船内労働安全衛生目

標 

労災減少のために点検と改善の推進 

 
 
 

活動計画 

（実施頻度、時期） 

*書類は議事録、アクション

チェックリスト、改善進め方

シートは別途保存の事 

*全員で安全点検を行うこ

とにより、船員の意見の反

映が促進されます。 

(4) 船内労働安全衛生計画 

  

  

・ミーティング 
   （ 1 回 ／月・年 8、9、10、11、12、1、2、3、4、5、） 
・職場点検（チェックリストなど ） 
   （ 2 回 ／月・年    6 月、12 月      ） 
・改善の実施 
   （ 数回 ／月・年      適時     ） 
・講習会 
   （ 1 回 ／月・年        適時    ） 
・災害発生時の原因調査及び改善手順 

 
 
 

 

 
 

 
 

 
                             

  
                           

 

１行で良い。自分の思いを書いてください

担当者の名前をいれてください。

年間目標です。１行で良いです。

数字と〇をつけてください。

84

活動内容の確認 

*記録は別紙 
同時保存 

 
良くできた・ややできた・ややできなかった・あまりできなかった 

・ミーティング 
   （  回 ／月・年                      ） 
・職場点検（ＷＩＢなど ） 
   （  回 ／月・年                    ） 
・改善の実施 
   （  回 ／月・年                     ） 
・講習会 
   （  回 ／月・年                      ） 
・災害発生時の原因調査及び改善手順の制定 

 
 
 
（備考） 
 
 
 

次の活動へ 

  

（振り返り） 
 
 
 
 
 
 
（良くすべき点） 
 
 
 
 

 

実際にできたかどうか数字と、〇を
さい。できなかった場合は、なぜで
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4. 自主改善活動・船内労働安全衛生システム導入の成功事例 

1．WIB 船内自主改善活動の効果 

 
 水産庁補助事業「安全な漁業労働環境確保事業」講習会では、漁業の労働環境のカイゼ

ンや海難の未然防止などの知識を持った「安全推進員」を養成しています。その中心に、

参加型自主改善活動（POAT）をベースにした、WIB船内自主改善活動として、良い改善事例

の紹介と選択、アクション型チェックリストと改善の使い方シートの講習、可能な時は船

の点検を行っています。5年間で毎年 500人計 2500人を養成する予定でしたが、平成 25～

29年度に北は北海道稚内市から、南は沖縄県那覇市まで全国約 137箇所で講習会を行い、

約 4,758人が安全推進員となりました。 

 

表Ⅰ 実施結果 

 

また、170隻が職場点検のワークショプに参加して、228件の改善が提案されました。重

点的に進んだ地域があり、島根約 200人、岩手約 400人が受講しました。特に、岩手県は 5

回の開催すべてで所管の労働基準監督署長が挨拶をして、WIBの活動を後押して頂きした。

さらに、地域によっては労働基準監督官が WIBをベースに改善計画を進めており、改善の

促進とともに、作業手順の作成を行っています。さらに岩手県庁が 2～3年の計画で別途予
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算をつけて良い事例のモデル化をしてほしいということで、WIBと並行して改善モデルの形

成と啓発、水産物の付加価値向上を目指しています。 

漁業カイゼン講習会について、参加者に講習会後に無記名によるアンケート調査を行い

ました。平成 24～25年度の参加者のアンケート調査では、講習会が「わかりやすさ」では、

「わかりやすい」が 83.4％、「わかりにくい」は 2.5％、「どちらでもない」は 14.1％でし

た。「役に立った（有効性）」は 87.6％、「役に立たない」1.5%、「どちらでもない」は 10.9％

でした。自主改善活動については(n=951)、「わかりやすい」「「役に立った（有効性）」は 87.6％、

「役に 立たない」1.5%、「どちらでもない」は 10.9％でした。自主改善活動については、

「わかりやすい」が 83.5％、「わかりにくい」は.2.5％、「どちらでもない」は 14.0％でし

た。「役に立った（有効性）」は 85.7％、「役に立たな」0.9%、「どちらでもない」は 13.4％

でした。安全推進員の講習、自主改善活動のいずれにおいても「わかりやすさ」、「有効性」

は高い値を示し、否定的な意見は少数でした。 

講習会の後、参加者に実際に漁船の点検をして改善案を出すプログラムを 2014 年 8～10

月に 10 ケ所で行いました。110 隻が参加して、228 件（平均して一隻あたり約 2.1 件）の

改善案が提案されました。 

図 1 改善案（事故対策案）の分析 

提案された改善案を、「作業方法改善」、「設備改善」、「教育」、「安全確認の徹底」、「注意

喚起」の 5種類の対策に分類した結果(図 10)、「作業方法改善」10.6％、「設備改善」75.2％、

「教育」3.1％、「安全確認の徹底」10.2％、「注意喚起」0.9％となり、設備改善などの実

用的な改善が多数を占めました。改善内容から改善に必要な費用の概算を「費用がかから

ない」、「費用が 1万円未満」、「費用が 1万円以上」の 3つに分類したところ、「費用がかか

らない」は 31.1％、「費用が 1万円未満」は 29.7％、「費用が 1万円以上」は 39.2％とな

りました。      

           

 

10.6 

19.9

18.8

75.2 

13.1

16.2

3.1 

17.9

17.7

10.2 

21.5

19.5

0.9 

27.5

27.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

WIB漁船改善

災害報告漁船

災害報告商船

作業方法改善

設備改善

教育

安全確認の徹底」

注意喚起
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講習会の後も各地で自主的な改善が進められています。特に、岩手県漁連、岩手県労働

局、岩手県定置網協会の協力の下、2014 年度で最も開催数、参加者数の多い岩手県では、

各地で改善活動が行われ具体的な改善が行われています。さらに所管の労働基準監督署の

指導のもと、「機械操業

計画」などが提出され、

着実に効果が表れてい

ます。図 11は青森県陸

奥湾のホタテ漁船の改

善例です。船上の照明

を LED に変えることに

よって、足元が明るく

作業しやすくなったと

ともに、燃費も良くな

りコスト削減につなが

りました。 

 

 

図 2 青森での具体的改善例 

 

2 ＷＩＢ自主改善活動についての効果についての考察 

 

 船員の労働災害防止のために国土交通省、水産庁の支援により、全国で講習会を開催し

た。2011年～2017年に国土交通省に報告された「船員災害疾病状況報告書（船員法 111条

報告）」を分析し、その効果を考える。 

 2011 年～2017 年に国土交通省に 4564 件報告され、漁船が 2437 件、商船その他が 2127

件であった。 

 漁船では、2013～2017年に漁業安全確保事業において、全国約 120か所で約 5000人が受

講した。講習会を 2015年以前に複数回実施した地区、一回だけ実施した地区、まったく実

施しなかった地区に分類して海運支局毎に労働災害数を時系列に分析した。国土交通省の

統計は漁船漁業を対象としているために、遠洋、沖合漁業を対象にした講習会を分析した。

また、地区は７年間で災害が 40件以上発生した海運支局を対象とした。 

(1)水産庁事業及び全日本海員組合の協力により、講習会を複数回実施した地区として、島

根、鳥取、鳥羽、石巻、八戸、釧路の６地区であった。災害件数は 728件であり全体の 29.9％

であった。平均を見ると減少の傾向がみられた。実施前の 2011年～2014年の災害数の平均

と、講習会実施後の安全意が向上した 2015 年～2017 年の数値をｔ検定した結果、危険率

5%で有意差がみられた。 

102

自主改善活動の成果

青森 ホタテ漁船のライトをLEDに変えたところ、前のライトは
620Wでしたが、カイゼンしたところ356Wに削減でき、船上も明
るくなり作業しやすくなった。

改善前 改善後
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図 3 複数回実施した地区の労働災害発生数（n=728） 

 (2)水産庁事業及び全日本海員組合の協力により、講習会を 1 回実施した地区として、

長崎、鹿児島、佐世保、福井の 4 地区であった。災害件数は 357 件であり全体の 14.6％

であった。平均を見ると減少の傾向があまりみられなかった。2011年～2014年の災害数

の平均と、講習会実施後の安全意が向上した 2015 年～2017 年の数値をｔ検定した結果、

有意差はなかった。 

 

図 4 1回実施した地区の労働災害発生数（n=357） 

 

(3) 講習会を沿岸、沖合漁業向けに一度も行っていない地区として、高知、熊本、神戸本

局岡、福島、根室であった。災害件数は 615件であり全体の 25.2％であった。平均を見る

と減少の傾向がみられた。実施前の 2011年～2014年の災害数の平均と、講習会実施後の安
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全意が向上した 2015年～2017年の数値をｔ検定した結果、有意な差はなかった。 

 

図 5 実施していない地区の労働災害発生数（n=615） 

 

 (4)考察 

 講習会を実施したところ、しないところで比較したところ、実施したところは労働災害

の減少傾向がみられした。もちろん各地区では、自主改善活動以外の安全活動を行ってい

るかもしれないが、今回の分析は７年間の災害の７０％を対象としていることも考えると、

ある程度の効果があったと考えられる。自主改善活動は低コスト、短時間で効果が上がる

方法であり、今後も未実施地区でも実施することにより、労働災害の減少に資する。商船

については 2015年より全国３０か所で開催された。多くが運輸局単位で実施されたために、

支局ごとの効果が見られなかった。  

 

3  WIB 方式 OSHMSの導入事例 

 WIB方式 OSHMSは一般社団法人自主改善活動（WIB）協会等が中心になって普及・啓発を

行っています。フェリー会社が WIB協会の認証を受ける等、いくつかの船会社などで積極

的に実施をしています。さらに商船・旅客船会社は、国土交通省の運輸安全マネジメント

システムの評価を受けることが多くみられます。WIB方式 OSHMSを運輸安全マネジメントシ

ステムの内部監査を補完する方法として検討しており、フェリー会社と作業船の運航会社

の協力で得て試行をしています。そこでは WIBアクションチェックリストを改善報告とし

て直接利用しています。 

島根県浜田市の漁業会社の例を示します。船員法 111 条の報告では、浜田市の漁業会社

が労働災害の発生数で島根県全体の三分の一を占めていました。会社は災害逓減への工夫
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をしているものの、災害の減少の傾向は横ばい傾向でした。そこで、前章の WIB方式 OSHMS

を事業者に提案したところ、協力を得ました 。 

（１） 導入目的 

事業者は漁業会社には、既に WIB 船内自主改善活動の講習は実施しています。しかし、

船員の自主的な改善活動をするためには、人件費、資材の提供を船舶所有者が行わなけれ

ば、いくら現場から改善案が提案されても、船員が継続的な活動を行うことはできません。

そこで、WIB方式 OSHMSを導入して、①浜田市の漁業会社の船員災害を抑制すること、②経

営トップからの指示の下で、労働災害抑制システムの構築、③災害の原因の分析をしまし

た。 

（2）方法 

 船員は、 短時間で簡単改善ができる WIB講習を二回受講しました。目標を掲げ計画・実

施・記録・見直しの PDCAシステムの説明を受け、WIB方式労働安全衛生マネジメントシス

テムを理解しました。その後、 約 1年間 WIB方式 OSHMSを実施しました。はじめにを WIB

方式 OSHMS様式に、方針の表明・推進メンバー役割と責任・安全衛生目標・活動計画（実

施頻度、時期）に船舶所有者等が記入し、船員に周知しました。さらに船内等でミーティ

ング等を行い船内にその書類を掲示しました。 

（3）結果 

実施した結果を WIB方式労働安全衛生マネジメントシステムの手順にしたがって示します。

方針の表明(1)船内労働安全衛生方針「安全で安心して働ける職場環境の構築」、推進メン

バー役割と責任(2)システム担当者の役割、責任及び権限「社長統括安全衛生管理者）責任

者（事務局、システムの監査）、船長」、安全衛生目標(3)「労災減少のために点検と改善の

推進」、活動計画を「ミーテ

ィング月 1回、職場点検年

二回、改善の実施年数回、

講習会年 1回、災害発生時

の原因調査と改善手順」を

記入しました。会社はこの

方針表明及び計画を事務所

内と船員がじっくり見ても

らえる場所として船舶のト

イレに掲示しました(図 6)。 

 

図 6トイレ内でのマネジメントシステム計画表   

計画の実施では、ミーティングは取締役会の実施に併せて行い、WIB講習と併せて職場点検

を行い、改善活動すすめ方シートを利用して改善しました。記録は、各自で保管しました。 
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船員一人ひとりに

改善についてヒヤリ

ングを行い、滑り止め

など提案のあったこ

とを実施しました。 

災害発生時の原因

調査及び改善手順に

ついては、過去の船員

災害についても分析

して、船内のハザード

マップを作成しまし

た。災害が増えた要因

として、特定の船員の

一人が一年に数回も

災害にあったことが   

図 7 事故報告シート                   わかりました。 

振り返りミーティングで 1年間の評

価は「ややできた」に留まりました。

ミーティングは月 1回 、職場点検は

WIBを二度実施し、改善の実施は随時行

いました。次の活動では、また階段か

ら滑った者がいたので、長靴を新調す

るように勧め、取り替えました。ヘル

メットの着用はされているが、ライフ

ジャケットの着用が徹底されていない

様子でした。 

（よくすべき点）については、ライフ

ジャケットの着用を徹底すること、腰

痛発生の抑制を次の目標にしています。 

船員にアンケート調査行ったところ、

WIB講習については、実際に船を使用し

た点検は非常に役に立ちました。さら

に、WIB方式船内安全衛生マネジメント

システムの導入で船員が安全に気を配

るようになりました。WIB方式船内安全    

図 8 独自の事故報告書        衛生マネジメントシステムの実施で計
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画・実行・確認・見直しの仕組みがよく理解できたとの回答でした。「WIB方式船内安全衛

生マネジメントシステムの実行はあなたにとって役に立ちましたか」の問いに対して非常

に役に立った旨の回答でした。怪我の分析として、ベテランより新人が目立つため、新た

な乗船者に注意喚起を強化することをました。 

(5)考察 

 ① 船員災害を抑制では、設備の不備によるものの改善が図れました。漁網のロープ等

が切れて過去に長期休暇を取ったものが少なからずおり、通常のものより長引く傾向でし

た。② 経営トップからの指示の下で、労働災害抑制システムの構築については、事務所

と船内トイレなどに掲げて、理念と方向性を示して、船員に労働災害の抑制を印象づけま

した。アンケート調査においても船舶の安全には導入前と比べて気を配るようになったと

の回答が多く、船員に安全を意識させるのには効果がありました。 ③労働災害の分析で

は、ハザードマップを作成し船員に危険箇所を示すことで、同様の災害を防ぐことができ

ました。ヒヤリング等でリスクを分析し新人の教育について力を入れるとしている点も導

入後の PDCAシステムが回っていると考えます。最後に安全文化を考える上で、浜田市の漁

業会社が行ったようなトップダウン方式である従来の安全マネジメントシステムと、WIB船

内自主改善活動により船員全員が改善を提案して行うボトムアップシステムを組み合わせ

る WIB方式労働安全衛生マネジメントシステムは、導入から二年たった 28年度には前年度

の 14件と比べて 9件になり、6件に減少して休業日数を大幅に減少させたような相乗的な

効果がでました。このシステムは、労働安全衛生法の精神である、自主的活動の促進に沿

って、責任体制の明確化（トップの責任）自主的活動の促進（ボトムアップ）の具現化で

あるといえます。今後も WIB方式船内安全衛生マネジメントシステムを普及することによ

り、労働災害の減少と労働環境の向上に役立てていきたいです。 

  
            図９ 労働災害の年次推移 
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上記の内容を取り上げた新聞記事を紹介します 
安全対策「脱 これまでどおり」 発展する「漁業のカイゼン」 

 魚の資源量や海況など「これまで通りに」が通用しない近年、漁業者の高齢化や漁船の

高船齢化も重なることで、ひとたび海難が起これば大事故になりかねない。そのため、安

全操業の周知・実践が欠かせないが、これまで通りに労働基準監督官らによるトップダウ

ン型指導から、乗組員に考えるきっかけを与え、当事者にアイデアを考えてもらう「カイ

ゼン」の導入が進んでいる。 
 島根・浜田あけぼの水産 事故要因ベテランと共有 好循環生むマネジメント 
「自分の職場（船）は乗組員が一番分かっている以上、働く一人ひとりが安全対策を作り、

労働災害の未然防止を図ることが重要」の考え方から、久宗教授は船内向け自主改善活動

WIB を考案した。水産庁補助事業として平成 25 年度から始まった「安全な漁業労働環境確

保事業」の漁業カイゼン講習会の運用マニュアルにも活用されている。ただし改善が単発

に終わらないように計画を立案(Plan)して実施(Do)し、評価(Check)するとこで改善(Act)を
繰り返す「PDCA」で、労働安全衛生を継続し、発展させていくことが重要になる。 
島根県のあけぼの水産（室崎拡勝社長）はよりよい操業環境を作るため WIB 方式船内労働

安全衛生マネジメントシステムを実施している。乗組員に WIB 講習を受講させ、自主改善

活動を理解してもらい、加えて陸上の事務局が安全方針の表明や目標、組織、活動を計画

し、現場に共有、実施状況を評価して、PDCA サイクルを回していくことが狙いだ。 
 同社は沖合底びき網漁船（2 そうびき）を 3 か統保有するが、事故を起こしやすい船は決

まっていないという。事務職員が現場で聞き取りをヒヤリ・ハットの状況を収集すると、

年配の人よりも新人乗組員に多いことが分かった。これが事故につながり、けがで一人が

休めばその穴を埋めようと、残った乗組員が気負うことで、新たな事故を招くことがある

そうだ。慣れていない環境で経験が浅い新人は、次に何をしたらよいか迷い、焦ることで

より危険な状況が生じやすい。 
 分析した情報は、幹部会などを通じて乗組員と共有した。「この事実をベテランに認識し

てもらうだけでも大きく違う。『（新人を）気にしてあげてね』と声をかけている」（室崎社

長）という。 
引用文献:日刊 水産経済新聞 2017 年 3 月 7 日 Ｐ10  
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水産庁では漁業者の安全衛生を推進するために、漁業労働安全確保総合支援事業（2018

～22）を実施しています。その内容は「漁業の労働災害発生率は、一般船舶の約 2倍、陸

上全産業平均の約 6倍と高くなっています。災害の発生は、人命に関わる課題であるとと

もに、漁業に対する就労意欲にも影響することから、災害発生を減少させ、安全な労働環

境づくりを推進していくことが必要です。   ・・・漁船の安全操業等について知識を有す

る「安全推進員」や安全推進員等を指導する「安全責任者」を養成することで、漁業労働

災害を減少させることを目的としています。」 

漁船の安全操業対策等を講じるため、次に掲げる事業を実施するものとします。 

    （1）漁業労働災害調査及び労災保険加入促進事業 

    （2）安全推進員養成講習会事業 

    （3）安全責任者養成講習会事業 

 

この中の責任者講習では、WIB方式労働安全衛生マネジメントシステムの開始と、フォロー

アップ―を行っており、現在 5県８市町村で実施しており、安全衛生の意識の高揚に役立

っています。 
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徳島県の定置網漁協の実施例（１） 
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徳島県の定置網漁協の実施例（2） 

 

- 104 -



参考資料 

ＷＩＢは商船（貨物船。旅客船などでも高い評価を受けています） 

 

国土交通省第 11 次船員災害防止基本計画 （商船の他、20t 以上の漁船にも適用され

ます） 

Ⅲ  船員災害防止のための対策  

１．実施主体別の取組 （１）船舶所有者 船舶所有者は、居住環境・作業環境、労働条

件の改善等総合的・計画的な船員災害防止対策を講ずるため、次により安全衛生管理活

動、船内向け自主改善活動（WIB）を推進する。  

２．主要な対策の推進  

（１）作業時を中心とした死傷災害防止対策      船舶所有者は、引き続き作業環境の

改善や船内労働安全 衛生マネジメントシステム、船内向け自主改善活動（WIB） 等の

災害防止の取組を推進するとともに、転倒やはさまれ等が死傷災害の大きな原因となっ

ていることから、船員においても作業時の安全確認を行う等安全意識の向上を図る。 
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WIB OSHMS  成功事例 No.1 

 隠岐観光株式会社 小型フェリー1 隻及び小型旅客船５隻  乗組員数 ２０名 

 導入以前:乗組員と管理職のコミュニケーションがうまく取れていなか管理職と

船員とのコミュニケーションも良好になり、安全管理は最低限のことだけを実

施していた.  

 導入後:WIB の講習会に全員で参加をした。その後わずか二か月間の間に２０の改善例

が提案された。 

現在は 80 件の改善が実施されて、利用者からも「船がきれいになった」、「乗組員が明

るくなった「」と評判になった。無理なくできるので、今後も継続していく。 
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WIB OSHMS  成功事例 No.２ 

 親力海運株式会社 土砂運搬船    5 隻 乗組員数 40 名 

以前: ISOHSAS18001 を取るような安全に対して熱心な会社であるが、社長が現場

で乗組員を叱り、,現場は受け身で安全活動に取り組んでた。活動の割には死傷災害が

複数発生していた。 

WIB の講習会を受けて、乗組員が積極的に自主改善活動に取り組み、2 年間で１８０

件の改善が提案された。  

 現在でも改善活動を積極的に取り組み、乗組員が社長にいろいろとアドバイスを受け

て、良好な関係を築いている。 
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安全事業 

水産庁補助事業「安全な漁業労働環境確保事業」漁業カイ

ゼン講習会について 

この事業は、漁業の労働環境のカイゼンや海難の未然防止などの知識を持った「安全推進

員」を養成します。 

「安全推進員」の活躍で、各地域の漁船の労働環境改善などが推進され、海難事故の減少

を目指します。 詳しくは、下記の事業案内等をご覧ください。 

安全事業 

 

事業案内  

テキスト  

チェックリスト  

ワークシート  
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ＷＩＦM (林業向け自主改善活動) 

マニュアル 

2019年版 

 

WIFM 

Work Improvement on Forest Management 

Manual 

2019 年 

 

 

 

 

 

 

愛媛大学教授 山田 容三 

神奈川大学教授 久宗 周二 
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岩崎さん
タイプライターテキスト
（成果物4）

岩崎さん
タイプライターテキスト

岩崎さん
タイプライターテキスト

岩崎さん
タイプライターテキスト



目次 

 

１．林業の災害 

２．林業向け自主改善活動WIFMとは 

３．自主改善活動の基本的な考え方 

４．具体的な進め方 

ステップ １ よい改善事例の選択 

ステップ ２ チェックリストによる点検 

ステップ ３ グループミーティング・改善の実施 

５．WIFM実施にあたってのポイント 
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１．安全を守るために 

林業の事故は社会に対して大きな影響を与えます。「林業」の労働災害を産

業別職業上休業４日以上の災害発生率（平成29年値）は千人当たり32.9人であ

り、「全産業」の2.2人の１５倍となっており、他産業に比べて著しく高い状

況が続いている。これらの労働災害の発生原因を見てみると、本来遵守するべ

き安全確保のための基本的な作業手順を励行していないことに起因する労働災

害が多発しており、依然として同種作業、類似災害の発生を繰り返すなどの傾

向も顕著である。林業における年齢別死傷者数（平成29年度）は、50歳以上が

672人で５１％を占めており、作業種別の死亡災害では、伐木作業中の災害が

28人で７０％を占めている。 

そこで、林業向け自主改善活動（WIFM）を提案いたします。 

 

２．林業向け自主改善活動 WIFMとは 

林業向け自主改善活動WIFMはILO（国際労働機関）が作成したWISE（中小企

業自主改善活動）を船内向けに簡便にしたWIB（Work Improvement on Board）

を、林業に応用したものです。WIFMは、全員が簡単にリスクチェック、良好な

事例を参考にして、低コストで、無理せずに、改善活動ができます。 

 

３．自主改善活動の基本的な考え方 

自主改善活動の基本的な考え方は、自分の職場は自分自身が一番分かってい

ると考えで、被害を受ける前に全員で予防をします。皆さん一人一人自らが安

全対策を作り、労働災害の未然防止を図ることです。本稿で紹介しているチェ

ックリストなどのツールや、活動事例は皆さんの活動をお手伝いするもので

す。林業の災害防止を図るためには、車内を改善することが必要です。現場

は、大きさ、状況が大きく異なります。全員が自主的に改善することが必要で

す。 

 

WIFM林業向け自主改善活動の特徴 

・良い改善事例をみんなで選択することで、共通の認識ができます。 

・チェックリストを使って機械、道具、環境などの状況に合わせて、全員で自

らの改善案を提案できます。 

・短時間でできます（点検・話し合いは30分～1時間30分程度） 

・全員でリスクの点検ができます。 

・職歴に関係なく、若手も参加することにより安全意識も高まります。 
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４．具体的な進め方 

ステップ１ よい改善事例の選択 

参加人数分の赤と黄色のポストイットを用意してください。参加者それぞれ

で、１番良いと思う事例に赤いポストイット、２番目に良いと思う事例に黄色

いポストイットを写真にはりつけてください。一番投票が多かったものが、み

んなが必要と思う事例です。参考にしながら、改善案を考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ ステップ１：良い改善事例の選択 

 

準備１ 同封の写真を壁に貼る、あるいは机に置いてください。 

準備２ 参加者にピンクと黄色のポストイットを１枚ずつ配布してください。 

実 施 参加者一人一人が、ピンクのポストイット(一番良い)と黄色のポスト

イット（次に良い）を写真に貼ってください。 

 

最後に、集計をして上位２位を選び出し、どのような改善に人気があるのか

を示してください。上位２位は、ピンクの数が最も多い事例、次に黄色の数が

最も多い事例になります。 
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ステップ２ チェックリストによる点検 

同封のチェックリストのチェック項目に目を通して、項目ごとに進めてくだ

さい。 

チェックリストのチェック項目に目を通して「すでに実施」、「改善が必

要」、「優先的に改善」にチェックしてください。改善の必要がないと思われ

る項目は回答しない（無回答）でください。点検する際のポイントですが、ま

ずは自分の職場をイメージしてみてください。 

全員のチェックリストを回収し、各項目ごとに「優先的に改善」にチェック

した個数を集計してください。1～３５項目のうち「優先的に改善」の回答数

が多いもの（優先順位が高いもの）から順に３つ選んでください。 

全員の改善意見として、チェックリストの最後のページに改善すべき３項目

を書き込んでください。 

 

ステップ3 グループミーティング・改善の実施 

ステップ１の投票で得られた良好事例２事例とステップ２のチェックリスト

の結果の「優先的に改善」の上位３項目を発表して、改善すべき事例を全員で

話し合いをして３つに絞ります。まずは、その三点について実際に改善してい

きます。 

全員で話し合った改善案をまとめると、同封の「改善活動進め方シート」に

記入していきます。次のステップとして、このシートに改善すべき内容（Ｐｌ

ａｎ）を記入して、会社と協働で実行（Ｄｏ）→確認（Ｃｈｅｃｋ）→対応

（Ａｃｔｉｏｎ）を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ ステップ３：全員の話し合いで改善すべき事例を３つ選ぶ  
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改善が終われば、「BEFORE（改善前）」「AFTER（改善後）」の写真をとり

「改善活動すすめ方―シート」を記入して、チェックリストとともに保管をし

ましょう。これにより、改善活動の記録とともに、改善写真を社内に飾れば改

善意識の向上を目指します。 

初めに挙げた３つの改善が終わったら、次の３つの改善項目を選んで継続的

に実施します。さらに、全員でチェックリストによる点検を定期的（年数回）

に実施して、改善活動を継続的に行います。大規模な修繕は、会社と話し合っ

て必要な資材や修繕を手配してください。 

 

５．WIFM実施にあたってのポイント 

① WIFMは、労働環境を改善する簡易なリスクアセスメントのようですが、簡

易版リスクアセスメントよりも、はるかに簡単で効果のある労働安全衛生

対策です。 

② 人数の多い事業体では、職種ごとに集まって行ってください。 

③ ステップ１の良好事例とステップ２のチェックリストは関連しています。 

④ ステップ１～３を全て行うと１時間から１時間半かかります。 

⑤ ステップごとに日を変えて順番に３０分ほどで行うこともできます。 

 

 

 

ご不明なところがありましたら、下記の連絡先にお問合せください。 

 

 

連絡先 

愛媛大学大学院農学研究科 

教授  山田 容三 

Tel & Fax：089-946-9665 

E-mail：yamada.yozo.fi@ehime-u.ac.jp 

〒790-8566 松山市樽味３丁目５－７ 

 

よろしくお願いいたします。 
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（成果物 5） WIFM 修正案 7 
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（成果物 6） 林業安全ゲーム・チェーンソー伐木作業編の第 2 版 

 

 
林業安全ゲーム・チェーンソー伐木作業編の外箱 

 

 

林業安全ゲームのゲームボード 

 

 
林業安全ゲームの 4 種類のカード 
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（成果物 7） 林業安全ゲームのカード内容 

 

Ⅰ.良い行動カード 

1. 伐木作業をする時は、クサビ、ハンマー、手鋸、ナタ、斧、呼び笛、フェリングレバ

ーまたは丈夫な棒、メジャー、応急セットのような装備を身につけている。 

2. 谷側から伐倒する時は、その場所での危険性をすべて考え、労働安全衛生上の予防を

行なっている。 

3. 体力を消耗しないように、伐倒木の太さに見合った適切な大きさのチェーンソー（マ

シンの大きさ、ガイドバーの長さともに）を使う。 

4. チェーンソーの燃料は引火しやすいので、燃料の給油や補充は、火の元から３ｍ以上

離れたところで行う。 

5. チェーンソー伐木作業は、体力的にも精神的にも大変であるため、三食の食事の質と

量には気を付けている。 

6. チェーンソーのエンジンをかける時、平らな地面に置くか、両脚の間に挟み、３点支

持する。 

7. チェーンソーのエンジンをかける前に、必ずチェーンブレーキが作動するか確認す

る。 

8. チェーンソーは胸より上では使用しない。 

9. チェーンソーを持って移動する時、チェーンブレーキを必ずかける。 

10.伐木作業中に、木が倒れ始めたら、避難場所に避難する前に、チェーンブレーキをか

け、退避後に速やかにエンジンを停止する。 

11.斜面や茂み、すべりやすい地面では、少しの移動でもチェーンブレーキをかけるか、

必要に応じてエンジンを停止する。 

12.チェーンソーを持って現場を移動する時は、平らな地面で安全に思えても、カバーを

つけて、エンジンを停止し、チェーンブレーキをかける。 

13.ヘルメットは頭にしっかりとセットする。あご紐はきちんとつける。 

14.つま先に鉄芯が入ったチェーンソーブーツを着用して作業する。 

15.伐倒前は下草や落ちている小枝、枝、葉、丸太や岩、石などを片付ける。 

16.伐木作業において危険度が高い場合は、仲間と常にコミュニケーションをとる。無線

機や呼び笛などの道具を使う。呼び笛の合図は、話し合って決める。 

17.芯材が腐った木の伐倒は危険である。ツルによる伐倒方向のコントロールが効かない

ことがあるため、腐りがあるかどうか確かめる。 

 

Ⅱ.不注意カード 

1. 皆伐をする時、伐倒方向を決めずに倒す。 

2. 近接作業、上下作業をする。 

3. かかり木を何もせず放置する。 

4. 安全装備やかかり木処理の道具を持っていない。 

5. チェーンソーを定期的にメンテナンスしない。 

6. チェーンソーのスペア部品を交換する時、純正部品等以外の不適切な部品を使う。  

7. 伐倒方向を決めないで、伐木作業を始める。 

8. 伐木作業の前に作業環境に危険性がないか点検しない。 

9. 作業中ゴーグルやフェイスバイザーをつけない。 

10.防護ズボンやチャップスを身につけない。 
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11.チェーンソーを持って移動する時、チェーンブレーキをかけない。 

12.チェーンソーに燃料を補充した場所で、チェーンソーのエンジンをかける。 

13.暗く曇った天気等で、作業場所の視界が悪くても伐木作業を続ける。 

14.チェーンソーを落としがけでエンジンをかける。（チェーンソー本体を下に落としなが

ら、ロープを引く方法） 

15.かかり木を処理する時、かかられた立木に登る。 

16.かかり木を処理する時、かかられた立木を伐る。 

17.伐倒予定の木や退避ルートの周りの下草を切る時、切り跡をとがらせたまま放置する。 

18.チェーンソーを使う時、防振手袋をつけない。  

19.伐倒方向を決める前に、伐る木や周りの状態をチェックしない。 

20.燃料タンクの残量を確認しないで、伐木作業を始める。 

 

Ⅲ.初心者向け安全編（質問カード） 

1. 作業現場の労働環境に潜む注意すべきポイントを３つ以上あげて下さい。 

2. なぜ作業をする時、いつも安全に心がけなければならないのでしょうか？ 

3. チェーンソーを使うことで起こる職業病を挙げて下さい。 

4. 振動障害を予防するために、チェーンソーを連続使用できる時間と１日に使用できる時

間を答えて下さい。 

5. 熱中症の症状を３つ説明して下さい。 

6. 熱中症になった時、正しい応急手当の流れを説明して下さい。 

7. 事故により何日以上休業すると労働災害に認定されるでしょうか。 

8. 事故につながりかねない、作業者の不安全な行動の例を２つ以上あげて下さい。 

9. 作業中に労働災害が起きた時、近くにいたあなたは何をすべきか説明してください。 

10.ハチにさされた時の対処法を答えて下さい。 

11.チェーンソー作業に必要な手袋の性能は何でしょうか？ 

12.チェーンソーの目立てをしていないと、どのような不具合が生じるでしょうか。 

13.チェーンソーを使った伐木作業をする時、必要な安全装備を３つ以上あげて下さい。 

14.燃料用の携行容器は、何リットル以下の何製が良いでしょうか？ 

15.チェーンソー上部のフードに目印線、いわゆるガンマークがついているものがあるが、

これは何のためにあるのでしょうか？  

16.伐倒する時、伐倒する木の高さの何倍以上の範囲内が、立ち入り禁止となるでしょうか。  

 

Ⅳ.初心者向け安全編（知識カード） 

1. 作業現場の労働環境に潜む注意すべきポイントは、樹冠にある枯れ枝、強い日差し、

強風、足場の悪い地面、野生動物、有毒昆虫など。 

2. 作業をする時は、常に自分がケガをせず、他の人にケガをさせないことを考える。

そして、1日の作業を終えて、必ず無事に家に帰るために安全を第一にする。 

3. チェーンソーを使うことで起こる職業病は、振動障害（はくろう病）、難聴など。 

4. チェーンソーの連続使用は１０分以下、１日に使用できる時間は２時間以下が目安。 

5-1.  熱中症の症状は、 

1) ねまい、立ちくらみ、顔のほてり 

2) 筋肉痛、筋肉のけいれん、こむら返り 

3) 体がだるい、吐き気、嘔吐 

5-2.  熱中症の症状は、 
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4) 汗のかき方がおかしい。（何度拭いてもおさまらない、全く汗をかかない） 

5) まっすぐ歩けない、体が震える、声をかけても反応がおかしい。 

6) 自分で水分補給ができない、呼びかけに反応しない。 

6. 熱中症になった時の応急手当は、 

1) すぐに医療機関へ相談、または救急車を呼ぶ 

2) 涼しい場所へ移動させる 

3) 衣服を脱がし、体を冷やして体温を下げる。両側の首筋やわき、足の付け根などを

冷やす。 

4) 塩分や水分の補給 

7. 事故による傷害で４日休業する場合、もしくは死亡した場合、労働災害に認定され

る。 

8. 作業者の不安全な行動の例として、立ち入り禁止区域に入る、安全確認を行わない、

基本的な手順で作業を行わない、事前に連絡を取らないなど。 

9. 労働災害が起きたら、まず被災者を救出し、応急手当を行い、緊急の場合は、救急

車を呼び事務所に連絡する。 

10-1. ハチにさされた時の対処法は、 

1) さされた場所から離れ、木の陰や沢の近くに避難し毒針が残っていたらすぐに引き

抜く。 

2) できるだけ早く、専用の吸引器で毒を吸い出す。 

3) 傷口をきれいな水で洗う 

10-2. ハチにさされた時の対処法は、 

4) 赤くはれ始めたところに抗ヒスタミン軟膏を塗る 

5) アナフィラキシーショックが疑われる時は、すぐにアドレナリンのエピペンを使用

する 

6) 患者を移送する時は、必ず担架で運ぶ。 

11. チェーンソー作業のために必要な手袋の性能は、防振性能である。 

12. チェーンソーの目立てを定期的にきちんとしないと、生産性が落ちる、燃料の消費が

早い、振動が強くなるなどの不具合が生じる。 

13. 安全ヘルメット、イヤーマフ、フェイスガード、チェーンソーズボン、防振手袋、チ

ェーンソーブーツ、呼び笛など。 

14. 燃料用の容器は 10 リットル以下で金属製か樹脂製が良い。また容器は周りの色とは

違う、明るく目立つ色が良い。 

15. チェーンソーの刃を受け口の会合線につけた時、ガンマークが予定した伐倒方向と同

じ方向を指していたら、受け口の方向が正しいと分かる。 

16. 伐倒する時は、伐倒木の樹高の２倍以内が立ち入り禁止となる。 

 

Ⅴ.初心者向け技術編（質問カード） 

1. かかり木処理の際の危険性を２つあげて下さい。 

2. 立ち枯れの木の特徴を２つ以上あげて下さい。 

3. プラスチック製のくさびの長所と短所を説明して下さい。 

4. チェーンソーの日常点検をあげて下さい。 

5. 退避ルートとは何か説明して下さい。 

6. オープンフェイスカットの切り方を教えて下さい。 

7. 基本型の切り方の特徴を答えて下さい。 
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8. 伐倒前の確認を説明して下さい。 

9. 伐倒方向の確認を説明して下さい。 

10.伐倒時の確認を受け口と追い口の順に説明して下さい。 

11.伐倒後の確認を説明して下さい。 

12.伐倒方向をいい加減にして木を倒すと、どんな悪影響があるでしょうか。 

13.丸太を上から切る時、チェーンソーのバーの下側が切り口にはさまり、チェーンソーが

前に引っ張られる現象を何というでしょうか？ 

14.チェーンソーが切り口から跳ね返されることを何というでしょうか。 

15.丸太を下から切る時、チェーンソーの上の刃が木の表面に当たってひっかかり、自分の

方へ向かって、突然戻ってくる現象を何というでしょうか。 

16.かかり木処理で、ウインチが使えない時は、何を使えば良いですか。 

17.伐倒方向を決める時に、気を付けることを４つ以上答えて下さい。 

 

Ⅵ.初心者向け技術編（知識カード） 

1. かかり木処理の危険性は、 

1) いつ倒れるかわからない。 

2) かかられた木はかかり木がはずれると反動で枯れ枝や枝を飛ばすおそれがある。 

2. 立ち枯れの木の特徴は、 

1) 芯材が腐っている。 

2) 幹に朽ちた部分がある。 

3) 簡単に落ちてしまう、枯れて朽ちた枝がある。 

3. プラスチック製のクサビは、軽くてソーチェーンを傷めにくい。しかし、プラスチ

ック製のクサビは変形や破損しやすい。 

4. チェーンソーの日常点検は、 

1) 本体表面の汚れ、エアクリーナーの汚れ、キャブレター周辺の汚れ。 

2) マフラー周辺の汚れ、ガイドバー溝の汚れ、オイル孔の目づまり等。 

3) スプロケットドラム周辺の汚れ、ソーチェーンの汚れと損傷の有無、ねじ類のゆる

みと脱落の有無。 

4) その他部品の損傷の有無、チェーンオイルの吐出状況、安全装置の機能の確認。 

5. 退避ルートは、伐木作業の時に、伐倒木の下敷きになるのを避けるために、退避場

所まで安全に避難するルートである。 

6. オープンフェイスカットの切り方の特徴は、 

1) 受け口の角度は、90 度（少なくとも 70 度）。 

2) 受け口は、上側から下方へ 60〜70 度で切り下げ、下側から 10〜20 度で切り上げる。 

3) 受け口の深さは、木の直径の 1/4～1/3。 

4) 追い口切りは、受け口の会合線と同じ高さに水平に入れる。 

7. 基本型の切り方の特徴は、 

1) 受け口の角度は 45 度。 

2) 受け口は上側から 45 度切り下げ、次に水平な切り込みをいれる。 

3) 受け口の深さは木の直径の 1/4～1/3。 

4) 追い口切りは受け口の高さの下から 2/3 程度の位置。 

5) ツル幅を伐根直径の 1/10 程度残るようにする。 

8. 伐倒前には、 

1) 枝がらみ、つるがらみがないか。 
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2) 上から落下しそうな枯れ枝や雪がないか確認。 

3) 指差し呼称「上ヨシ！」 

9-1.  伐倒方向の確認１ 

1) 伐倒作業に支障となる周囲のかん木、笹、浮石などはないか？そのような支障木は

除去したか？ 

2) 伐倒木の高さの 2 倍以上の範囲以内の距離に他の作業者はいないか 

3) 指差し呼称「まわりヨシ！」 

9-2.  伐倒方向の確認２ 

1) 木の重心の位置は問題ないか？ 予定した方向に確実に倒せるか？ 

2) 指差し呼称「伐倒方向ヨシ！」 

9-3.  伐倒方向の確認３ 

1) 退避場所はそれでよいか（伐倒方向の反対側の斜面方向で伐倒木から 3m 以上） 

2) 退避ルートにつまずくような障害物がないか 

3) 指差し呼称「退避場所ヨシ！」 

10-1. 伐倒時の確認１ ～受け口を切ったら～ 

1) 受け口が伐倒方向へ正しく作られているか？ 受け口の位置、根張り切り、大きさ、

深さ、下切り、斜め切りの終わり部分の会合はよいか？ 

2) 指差し呼称「受け口ヨシ！」 

10-2. 伐倒時の確認２ ～受け口の点検が終わったら～ 

1) 伐倒方向を確認、予定した伐倒方向に確実に倒れるか？ 

2) 指差し呼称「伐倒方向ヨシ！」 

10-3. 伐倒時の確認３ ～追い口を切る前～ 

1) 他の作業者は周囲にいないか？（再確認） 

2) 追い口の位置はよいか？ 

11. 伐倒後の確認 

1) 退避場所から出る時、上からの落下物はないか？ 枝などが落ちてこないか？ 

2) 指差し呼称「上ヨシ！」 

3) 材の安定はよいか？ 

4) 指差し呼称「材の安定ヨシ！」 

12. 伐倒方向をいい加減にして木を倒すと、 

1) 丸太がダメージを受け、質が下がる。 

2) 集材するのが難しい。 

3) 労働災害発生のリスクが高まる。  

13. 丸太を上から切る時に、チェーンソーの下側の刃が引っかかり、チェーンソーが前

に引っ張られる現象をプルインという。 

14. チェーンソーが切り口から跳ね返されることをキックバックという。 

15. 丸太を下から切る時、チェーンソーの上側の刃が引っかかり、自分の方へ突然チェ

ーンソーが戻ってくる現象をプッシュバックという。 

16. かかり木処理の際、ウインチが使えない時は、次のような道具を使う。 

1) フェリングレバー 

2) ロープ 

3) ワイヤーロープとけん引具 

17-1.  伐倒方向を決める時は、次のことに気をつける。 

1) 現場の木の密度  
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2) 地面の状態 

3) 木の倒れる位置 

4) 傾斜 

17-2.  伐倒方向を決める時は、次のことに気をつける。 

1) 伐倒方向のパターン（上向き、横向きなど） 

2) 樹種（裂けやすさ） 

3) 空洞、腐れ、折損などの損傷の有無 

4) 木の重心 

5) 隣接木との蔓がらみや枝がらみの有無 

 

Ⅶ.熟練者向け（質問カード） 

1. チェーンソーの毎週点検を３つ挙げて下さい。 

2. チェーンソーの毎月点検を３つ挙げて下さい。 

3. 追いツル切りの手順を答えて下さい。 

4. 偏芯木を伐倒する時に注意することを答えて下さい。 

5. 互いにちがう方向に傾いている根元からの二又木の伐倒方法を答えて下さい。 

6. 同じ方向を向いている根元からの二又木の伐倒手順を答えて下さい。 

7. 裂けやすい木を伐倒する時にするべきことを答えて下さい。 

8. 根倒れした転倒木が危険な理由をいくつか答えて下さい。 

9. 腐れ、空洞木の伐倒方法を答えて下さい。 

10.根倒れした転倒木で下に曲がった木を切り離す時、上下どちらから切ればよいか。 

11.根倒れした転倒木で上に曲がった木を切り離す時、上下どちらから切ればよいか。 

12.幹が折れて上部が残っている木の処理方法を答えて下さい。 

13.樹冠部のない欠頂木の特性を答えて下さい。 

14.隣接木と枝がらみしている木の伐倒が危険な理由を答えて下さい。 

15.隣接木と枝がらみしている木の伐倒の仕方を説明して下さい。 

16.つる絡みの木の処理方法を答えて下さい。 

 

Ⅷ.熟練者向け（知識カード） 

1-1. チェーンソーの毎週点検 

1) シリンダーの冷却フィンの汚れと損傷の有無 

2) 燃料タンク及び燃料フィルターの汚れ 

3) オイルタンク及びオイルフィルターの汚れ。 

 1-2. チェーンソーの毎週点検 

4) 燃料タンク・オイルタンクの漏れの有無 

5) ガイドバーの変形・摩耗の有無 

6) スプロケットノーズバーの破損・変色の有無 

7) スプロケットの摩耗・損傷の有無 

2-1. チェーンソーの毎月点検 

1) マフラーの汚れと損傷の有無 

2) スパークプラグの機能 

3) クラッチ部の汚れとシューの摩耗の有無 

 2-2. チェーンソーの毎月点検 

4) リコイルスターターの汚れと損傷の有無 
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5) 防振ゴムの劣化と損傷の有無 

6) ヒーティングハンドルの機能の点検 

3. 追いツル切りの手順は、 

1) 受け口を切る。 

2) 追い口を切る時に、受け口の反対側となる部分の幹は切らず、ツルを残し、突っ込み

切りでチェーンソーバーを反対側まで貫通させる。 

3) チェーンソーで水平切りを行い、一方で、受け口の反対側となる幹の部分を追いツ

ルとして残しておく。 

4) 最後に追いツルを切って伐倒する。 

4-1. 偏芯木を伐倒する時は、 

1) 伐倒方向はできる限り等高線方向にする。 

2) 曲がりの強い部分は切らない。 

3) 退避場所をよく考え、伐倒時の跳ね上がりに気をつける。 

4-2. 偏芯木を伐倒する時は、 

4) 木の重心側では作業しない。 

5) けん引具、クレーン等の使用を検討する。 

6) 木が裂けそうな時は受口の上部をロープで強く巻き付け、裂け防止の対策をする。 

5. 互いにちがう方向に傾いている二又木の伐倒手順は、 

1) 小さい木の受け口を切る。 

2) 割り切りをする（二又の分岐点を下方向に切る）。 

3) 小さい木の追い口を突っ込み切りで切って伐倒する。 

4) 大きい木の受け口を切る。 

5) 追い口を切って伐倒する。 

6. 同じ方向に傾いている二又木の伐倒手順は、 

1) 下の木の受け口を深めに切る。 

2) 割り切りをする。（二又の分岐点を下方向に切る）。 

3) 下の木の追い口を突っ込み切りで切って伐倒する。 

4) 上の木の受け口を切る。 

5) 追い口を高めに切り込み伐倒する。 

7. 裂けやすい木を伐倒する時は、 

1) 胴巻きなどの裂け止めをする。 

2) 追いツル切りで伐倒する。 

8. 根倒れした転倒木は、 

1) ふつうの立木とは違って不安定で、突然動いたりすべり落ちたりするおそれがある。 

2) チェーンソー等で切る時に跳ね返りが起こりやすい。 

9. 腐れ、空洞木の伐倒では、 

1) 腐れ、空洞がありそうな木はナタやオノでたたいて状況を確認する。 

2) 確認した状況に応じた伐倒方法をとる。一般的には受け口は浅く、角度は大きめに

とる。 

3) 追い口は普通よりも高めにする。 

4) 追いツル切りをすると確実さが増す。 

10. 根倒れした転倒木で下に曲がった木を切る時は、 

1) 上側に切り込みを入れる。 

2) 下側から切り上げる。 



-126- 
 

11. 根倒れした転倒木で上に曲がった木を切り離す時は、 

1) 下側から切り込みを入れる。 

2) 上側から切り下げる。 

12. 幹が折れて上部が残っている木は、 

1) グラップル、ウインチなどで折れた部分を引き落とし、欠頂木として処理する。 

2) 折れた部分を引き落とせない場合は、折れた部分がついたままで、受け口を大きく

作り、クサビを使って等高線方向へ倒す。 

13. 樹冠部のない欠頂木は重心が幹の中心部にあり、枝がないために重心を移動させにく

い特性がある。受け口を大きくとり、必ずクサビを使い、形状に合った伐倒を行う。 

14. 枝がらみの木の伐倒は次のような危険がある。 

1) 伐倒時にかかり木になる。 

2) 伐倒方向が予期せぬ方向へ変わる。 

15. 枝がらみの木を伐倒する時は、 

1) 受け口は深め、追い口は高めに作る。 

2) 追い口切りの時、クサビを使う。 

3) 退避する時は元口の跳ね上がり、枝の落下に気をつける。 

16. つるがらみの木は、できる限り伐倒の２〜３年前につるを切って、枯れさせるなどし

て取り除いておく。 


